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q 移動電話の利用状況
移動電話（携帯＋ＰＨＳ）の利用率は約
75％（p.13 図２－１）で、中学の終わり頃、
あるいは高校生になってから利用を始めた
者が多く、月額で平均6500円程度の費用を
かけている（p.15 表２－２）。通話の相手と
しては友だちが多く、番号を登録している友
だちの数は平均で約90人（p.15 表２－３）
である。１週間で平均４回程度友だちへ電話
をかけ、６回程度電話をもらっている。友だ
ちへの１回の通話時間の平均は、かけたとき
が約10分で、かかってきたときが約18分であ
る（p.16 表２－４）。

w メールやウェブの利用
移動電話を使用している高校生の約95％
がメールを利用している（p.17 図２－２）。
平均すると、友だちとの間で１週間に100通
ものメールがやりとりされている（p.18 表
２－５）。また、移動電話利用者の約75％が
ウェブを利用しており、大部分が「着メロや
待受画像のダウンロード」である（p.19 表
２－６）。

e 移動電話の利用における拘束感・依存度
移動電話の利用に関して、拘束感を感じて
いる者は利用者の約１割と少なく、利便性が
強く意識されているが、常に持っていないと
不安という依存の意識を半数が持っている
（p.21 表２－８）。

r 移動電話の利用スタイル
初めて会った人にも気軽に移動電話の番号
を教える者は利用者の約４割、発信電話番号
表示を利用して相手によって着信選択する者
は約３割である。利用頻度の高い者は、気軽に
番号を教える者が半数を超える一方、通話中
に電話をわざと切ったり、番号表示によって
通話相手を選択したりする傾向が強い（p.23
表２－９）。

t 通話とメールの使い分け
通話は「待ち合わせの連絡」など用件のた
めの道具的な利用が多いのに対し、メールは
「特に用件のないおしゃべり」が多く、それ
自体を目的とした利用が多くなっている
（p.24 図２－３）。
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y 移動電話の影響
移動電話の利用によってコミュニケーショ
ンが活発化したり、他者との関係が拡大した
りしたとする者が多い。特にその傾向は、女子
と移動電話の利用頻度の高い者で強い（p.25
表２－10）。

u 移動電話と友人関係
移動電話の利用頻度が高い高校生は、友だ
ちと「広く」かつ「選択的な」つきあい方を
している割合が高い。しかし同時に、悩みを
話すことも多く、あっさりとした関係ではな
く「深い」関係を築いている（p.27 表２－
11）。

i メールによる対人関係の広がり
メール利用者の43.5％が「ふだんあまり話
さない学校の友だち」と、29.9％が「直接会
ったことのない学校外の人」とメールのやり
とりをしている。また、「出会いのサイトな
どで友だちやメル友を募集」は8.7％である
（p.29 表２－13）。

o 他者への配慮
電源を切ったり、マナーモードにしたりす
る高校生は、「学校の授業中」92.4％、「コン
サートやライブの最中」84.8％、「混んだ電
車やバスの中にいるとき」83.9％となってい
る（そのような状況がない者は除いた割合）
（p.29 表２－14）。

q 音楽の学習経験
音楽学習経験については、学校では、半数
強が芸術科で音楽を選択した経験があり、３
割が音楽系部活動に入っていた経験がある。
地域の音楽活動にはほとんど参加していない
が、男子は４人に１人がバンド経験がある。
家庭では、４割がピアノを習ったことがある
が、東京・女子＝72.2％、秋田・女子＝53.2％、
東京・男子＝25.2％、秋田・男子＝11.0％と、
男女差と地域差がはっきりみられる（p.35
図３－１、p.36 表３－１、p.37 図３－２）。

w ふだんの音楽行動
ふだんの音楽行動については、最も頻度が
高いのが「家でＣＤなどを聴く」で、「毎
日＋よく＋ときどき」＝92.9％。以下、「音
楽番組を聴く」（88.3％）、「友だちとＣＤなど
の貸し借りをする」（80.6％）、「ＣＤを買う」
（74.9％）、「友だちとJ-POPや洋楽の話をする」
（69.1％）、「“ながら聴き”をする」（68.６％）、
「カラオケに行く」（63.8％）と続いている。
女子の方が「音楽番組」を聴いたり「カラオ
ケ」に行ったりし、男子の方が「自由に楽器
を演奏する」傾向がある（p.39 図３－３）。

e 様々な音楽ジャンルのイメージ
10種類の音楽ジャンルについて、「親近感」

「理解度」「気分のもちよう」「心地ぐあい」
の４つの側面からイメージを整理した（p.41
図３－４～図３－７）。
アイドル：親しみやすく、わかりやすく、

気分が盛り上がる音楽。
癒し系バンド：親しみやすく、わかりや

第３章 I HATE MUSIC. WE ARE THE
MUSIC.
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すく、気分が落ち着き、心地よい音楽。
ヒップホップ：よくわからないが、気分
が盛り上がる音楽。
女性ボーカル：親しみやすく、わかりや
すく、心地よい音楽。
男性ボーカル：親しみやすく、わかりや
すく、気分が落ち着き、心地よい音楽。
80年代：近づきがたいが、気分が落ち着
く音楽。
ジャズ：近づきがたく、よくわからない
音楽。
洋楽：心地よい音楽。
クラシック：近づきがたく、よくわから
ないが、気分が落ち着き、心地よい音楽。
唱歌：近づきがたく、よくわからないが、
気分が落ち着く音楽。

r 音楽へのかかわり方
高校生の音楽行動や音楽の好みは、社会
学や音楽教育学でいわれてきた階層性や音楽
学習経験でははっきりした差異が生じなくな
り、説明力が落ちている（p.43 表３－３、
表３－４）。
音楽の“メディア”性に注目して、「ツー
ル的使用」別にみると、「外出時ポータブル
ＣＤプレーヤーなどで音楽を聴く」「家でＣ
Ｄなどを聴く」「自由に楽器を演奏する」と
いった個人的な音楽行動では、「ツール的使
用」者の方が頻度が高い（p.45 表３－７）。

t 音楽を聴きたくなったり聴きたくなかっ
たりするとき
音楽を聴きたくなるときは、「ひまなとき」

（84.9％）、「気分がいいとき」（67.1％）、「な
にもやりたくないとき」（60.7％）、「落ち込
んでいるとき」（58.7％）。音楽を聴きたくな

いときは、「集中しているとき」（45.6％）、
「疲れて休みたいとき」（32.6％）、「悩んでい
るとき」（26.2％）。回答が分かれたのは、
「勉強しているとき」（「聴きたくなる」：「ど
ちらでもない」：「聴きたくない」＝44：35：
21）、「盛り上がっているとき」（34：47：19）、
「悩んでいるとき」（39：35：26）、「疲れて休
みたいとき」（36：31：33）（p.47 図３－８）。
「ツール的使用」者の方が、どんな場合で
もより音楽を聴きたくなる傾向がある。「非
ツール的使用」者に音楽を聴きたくない傾向
がみられるのは、「集中しているとき」「盛り
上がっているとき」「疲れて休みたいとき」
（p.48 表３－８）。

y 音楽がなくなったらどうなると思うか
「感性がなくなる」（65.3％）、「やる気がな
くなる」（63.2％）、「ストレスがたまる」
（61.9％）、「時間をもてあます」（59.6％）、「イ
ライラしたり怒ったりしやすくなる」
（57.0％）で、高い支持を得た項目はない。
一方で、「あまり変わらない」に否定的に回
答した割合は70.7％（p.49 図３－９）。
「ツール的使用」別にみると、すべての項
目で差がみられ、「ツール的使用」者の方が
より変化があると思っている（p.50 表３－
９）。

u 音楽が嫌いになるとき
「嫌いな音楽を聴いたとき」（37.5％）、「音
楽の授業で評価されるとき」（36.0％）、「う
まく歌ったり演奏できなかったとき」
（34.1％）と、全般に嫌いにならない傾向が
強い。「雑音のような音楽」（27.2％）や「わ
からない音楽」（27.1％）を聴いたときには
相対的に抵抗感が低かった（p.51 表３－10）。
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i 高校生にとっての音楽
音楽の選択基準について、聴く歌は「アー

ティストより曲で選ぶ」78.1％。歌は「メロデ
ィより歌詞の方が大切」46.2％。「試聴やジャ
ケットだけでＣＤを買うことがある」16.9％。
生活や人生の中での音楽の位置について、
「音楽で人生が大きく変わった」41.7％。「自
分の生活の中で音楽は必要だ」88.6％（p.52
図３－10）。
「ツール的使用」者は52.7％が「音楽で人
生が大きく変わった」経験を持ち、96.8％が
「自分の生活の中で音楽は必要だ」と思って
いる（p.53 表３－11）。

q テレビの視聴時間
視聴時間は１時間から２時間半程度である

（p.55 図４－１）。平均は144.8分である（p.55
表４－１）。長時間視聴しているのは秋田・女
子、父母学歴がfmの生徒、成績（全教科）が上
の方、地上波以外のテレビ加入者、家の本の
数が60冊未満の生徒である（p.56 表４－２、
表４－３）。地上波以外のテレビ加入は秋田
の生徒に多い（p.57 表４－４）。
よく見る時間帯は、「午後７～９時」「９～

11時」に８割以上が集中する（p.57 図４－
２、p.58 表４－５）。

w テレビ番組について
よく見るテレビ番組は「映画・ドラマ・

アニメ番組」「音楽番組」「クイズ・バラエテ
ィー番組」「お天気を含むニュース番組」と
続く（p.59 図４－３、表４－６）。

e 友だちとの話題について
テレビ番組についての友だちとのやりと

りではクイズやバラエティー番組の話はよく
する。しかし、ニュース番組や海外の情報に
ついての話はあまりしない（p.60 図４－４、
表４－７）。

r ニュース番組について
よく見るニュース番組は、自分が住む地
域のニュース⇒国内のニュース⇒国内のス
ポーツ⇒世界のスポーツ⇒世界のニュースの
順である（p.61 図４－５）。男子が女子より
もスポーツを、東京の高校生は自分が住む地
域のニュースを、世界のニュースは秋田の生
徒がよく見る（p.62 表４－８）。
ニュースを見るように働きかける人は、

両親よりも社会科の先生である（p.62 図
４－６）。ただし、全体的に人からニュースを
見るようには言われていない。調査した秋田
の担任の先生からの働きかけが目立つ（p.63
表４－９）。

t テレビ情報の受けとめ方
テレビ情報の受けとめ方についてみると、

「オリンピックなどを見ると、日本選手の結
果が気になる」というナショナリズムへの意
識が強く伝達されている。他にもスポーツ実
況など、メディアによって作られたリアリテ
ィを受け入れている。メディア情報をそのま
まステレオタイプ的に読み取る反面、青少年
の犯罪については、メディアの取り上げ方に
不信感を抱いている（p.64 図４－７）。
女子に事件や事故の被害報道を心配する

感受性が高くなり、父母の学歴が高いとナシ
ョナリズムやステレオタイプ的な志向性を持
たなくなる（p.64 表４－10）。

第４章　高校生のテレビ視聴

－ニュース番組の見方・感じ方－
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y ニュース番組・内容の感じ方
ニュースについては、ためになって、暗

い話題が多くて、真実に基づいていて、何か
しながら見ることができて、見ていてよくわ
かるという考え方が一般的なようだ（p.65
図４－８）。この考え方は女子に強い。東京
の高校生に、「見ていてよくわかる」「自分の
意見を言いたい」「番組はおもしろい」「放送
時間が短い」と考えられており、父母学歴が
FMの生徒に、「見ていてよくわかる」「自分
の意見を言いたい」「放送時間が短い」「番組
はおもしろい」「内容は番組によって異なる」
と考えられている（p.66 表４－11）。
ニュースキャスターについて関心がある
部分は、「話し方や言葉づかい」「見た目やフ
ァッション」「人気や知名度」「コメント」で
ある（p.67 図４－９）。東京・女子は「話し
方や言葉づかい」に関心を持ち、秋田・女子
では「見た目やファッション」「知名度」に
関心がある。家の本の数が60冊以上ある生
徒は「コメント」に関心がある（p.67 表
４－12）。
ニュースの視聴者タイプ（「考え視聴派」

「ながら視聴派」「見るときは集中派」「たま
に見てもながら視聴派」）を作成した（p.68
表４－13）。これらのタイプ別に、それぞれ
のニュースに対する受けとめ方・感じ方に特
徴がみられた。最もニュースに対して積極的
なのは「考え視聴派」で、その反対なのが
「たまに見てもながら視聴派」である（p.69
表４－15、p.70 表４－16）。ニュースに対
する態度によって、情報行動に大きな差があ
る。

q 印象に残っている言葉
高校に入ってから最も印象に残った言葉

は、「友だち・恋人から」（16.6％）の言葉が
最も多く、特に男子より女子に多い。次に、
「歌詞から」（9.1％）、「本や雑誌から」（8.9％）
が多い。ただし無回答も４割近く（37.9％）
に達していた（p.73 表５－１）。

w 話す、読む、かく
好きな順が、「マンガを読むのが好き」

（62.0％）、「（マンガを除く）本や雑誌を読む
のが好き」（52.8％）、「人と話すのが好き」
（34.8％）、「ものを書くのが好き」（19.3％）、
「マンガを描くのが好き」（5.2％）、という、
読む＞話す＞か（書、描）く、の順になって
いた（p.75 表５－２）。

e 若者言葉
様々な若者言葉を使う相手が、友だち、

親、先輩、先生の順になっている。また敬語
を使う相手は初対面のおとな、先生の順にな
っており、一応使い分けがなされている
（p.79 表５－３）。
半疑問、ぼかし言葉を使う者は、「どこへ

行くかによって、友だちを選ぶ」という友人
のチャンネル能力がある。

第５章　高校生の言葉・つかい
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［調査概要］

対象●東京（３校）、秋田（３校）の公立高
校の１、２年生

時期●2001年１月～３月

方法●学校通しによる質問紙調査

サンプル数●1,357名（１年692名・２年
665名、男子678名・女子679
名、東京673名・秋田684名）

［執筆分担］

はじめに

深谷　昌志（東京成徳短期大学教授）

第１章・第５章

大野　道夫（大正大学助教授）

第２章

岩田　　考（東京学芸大学大学院生）

第３章

西島　　央（東京大学助手）

第４章

浜島　幸司（上智大学大学院生）

r メディアの使い分け
好きな人に告白、ケンカした友だちと仲

直り、親戚のおじさんに相談、親しい友だち
を遊びに誘う場合は、「直接会って話す」が
最も多い。それに対して、あまり親しくない
友だちを遊びに誘う場合は、「ＰＨＳや携帯
電話でメールを送る」が多い。

t 短歌・俳句
この１年間、授業以外で短歌、俳句を読

んだことがあるが約３割、これまで短歌、俳
句をつくったことがあるが約４割であった
（p.81 表５－４）。また正月に百人一首をす
ると、短歌・俳句へのイメージがよくなり、
短歌・俳句を読み、詠む傾向がある（p.82
図５－１）。また現在の高校生でも、５・７・
５・７・７の韻律を好む傾向がみられる（p.83
表５－５）。
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今回のモノグラフは、高校生が電子メディ
ア社会とどうつきあっているのかを考えよう
としている。「電子メディア社会」という言
葉を耳にする機会が多いが、高校生からする
と、電子メディア社会とはどういう状況なの
か。
高校生のまわりにテレビ、ビデオ、テレビ
ゲーム、コンポ、携帯電話、ファックスやパ
ソコンなどが見られる。もちろん、マンガ雑
誌や情報誌などの古典的なメディアもある。
端的にいって、電子メディア社会に特徴的
なことは、手近なところに様々なメディアが
混在していることではないだろうか。「手近」
ということでいえば、かつてテレビは一家に
１台しかなかった。居間に鎮座して、みんな
で見るのがテレビだった。そうであるから、
チャンネル権などの言い方があった。しかし
現在では、一家に２台や３台のテレビがある
のが当たり前になり、自分専用のテレビで好
きな番組を見る。つまり、テレビがパーソナ
ル化している。

コンポもかつては高価だったから、子ども
が手を出せるものでなかった。しかし、音響
関係は値段が安くなると同時に、音響もよく
なった。加えて、様々なモードの変換や録音
が可能になり、高校生は自分の好みの自分だ
けの音楽を楽しめるようになった。そうした
意味では、音楽もパーソナル化している。
パーソナル化という意味では、その典型が
携帯電話であろう。これまで、子どもの長電
話が問題になることがあった。子どもの長電
話にイライラした親が少なくないと思うが、
子どもも親の目を意識して、長く話してはい
けないと感じてはいた。それだけに、自分が
電話したいときに、いつでも電話できる携帯
電話の普及は、高校生にとって宝物的な値打
ちを持つ。それでも、通話料が高く、時間を
気にしての通話だった。しかし、現在ではメ
ールを使えば、料金をあまり気にしないです
む。

携帯電話の操作は簡単だ。携帯電話を持っ
ていれば、単純な操作で、時間を超え、場所

はじめに

電子メディア社会の中での成長

パーソナル化がキーワード

快適な私的環境
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を超えて、誰とでもコミュニケーションを取
れる。これまで、友だちと会おうと思うと会
う場所を決めることが必要になるし、夜遅く
は連絡を取れない。しかし、携帯電話は時間
の制約や場所の限定を超越して、友だちとコ
ンタクトすることを可能にした。
労力の少なさと比較して、多くの利便さを
期待できる。高校生を取り巻くメディアは、
携帯電話の他にも、コンポやテレビゲームも
軽便さを備えている。コンポは頭出しやリピ
ートが可能だし、サウンドも自分の好みに選
択できる。もちろん、様々な形での録音も可
能だ。
そうした便利なメディアに囲まれている
と、メディアのある空間が快適になる。そし
て、自分の部屋で、心のままに、いくつかの
メディアを操作して、ゆったりとくつろぐの
が至福の時となろう。
部屋の中での自分は、ただ１人の権威者で、
ストレスもなく、好きなままの行動をとれる。
特に自分の好みの音響が流れるし、ビデオは
自分で録画したものだ。加えて、現在のテレ
ビゲームは映像がシャープなので、臨場感を
味わいつつ、自分なりにアタックができる。
そうした環境の中で生活していると、１人
でいることが快適だし、自分流に生きている
気持ちがする。そうなると、部屋から外へ出
て、人とふれあうことが億劫になりやすい。
そう考えると、「ひきこもり」は現代の若者
が陥りやすい心の状況のように思われてく
る。

高校生の回りには多様なメディアがある。
しかし改めてふれるまでもなく、メディアは
あくまでメディアで、使い方は個人の問題に
なる。
携帯電話を例にしても、電話を友人や恋人
と話すためのメディアとして使うのが一般的
であろうが、多様な情報を探索することも可
能だ。高校生でもパソコンをゲーム機として
使える一方、インターネットなどで情報を収
集したり、発信したりすることもできる。
そうした意味では、電子メディア社会の場
合、多様なメディアを自分の休息や気晴らし
のために使うことも１つの接し方だ。その一
方、メディアの機能を駆使して、自己開発や
知的な探求のために活用するのもメディアと
の別の接し方となる。
見方を変えると、メディアを自分本位にイ
ージーに使って、メディアの中に埋没するか。
それとも、メディアの機能を活用して、自己
成長の手段としてメディアを駆使するか。い
ずれの方策も可能だ。もちろん、メディアを
部屋への巣篭もりの道具にするのでなく、社
会との接点、あるいは、個性化のステップの
道具として活用してほしいと思う。そう考え
てくると、メディア・リテラシーを育てるこ
との必要性を感じてくる。
電子メディアへの考察はここまでとして、
以下、携帯電話、音楽、テレビ、言葉の４領
域から、メディアの問題に迫りたいと思う。

メディアに埋没するか、メディアを
活用するか
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マルチメディアの時代が到来する、といわ
れてからすでに久しく時が過ぎた。一口にメ
ディアといっても、たとえば言葉もメディア
である。また戦後若者との関係で問題になっ
たメディアとしては、テレビ、マンガの子ど
もへの悪影響などが、ちょうど今の高校生の
親の世代くらいからいわれてきている。また
最近はポケベルをへて、携帯電話が高校生が
使うメディアとして注目を浴びてきている。
今回はこの高校生とメディアの問題から、
特に携帯電話、音楽、テレビ、そして言葉を
取り上げ、調査していくことにした。
いうまでもなく携帯電話は双方向の、パー
ソナルなメディアとして急速に普及してい
る。また最近は着メロ、メールの機能をはじ
めとして、こうして調査している間にも様々
な機能が付加されてきている。２章ではこの
携帯電話と高校生の問題を、友人関係への影
響も含めて調査することにした。
音楽は基本的に、テレビ、ラジオ、ＣＤな
どにより、一方向的に、マスメディアにより

「受信」される。ただ高校生と音楽の関係は
それだけでなく、授業、部活動、おけいこご
と、さらにカラオケなどを通じて、パーソナ
ルに「送信」することもできる。３章ではこ
の音楽と高校生の関係を、音楽へのかまえな
ども含めて調査することにした。
テレビは前述したように、戦後間もない頃
から一方向的な、マスメディアの代表として
注目を集めてきた。また最近はＢＳ（衛星放
送）、ＣＳ（有料放送）、ＣＡＴＶ（ケーブル
テレビ）などが放映されだし、地域によって
も様々な番組が生まれつつある。４章ではこ
のテレビと高校生の関係を、地域性、高校生
の受けとめ方なども含めて調査することにし
た。
言葉は、人間が使う最も基本的なメディア
である。それは双方向に、パーソナルに話す
ことにはじまり、書かれてマスメディアのな
かで流通し、読まれたりする。５章ではこの
言葉と高校生の関係を、他のメディアとの関
係、場面による使い分け、そして短歌・俳句

―10 ―

調査の意図と調査対象の属性

第１章

z調査の意図
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なども含めて調査することにした。
また最後には座談会で、データをもとにし

つつ、高校生とメディアの問題についてさら
に考えていくことにした。

―11 ―

調査対象は、東京３校、秋田３校の公立高
校の１、２年生である。１年は男子51.3％
（355人）、女子48.7％（337人）の692人、２
年は男子48.6％（323人）、女子51.4％（342
人）の665人、合計1,357人である。学校別の
内訳は表１－１に示される通りだが、性別、
学年ともにあまり偏りがない、ということが

できる。

（今回は、全体の集計では無回答も重要な回
答と考え、それを入れて100％になるように
集計した。また、クロス集計では変数間の関
係を調べるのが重要と考え、無回答を入れず
100％になるように集計した。）

x調査対象の属性

表１－１　調査対象の属性�

性　　別� 学　　年�

男　子� 女　子� １　年� ２　年�

A　校�

B　校�

A　校�

C　校�

B　校�

C　校�

（105）�

（103）�

（106）�

（124）�

（126）�

（114）�

45.9％�

45.8％�

48.4％�

55.6％�

56.3％�

48.1％�

54.1％� 52.0％� 48.0％�

54.2％� 52.0％� 48.0％�

51.6％� 50.7％� 49.3％�

44.4％� 52.0％� 48.0％�

43.8％� 49.1％� 50.9％�

51.9％� 50.2％� 49.8％�

（124）� （119）� （110）�

（122）� （117）� （108）�

（113）� （111）� （108）�

（99）� （116）� （107）�

（98）� （110）� （114）�

（123）� （119）� （118）�

（　）内は人数　�

東
　
　
京�

秋
　
　
田
　�
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現在、携帯電話やインターネットの普及に
代表されるように、我々を取り巻く情報環境
は急激に変化しつつある。ＰＨＳと携帯電話
の契約数は、1995年前後から急速に増加し、
2001年８月末現在では7000万件を超えてい
る。単純計算すれば、国民の２人に１人がＰ
ＨＳや携帯電話を利用する時代に突入してい
る１）（以下ではＰＨＳと携帯電話を合わせて
移動電話と表記する）。高校生においても、郵
政研究所が関東１都６県で行った調査２）によ
れば、1997年１月に約８％であった移動電話
の普及率は、2000年１月には約68％になって
おり、３年間で60ポイントも上昇したことに
なる。
周知のように、このような移動電話の急速
な普及に伴って、その利用をめぐる様々な問
題が指摘されている。特に最近では、移動電
話やパソコンを使用したネット上での出会い
を仲介する「出会い系サイト」が犯罪を助長
しているのではないかと、事件や犯罪が起こ
るたびに批判が繰り返されている。そして、

批判はしばしば、そうしたサービスだけでな
く、新しいメディアと若者を中心とした対人
関係の変化との関連に向けられる。移動電話
やインターネットの利用が、「現実の対人関
係と仮想のそれとの区別を曖昧化させてい
る」、あるいは「本音のつきあいを避けるよ
うな対人関係の希薄化を助長している」、と。
そのような指摘を全面的に否定するつもりは
ない。しかし、移動電話の利用と若者のコミ
ュニケーションのあり方がいかなる関係にあ
るのか、もう少し冷静に検討する必要がある
ように思われる。
そこで今回、高校生を対象に移動電話の利
用に関する意識調査を実施した。本稿では、
この調査の結果から、まず高校生の移動電話
の利用状況（２節）と、利用に関する意識や
行動（３節）の基礎的なデータを提供する。
次に、移動電話の利用が高校生の対人関係に
いかなる影響を与えうるのか、特に友人関係
のあり方とどのような関連をもっているのか
を検討する（４節）。ただし今回の調査は、

―12 ―

zはじめに

携帯電話の利用と友人関係
－〈ケイタイ世代〉のコミュニケーション－

第２章
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テレビや、音楽、言葉など、多岐にわたる項
目を含んでいる。そのため、高校生の携帯電
話の利用状況と対人関係のあり方との関係を

探る調査としては必ずしも十分とはいえない
面もあるが、両者の関係を考えていく何らか
の手がかりは与えてくれるであろう。

―13 ―

x移動電話の利用状況

図２－１　移動電話の利用率�

（％）�

現在、PHSの�
みを使用して�
いる　22.5

現在、携帯電話のみを使用�
している　52.7

6.9　�

現在、PHSと携帯電話の両�
方を使用している（PHSと携�
帯電話の兼用機を含む）1.2

以前はPHSや携帯電話を使�
用していたが、現在はどち�
らも使用していない　1.9

使用したことはないが、今後�
どちらか（または両方）を使�
用したいと思う�

使用したこともないし、今後も�
どちらも使用したいと思わない�

無回答�
0.5

14.4　�

はじめに、高校生が移動電話をどの程度利
用しているのかをみてみることにしよう。図
２－１のように、ＰＨＳを利用している高校
生が22.5％、携帯電話が52.7％、両方とも利
用（兼用機を含む）が1.2％となっている。合
計すると 76.4％で、全体の４分の３以上が移
動電話を利用していることになる。総務庁青
少年対策本部が1999年11月から12月にかけ
て全国６都県の高校２年生を対象に実施した
調査３）では、所持率が58.7％となっている。
対象とした地域も異なるため、単純に比較す
ることはできないが、約１年の間に全国の高
校生への移動電話の普及がさらに進展したこ
とがうかがえる。
男女別、学年別、地域別に利用率をみると
表２－１のようになる。男女別では、ＰＨＳ、
携帯電話ともに女子の利用率が高く、合計す
ると女子が83.4％、男子が70.0％で、10ポイン

ト以上の開きがみられる。学年別では顕著な
差はないが、地域別では差がみられる。ＰＨ
Ｓと携帯電話の合計では、東京79.9％、秋田
73.7％と、東京の方が若干利用率が高くなっ
ている。また、東京では携帯電話の利用率が
約７割となっているのに対し、秋田は４割弱
であり、ＰＨＳの利用率が約３割と高くなっ
ている。これは、後でみるように、秋田の高
校生に比べ東京の高校生の方がお小遣いの額
がかなり多いことと関連していると思われる。
次に移動電話の利用期間をみてみることに
しよう（表２－２上段）。利用者全体の平均
が約１年３か月、中央値が１年となっている。
大まかな分布をわかりやすくするためにカテ
ゴリーに分けると、「半年以上１年未満」の
者が利用者の約３割と最も多い（巻末基礎集
計表xSQ１）。１月から３月という調査の時
期と学年を考慮に入れると、高校生になって
から、あるいは中学生の終わり頃から利用し
始めた者が多いようである。男女別では女子

１）移動電話の利用率・利用期間・費用
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の方が利用期間の長い者が多く、地域別では
東京の方が利用期間の長い高校生が多くなっ
ている。
移動電話にかかる費用の利用者全体の平均
は約6500円で、中央値が5000円となっている
（表２－２中段）。利用期間と同様にカテゴリ
ーに分けると、「5000円以上7500円未満」が
約４割で最も多い（巻末基礎集計表xSQ２）。
また、7500円以上の者も４分の１以上おり、
多くの高校生が移動電話のためにかなりの額
を使っていることがわかる。男女別、学年別、
地域別では顕著な差はみられない。ただ地域
別では、秋田の方が「5000円以上7500円未
満」が多く、東京の方が7500円以上が若干多
くなっている。これは、秋田ではＰＨＳの利
用率が高く、東京では携帯電話の利用率が高
いことに関係していると思われる。
今回の調査では、移動電話にかかる費用を
誰が支払っているのかについては、質問数の
関係から聞くことができなかった。前述の総
務庁青少年対策本部［2000］の調査によれば、
全額自分で支払っている高校生が約３割、自
分と親で出し合っている高校生が約２割とな
っている。また、そうした高校生のお金の捻
出方法としては、親からもらったお小遣いが
約５割、アルバイトが約４割となっている。

今回の調査において携帯電話利用者のお小遣
いの１か月平均は約11000円である（表２－
２下段）。したがって、高校生が自由に使え
るお金に占める移動電話にかかる費用の割合
は、かなり大きくなっていると思われる。こ
のことは、「ＰＨＳや携帯電話の料金の支払
いのために自由に使えるお金が減った」とし
ている高校生が約45％いることからも確認さ
れる（巻末基礎集計表xSQ９）。

高校生を対象とした総務庁青少年対策本部
［2000］の調査や、大学生を対象とした調査
（岡田・松田・羽渕［2000］など）では、移
動電話の通話相手として最も多いのは同性の
友人である。今回の調査では、通話相手につ
いての詳細な質問は行わず、友だちとそれ以
外の人の割合をたずねた。これは質問数の制
約がある中で、先行研究の結果をふまえ、友
人との関係に焦点化することによって、移動
電話を利用したコミュニケーションの特質を
明らかにしようとしたためである。また、通
話の時間や回数などについても友人とのやり
とりに限定したが、これも同様の意図による。
表２－３上段のように、今回の調査結果に
おいても、通話相手に占める友だちの割合が

表２－１　移動電話の利用率 × 性・学年・地域�

（％）�

全　体�
男　子� 女　子� ２　年�１　年� 東　京�

性　　別＊＊� 学　　年� 地　　域＊＊�

秋　田�

現在、PHSのみを使用している�

現在、携帯電話のみを使用している�

使用したこともないし、今後もどちらも�
使用したいと思わない�

使用したことはないが、今後どちらか�
�

以前はPHSや携帯電話を使用していたが、�
現在はどちらも使用していない�

現在、PHSと携帯電話の両方を使用して�
いる（PHSと携帯電話の兼用機を含む）�

33.0�

38.9�

1.8�

2.6�

18.0�

5.7

12.0�

67.3�

0.6�

1.2�

10.9�

8.1

21.7�

54.3�

1.2�

2.4�

12.8�

7.5

23.4�

51.6�

1.2�

1.5�

16.1�

6.3

26.2�

56.0�

1.2�

1.5�

10.7�

4.4

18.9�

49.9�

1.2�

2.4�

18.3�

9.3

22.5�

52.7�

1.2�

1.9�

14.4�

6.9

＊と＊＊は統計的に有意な差（カイ２乗検定の結果／＊危険率５％水準／＊＊危険率１％水準）�

�
（または両方）を使用したいと思う�

２）通話の相手と登録友人数
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非常に高いことが確認できる。利用者の４割
以上が「ほとんど友だちと」話し、友だち以
外の人よりも「友だちの方が多い」が４分の
１となっている。男女別では、男子に比べ女
子で友だち以外と話す者の割合が多くなって
いる。これは主に、女子の方が家庭への連絡
に利用することが多いためと考えられる。な
お、学年別、地域別では顕著な差はみられない。
次に、移動電話に登録している友だちの数
である（表２－３中段）。利用者全体の平均は
約90人、中央値は80人となっている。カテゴ
リーに分けてみると、「50人以上100人未満」

が約３分の１と最も多くなっている（巻末基
礎集計表xSQ３）。性別、地域別では顕著な
差はみられない。学年別では、１年生の方が
登録友人数が多くなっている。これは、今回
の調査結果にもみられたが、２年生に比べ１
年生の方が友だちの数を多く回答する傾向と
関係していると思われる（表２－３下段）。お
そらく、中学校時代の友だちとの関係が維持
されているところに、新たに高校になってか
らの友だちが加わることによるのではないだ
ろうか。

表２－２　移動電話の利用期間・費用・お小遣い × 性・学年・地域・電話種別�

お小遣い�
（円）�

費用（月額）�
（円）�
�

利用期間�
（月）�
�

平均値�

中央値�

平均値�

中央値�

平均値�

中央値�

14.5�

12.0�

6467.2�

5000.0�

11031.0�

6000.0

利用者�
全体�

＊と＊＊は統計的に有意な差（Wilcoxonの順位和検定／＊危険率５％水準／＊＊危険率１％水準）�

性　　別�

女　子�男　子�

13.9�

12.0�

6726.1�

5000.0�

11560.2�

6000.0

15.1�

12.0�

6248.5�

5000.0�

10600.6�

6000.0

検
定�

＊�

学　　年�

２　年�１　年�

11.4�

11.0�

6528.5�

5000.0�

10661.6�

5000.0

17.8�

18.0�

6404.7�

5000.0�

11405.1�

7000.0

検
定�

＊＊�

＊＊�

地　　域�

秋　田�東　京�

15.9�

12.0�

6718.7�

5000.0�

13835.1�

8000.0

13.1�

12.0�

6200.7�

5000.0�

8056.9�

5000.0

検
定�

＊＊�

＊＊�

電話種別�

携　帯�PHS

13.9�

12.0�

5810.7�

5000.0�

8723.1�

5000.0

14.8�

12.0�

6722.1�

6000.0�

11888.0�

7000.0

検
定�

＊＊�

＊＊�

表２－３　通話相手・登録友人数・友人数 × 性・学年・地域・電話種別�

通話相手（％）�

登録友人数�
（人）�

友人数�
（人）�

ほとんど友だちと�

友だちの方が多い�

半々くらい�

友だち以外の人の方が多い�

ほとんど友だち以外の人と�

平均値�

中央値�

平均値�

中央値�

41.9�

26.3�

19.4�

8.1�

3.3�

87.5�

80.0�

42.0�

20.0

利用者�
全体�

＊と＊＊は統計的に有意な差（通話相手はカイ２乗検定・登録友人数と友人数はWilcoxonの順位和検定／＊危険率５％水準／＊＊危険率１％水準）�

48.8�

28.3�

16.5�

4.7�

1.7�

86.2�

80.0�

44.7�

30.0

36.9�

25.1�

22.2�

11.1�

4.7�

88.6�

82.0�

39.9�

20.0

性　　別�

女　子�男　子� 検
定�

＊＊�

40.9�

28.4�

19.4�

8.8�

2.5�

92.4�

85.0�

49.7�

30.0

43.8�

24.6�

19.8�

7.5�

4.2�

82.5�

80.0�

34.6�

20.0

学　　年�

２　年�１　年� 検
定�

＊＊�

＊＊�

42.6�

26.5�

20.3�

7.4�

3.2�

88.9�

81.0�

44.8�

30.0

42.1�

26.6�

18.9�

9.1�

3.4�

86.0�

80.0�

39.4�

20.0

地　　域�

秋　田�東　京� 検
定�

47.4�

27.2�

16.2�

7.3�

2.0�

80.4�

70.0�

37.0�

20.0

39.9�

26.4�

21.1�

8.6�

4.0�

90.8�

90.0�

44.3�

30.0

電話種別�

携　帯�PHS 検
定�

＊＊�

＊＊�
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今回の調査では、「あなたが『友だち』だ
と思う人は何人いますか」という質問で友だ
ちの数もたずねている。この質問への回答と
移動電話に登録している友だちの数とを比較
すると、興味深い結果がえられる。それは、
移動電話に登録している友だちの数の方が、
友だちの数よりも圧倒的に多いということで
ある。常識的に考えれば、「友だちの数」＞
「移動電話に登録している友だちの数」にな
るはずである。これはどのように解すべきな
のであろうか。まず、登録している友だちの
数ではなく、登録している人数を誤って記入
したものではないか、という可能性がある。
また今回の調査では、友だちの人数を実数で
記入してもらうという方法を採ったため、
「たくさん」や「数えられない」などの回答
が集計から除外されている。そのため、友だ
ちの人数の平均が低くなっている可能性もあ
る。あるいは、このような点を考慮したとし
ても、この結果は、「携帯電話の利用が広く
浅い友人関係を助長する」ということを象徴
するものだ、とみることもできるだろう。
確かに、こうした見方を完全には否定する
ことはできないが、「友だち」という基準の非
一貫化という観点から、異なる解釈を与える

ことも可能なように思われる。我々おとなは、
「友だち」の基準に関して、その一貫性を想定
しがちであるが、高校生にとっては必ずしも
そうではないのかもしれない。つまり、携帯
電話に登録する「友だち」と、その数をスト
レートに聞かれたときの「友だち」の基準が
異なるのではないかということである。残念
ながら今回の調査では、この仮説を検証する
ことはできない。したがってここでは、携帯
電話の利用をめぐっては、「友だち」の範域が
広く意識される傾向があるということの確認
にとどめておこう。

続いて、移動電話の通話の時間と回数をみ
てみることにしよう。表２－４上段のように、
「自分から友だちにかけたとき」の１回の通
話時間は、利用者全体の平均が10.5分、中央
値が５分となっている。同様に「友だちから
かかってきたとき」の通話時間は、平均17.8
分、中央値６分である。カテゴリーに分ける
と、「かけたとき」では「２分以上５分未満」
が、「かかってきたとき」では「10分以上30
分未満」が約４分の１で最も多くなっている
（巻末基礎集計表xSQ４）。通話料を節約し

表２－４　通話時間・通話回数 × 性・学年・地域・電話種別�

通話回数�
（回）�

通話時間�
（分）�

平均値�

中央値�

平均値�

中央値�

平均値�

中央値�

平均値�

中央値�

10.5�

5.0�

17.8�

6.0�

4.1�

2.0�

5.5�

3.0

8.5�

3.0�

14.8�

5.0�

5.2�

3.0�

6.9�

3.0

12.2�

5.0�

20.4�

10.0�

3.2�

2.0�

4.3�

3.0

利用者�
全体�

＊と＊＊は統計的に有意な差（Wilcoxonの順位和検定／＊危険率５％水準／＊＊危険率１％水準）�

性　　別�

女　子�男　子� 検
定�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

10.1�

5.0�

17.7�

10.0�

4.1�

2.0�

5.4�

3.0

10.9�

5.0�

18.0�

5.0�

4.2�

2.0�

5.6�

3.0

学　　年�

２　年�１　年� 検
定�

7.9�

3.0�

15.0�

5.0�

4.3�

2.0�

6.1�

3.0

13.3�

5.0�

20.9�

10.0�

4.0�

2.0�

4.8�

3.0

地　　域�

秋　田�東　京� 検
定�

＊＊�

＊＊�

14.4�

5.0�

24.0�

10.0�

4.2�

2.0�

5.2�

3.0

8.4�

3.0�

14.9�

5.0�

4.1�

2.0�

5.5�

3.0

電話種別�

携　帯�PHS 検
定�

＊＊�

＊＊�

自分�

友人�

⇒�

友人�

自分�

⇒�

自分�

友人�

⇒�

友人�

自分�

⇒�

３）友人との通話時間と回数
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ようという意識の現れなのか、「かけたとき」
よりも「かかってきたとき」の方が通話時間
が長いことがわかる。
学年別では、「かけたとき」と「かかって
きたとき」ともに差はみられない。男女別で
は、「かけたとき」と「かかってきたとき」
ともに、女子の方が通話時間が長くなってい
る。同様に地域別では、東京よりも秋田の方
が通話時間が長くなっている。また、電話の
種別では、携帯電話よりもＰＨＳの利用者の
方が、「かけたとき」と「かかってきたとき」
ともに通話時間が長くなっている。これは、
一般にＰＨＳの方が通話料が安く設定されて
いるためだと思われる。
また、通話回数は表２－４下段のようにな
っている。「自分から友だちにかける回数」
は、利用者全体で、１週間平均4.1回、中央
値２回である。同様に「友だちがかけてくる
回数」は、平均5.5回、中央値３回となって
いる。通話時間と同様、「かける回数」より
も「かけてくる回数」の方が平均で1.4回多
くなっている。
学年別、地域別、電話種別では、「かける
回数」と「かけてくる回数」ともに差はみら
れない。男女別では、通話時間では女子の方

が長くなっていたのに対し、「かける回数」
と「かけてくる回数」ともに、男子の方が回
数が多くなっている。この結果からすると、
女子は通話時間が長く、男子は通話回数が多
いという傾向があるようである。

これまで、移動電話による「通話」を中心
にみてきた。しかし、ＰＨＳや携帯電話は、
単なる「声」のメディアではない。メールや
ウェブの利用など「文字」のメディアでもあ
る。近年では、「画像」や「動画」などの使
用も可能になってきており、今後はマルチメ
ディアとしての性質が強くなっていくことも
予想される。
本調査では、巻末の調査票見本のように、
ショートメッセージやＥメールなど文字送受
信機能によるやりとりをまとめてメールと表
記している。図２－２のように、メールを利
用しているのは、移動電話を利用している高
校生の約95％という結果であった。移動電話
を利用している高校生のほとんどが、メール
を利用しているようである。男女別では、男
子が93.8%、女子が96.8%と、女子の方がメ
ールの利用率が若干高くなっている（表２－

４）メールやウェブの利用

図２－２　メールの利用率�

（％）�

使用している�
94.8

無回答�
0.7

使用していない�
4.5

移動電話利用者における割合�
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５上段）。学年別、地域別では顕著な差はみ
られない。
また、友だちとの間でやりとりする１週間
平均のメールの送受信数は、表２－５下段の
ようになっている。メールの利用者全体では、
送信数が１週間平均48.0回、中央値20回であ
る。同様に受信数は、平均52.1回、中央値21
回となっている。カテゴリーに分けると、
「10通以上50通未満」がいずれも約５割に
なっている（巻末基礎集計表xSQ12-1）。通
話時間や通話回数と同様、自分から送信する
よりも受信する方が多くなっている。また、
情報量に差があるため、単純には比較できな
いが、通話回数よりもメールの送受信数の方
が、圧倒的に多いことが注目される。通話料
金の高さという条件つきではあるが、高校生
にとって移動電話は、「文字」のメディアと
しての側面を強く持つものといえよう。
男女別では、送受信数ともに差がみられな

かった。通話時間や通話回数とは異なり、学
年別で差がみられる。送受信数ともに１年生
の方がかなり多くなっている。地域別では、
さらに大きな差がみられる。秋田に比べ東京
の方が２倍近い送受信数になっている。
次に、移動電話によるウェブの利用につい
てみてみることにしよう（表２－６）。ウェ
ブを利用しているのは、移動電話の使用者全
体で75.7％となっている。ただ、利用してい
るサービスは、「着メロや待受画像のダウン
ロード」に集中している。ウェブ上でのコミ
ュニケーションの場を提供する「掲示板」や
「チャット」などの利用はあまり活発ではな
いようである。

これまでみてきた高校生の移動電話の利用
状況を簡単にまとめることにしよう。移動電

表２－５　メールの利用率・送受信数 × 性・学年・地域・電話種別�

メールの�
送受信数�
（通）�

メールの�
利用率�

平均値�

中央値�

平均値�

中央値�

48.0�

20.0�

52.1�

21.0

94.8

該当者�
全体�

＊と＊＊は統計的に有意な差（＊危険率５％水準／＊＊危険率１％水準）�
利用率はカイ２乗検定、送受信数はWilcoxonの順位和検定  

50.3�

20.0�

54.6�

20.0

93.8

46.2�

20.0�

50.0�

25.0

96.8

性　　別�

女　子�男　子� 検
定�

＊�

56.3�

30.0�

60.6�

30.0

96.0

39.4�

20.0�

43.2�

20.0

94.9

学　　年�

２　年�１　年� 検
定�

＊＊�

＊＊�

61.6�

30.0�

66.2�

30.0

96.0

33.5�

20.0�

36.9�

20.0

94.8

地　　域�

秋　田�東　京� 検
定�

＊＊�

＊＊�

28.9�

15.0�

31.5�

20.0

94.4

55.1�

25.0�

60.7�

30.0

95.9

電話種別�

携　帯�PHS 検
定�

＊＊�

＊＊�

自分�

友人�

⇒�

友人�

自分�

⇒�

移動電話利用者に�
おける割合（％）�（� ）�

５）平均的な利用状況と利用者の
タイプ分け
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話の利用率は約75％で、中学の終わり頃か、
高校生になってから利用を始めたものが多
く、月額で平均6500円程度の費用をかけてい
る。通話の相手としては友だちが多く、番号
を登録している友だちの数は平均で約90人で
ある。１週間で平均４回程度友だちへ電話を
かけ、６回程度電話をもらっている。友だち
への１回の通話時間の平均は、かけたときが
約10分で、かかってきたときが約18分である。
また、移動電話を利用している高校生の
95％がメールを利用している。平均すると、
友だちとの間で１週間に100通ものメールが
やりとりされている。ウェブを利用している
のは移動電話利用者の約75％であり、大部分
が「着メロや待受画像のダウンロード」である。
男女別での顕著な違いは、男子は通話回数
が多いのに対し、女子は通話時間が長いとい
うことである。その他、男子に比べ女子の方
が、やや利用期間が長く、通話相手で友だち

以外の人が多く、メールの利用率が若干高く
なっている。学年別では、１年生の方が登録
友人数が多く、メールの送受信数も多くなっ
ている。地域別では、使用している電話の種
別の違いも関係していると思われるが、秋田
の方が通話時間が長く、東京の方がメールの
送受信数が多くなっている。
次に、次節以降の分析のために、利用者の
タイプ分けを行うことにしよう。というのは、
平均的な利用状況はあくまでも平均値であ
り、その利用の仕方にはかなりの差異がみら
れるからである。ここでは、自分から友だち
にかける通話の回数と自分から友だちに送る
メールの送信数の多寡を組み合わせて４つの
タイプをつくった。つまり、通話回数が〈多
い⇔少ない〉という軸と、メールの送信数が
〈多い⇔少ない〉という軸をクロスしたこと
になる。

表２－６　ウェブの利用 × 性・学年・地域・電話種別�

ウェブ利用（全体）�

着メロや待受画像のダウンロード�

ホームページの閲覧�

ニュースや情報などの検索・閲覧�

掲示板�

チャット�

チケットの購入�

その他�

75.7�

71.1�

21.1�

15.0�

9.9�

5.7�

2.0�

1.9

利用者�
全体�

利用することがあるの割合。各サービスについては複数回答  �
＞、＜、≫、≪は、統計的に有意な差（カイ２乗検定／＞と＜は危険率５％水準／≫と≪は危険率１％水準）�

77.9�

72.5�

24.3�

18.0�

10.4�

5.1�

3.2�

1.1

75.2�

70.0�

18.5�

12.4�

9.6�

6.2�

1.1�

2.7

性　　別�

女　子�男　子�

＞�

＞�

＞�

76.9�

72.7�

21.8�

13.4�

8.8�

5.7�

1.1�

2.5

75.9�

69.5�

20.5�

16.6�

11.1�

5.7�

2.9�

1.4

学　　年�

２　年�１　年�

＜�

77.8�

71.2�

27.3�

16.9�

11.6�

4.9�

2.8�

2.1

74.9�

71.1�

14.5�

12.9�

8.2�

6.6�

1.2�

1.8

地　　域�

秋　田�東　京�

≫�

60.2�

54.4�

3.6�

13.8�

4.3�

3.0�

0.3�

1.6

83.3�

78.0�

28.7�

15.5�

12.3�

6.7�

2.8�

2.1

電話種別�

携　帯�PHS

≪�

≪�

≪�

≪�

＜�

＜�

（％）�
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表２－７は、この４つのタイプと移動電話
の〈非利用者〉４）を合わせた５つのタイプの
特徴をまとめたものである。〈非利用者〉は、
315名で全体の４分の１弱である。男子が約
65%と多く、秋田の高校生が約６割で、友だ
ちの数の平均が約30人と最も少なくなってい
る。利用者のうち〈低頻度ユーザー〉は269
名で約20％とやや多くなっているが、その
他の３つのタイプは200名前後で15％程度で
ある５）。通話もメールも利用する頻度が低い
〈低頻度ユーザー〉は、女子と２年生が約６
割で、秋田の高校生が10ポイント程度多くな
っている。通話の利用頻度は低いがメールの
利用頻度は高い〈メール型ユーザー〉は、女

子と１年生が約６割で、東京の高校生が７割
と圧倒的に多く、友だちの数の平均は約50人
となっている。通話の利用頻度は高いがメー
ルの利用頻度は低い〈通話型ユーザー〉は、
男子と秋田の高校生が約６割で、友だちの数
の平均は約40人である。通話とメールの利用
頻度がいずれも高い〈高頻度ユーザー〉は、
１年生が２年生よりも10ポイント程度多く、
東京の高校生が約６割で、友だちの数の平均
は50人以上と最も多くなっている。
次節以降では、これらの利用のタイプも使
用して、移動電話の利用をめぐる意識と行動
や、友だちを中心とした対人関係についてみ
ていくことにしよう。
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表２－７　移動電話利用者のタイプ分け�

非利用者� 低頻度�
ユーザー�

メール型�
ユーザー�

通話型�
ユーザー�

高頻度�
ユーザー� 検定�

検定は、すべてのカテゴリーで合わせて行った結果�
割合で示しているものはカイ２乗検定の結果�

平均で示しているものは、Kruskal wallis検定の結果�

全体�

�

性別�

�

学年�

�

地域�

�

利用期間�

利用にかかる費用�

登録友人数�

通話時間（自分⇒友だち）�

通話回数（自分⇒友だち）�

ウェブ利用�

メール数（自分⇒友だち）�

友人数�

お小遣い�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

218�

16.1�

47.2�

52.8�

54.6�

45.4�

58.7�

41.3�

16.8�

8400.9�

119.9�

14.2�

8.8�

88.1�

93.5�

56.8�

14341.9

212�

15.6�

61.3�

38.7�

50.5�

49.5�

40.6�

59.4�

14.8�

6249.5�

84.6�

9.2�

6.1�

70.0�

12.0�

41.0�

11199.5

197�

14.5�

40.1�

59.9�

59.4�

40.6�

68.5�

31.5�

14.8�

6697.9�

93.4�

10.4�

1.3�

82.7�

85.8�

47.0�

11124.7

269�

19.8�

38.3�

61.7�

41.6�

58.4�

45.4�

54.6�

13.5�

5224.2�

66.9�

9.3�

1.3�

74.0�

9.6�

31.2�

8384.3

315�

23.2�

64.4�

35.6�

52.1�

47.9�

42.9�

57.1�

–––––�

–––––

–––––

–––––

–––––

–––––

–––––

29.5�

6090.2

人数�

全体に占める割合（％）�

男子（％）�

女子（％）�

１年（％）�

２年（％）�

東京（％）�

秋田（％）�

平均（月）�

月平均（円）�

平均（人）�

１回平均（分）�

１週間平均（回）�

利用する（％）�

１週間平均（通）�

平均（人）�

月平均（円）�
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いつでも、どこにいて�
も電話がかかってきそ�
うでしばられているよ�
うに感じる�

いつでも、どこにいて�
も自分から連絡できる�
ので便利だと感じる�

いつでも、どこにいて�
も連絡をしてもらえる�
ので便利だと感じる�

PHSや携帯電話を常に�
持っていないと不安に�
なる�

12.5

94.0

91.4

50.4

12.6

91.7

90.0

42.1

12.5

96.9

93.2

57.9

10.5

93.9

92.9

51.6

14.7

95.3

90.5

49.8

12.6

94.0

90.8

49.5

12.4

95.2

92.8

52.0

9.3

93.3

88.8

39.6

11.7

96.9

96.4

60.9

17.7

94.3

91.5

46.0

13.3

97.2

93.6

67.3

表２－８　移動電話の利用にかかわる意識 × 性・学年・地域・利用タイプ�

性　　別�

男子� 女子�

学　　年�

１年� ２年�

地　　域�

東京� 秋田�

利　用　タ　イ　プ�

（％）

低頻度�
ユーザー�

メール型�
ユーザー�

通話型�
ユーザー�

高頻度�
ユーザー�

検
定�

＊�

＊＊�

「よく」＋「ときどき」ある割合�
＞、＜、≫、≪、＊、＊＊は、統計的に有意な差（カイ２乗検定／＞と＜と＊は危険率５％／≫と≪と＊＊は危険率１％） 

＜�

≪�

≪�

利用者�
全体�

前節では、高校生の移動電話の基本的な利
用状況をみたが、本節では移動電話の利用を
めぐる意識や行動についてみていくことにし
たい。

移動電話を利用しない理由として、移動電
話が普及していく段階では、その拘束感があ
げられることも少なくなかった。高校生は、
携帯電話の利用に関してどのような意識をも
っているのだろうか（表２－８）。
まず携帯電話の利用において、「いつでも、
どこにいても電話がかかってきそうでしばら
れているように感じる」という拘束感を感じ

ているのは、利用者全体の約１割であり、か
なり少数派といえよう。性別、地域別、利用
タイプ別では大きな差はみられないが、１年
生に比べ２年生の方が若干拘束感を感じてい
る者が多い。
それに対し、「いつでも、どこにいても自
分から連絡できるので便利だと感じる」や
「いつでも、どこにいても連絡をしてもらえ
るので便利だと感じる」は、どちらも90％を
超えており、その利便性が強く意識されてい
る。学年別、地域別で顕著な差はみられない
が、男女別では、「いつでも、どこにいても
自分から連絡できるので便利だと感じる」で
女子の割合が高くなっている。これは、女性

c移動電話の利用をめぐる意識と行動

１）拘束感・利便性・依存度
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にとって移動電話は「安心のためのメディア」
であるという指摘（岡田・松田・羽淵［2000］）
があり、そうしたことの現れであろう。
また、「常に所持していないと不安になる」
という携帯電話へ依存する意識も約５割にみ
られる。携帯電話は、あれば便利というより
も、必要不可欠なものと感じられているよう
である。このような依存とも呼べる傾向は、
学年別、地域別では大きな差はみられないが、
男子よりも女子に多いことがわかる。これも
同様に「安心のためのメディア」という点か
ら解釈することもできるが、約15ポイントと
差が大きく、他の要因の影響も考えられる。
この点については、次節で検討することにし
よう。また、利用タイプ別では、〈高頻度ユ
ーザー〉が最も依存度が高くなっており、
〈低頻度ユーザー〉と25ポイント以上の開き
がみられる。

今回の調査では、表２－９のように、どの
ようなスタイルで移動電話を利用しているの
か、４つの点について質問している。
従来電話は、受ける側は着信を選択的に拒
否することはできず、かける側に有利な側面
をもっていた。このような受け手側に不利な
側面を最も象徴するのが迷惑電話であろう。
迷惑電話への対応などを理由として、固定電
話では1998年から全国で発信電話番号表示サ
ービスが有料で提供されるようになったが、
移動電話ではそれ以前からこのサービスが無
料で行われていた６）。受ける側にも電話に出
るかどうかの選択権が与えられているわけで
ある。こうしたことの影響か、約４割もの高
校生が「初めて会った人にも気軽にＰＨＳや
携帯電話の番号を教える」ことがあるとして
いる。特に、１年生と利用頻度の高い者でこ

の傾向が強い。
では、こうした相手からかかってくる電話
を、高校生はどの程度選別しているのだろう
か。まず、「発信者番号の表示されない電話
に出ない」ことがあるのは47.5％となってい
る。つまり、誰からの通話かわからない場合
には、電話に出ないという選別を行っている
高校生が約半数ということになる。次に、
「発信者番号が表示されても、相手によって
電話に出ない」ことがあるのは30.3％となっ
ている。これは、相手によって電話に出るか
どうかという選別を行っている者が約３割い
ることを意味している。しかし、「電波状態
の悪さを理由にして、通話中にわざと電話を
切る」ことがあるのは13.7％と少数派である。
一度電話に出てから通話の拒否をする者は、
それ以前の段階で選別を行う者よりもかなり
少なくなっている。
男女別では、女子の方が「発信者番号の表
示されない電話に出ない」や「発信者番号が
表示されても、相手によって電話に出ない」
の割合が多くなっている。また、利用タイプ
別では、〈高頻度ユーザー〉と〈メール型ユ
ーザー〉で、「電波状態の悪さを理由にして、
通話中にわざと電話を切る」が多くなってい
る。さらに、危険率５％水準では有意ではな
いが、「発信者番号が表示されても、相手に
よって電話に出ない」も10％水準では統計的
に有意な差がみられ、通話相手を選択する傾
向も強くなっている。これらの結果をみると、
選択的な通話行動をとっている高校生は必ず
しも多数派とはいえない。しかし、とりあえ
ず広く友人関係を取り結び、その後ふるいに
かけたり、その都度対応を選択したり、とい
うようなスタイルが少なからず存在している
ことがわかる。
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２）移動電話の利用スタイル
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発信者番号の表示さ�
れない電話に出ない�

発信者番号が表示さ�
れても、相手によっ�
て電話に出ない�

電波状態の悪さを理�
由にして、通話中に�
わざと電話を切る�

初めて会った人にも�
気軽にPHSや携帯電�
話の番号を教える�

39.0�

47.5�

30.3�

13.7

39.8�

42.8�

24.2�

11.8�

�

38.8�

51.9�

35.5�

15.5

45.2�

43.4�

28.3�

13.8

33.3�

52.2�

32.5�

13.9

37.1�

47.9�

30.5�

12.3

41.7�

47.6�

30.2�

15.5

30.5�

53.7�

26.0�

9.4

41.3�

43.9�

33.0�

17.3

41.9�

45.8�

28.4�

11.8

52.5�

48.6�

36.7�

20.6

＊＊�

�

�

＊＊�

表２－９　移動電話の利用スタイル × 性・学年・地域・利用タイプ�

利用者�
全体� 男子�

性　　別� 学　　年� 地　　域� 利　用　タ　イ　プ�

女子� １年� ２年� 東京� 秋田� 検
定�

低頻度�
ユーザー�

メール型�
ユーザー�

通話型�
ユーザー�

高頻度�
ユーザー�

（％）�

「よく」＋「ときどき」ある割合�
＞、＜、≫、≪、＊、＊＊は、統計的に有意な差（カイ２乗検定／＞と＜と＊は危険率５％／≫と≪と＊＊は危険率１％） 

≪� ＜�

≫�

≪�
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先に通話とメールの利用頻度についてはみ
たが、ここではその内容に目を向けてみるこ
とにしよう７）。図２－３のように、移動電話
で友だちと話す内容で多いのは、「待ち合わ
せの連絡」20.8％や「遊びの誘い」20.4％で
ある。男女別では、男子に比べ女子で「遊び
の誘い」が少なく、「相手や自分の居場所の
確認」が多い（巻末基礎集計表xSQ６）。こ
れも先に指摘した「安心のためのメディア」
ということの現れと思われる。学年別では顕
著な差はみられない。地域別では、東京に比
べ秋田は、「待ち合わせの連絡」が少なく、
「特に用件のないおしゃべり」が多くなって
いる。
メールの内容で最も多いのは「特に用件の
ないおしゃべり」で、メール利用者の約４割
から選択されており、次に多い「遊びの誘い」
16.5%を大きく引き離している。男女別では、
男子の方が「遊びの誘い」が多く、「近況報

告や様子うかがい」や「悩みごと」が少なく
なっている（巻末基礎集計表xSQ12--2）。学
年別、地域別では顕著な差はみられない。
両者を比較すると、内容によって通話とメ
ールの使い分けがなされていることがわか
る。通話は「待ち合わせの連絡」や「遊びの
誘い」など、どちらかといえば用件のための
インストゥルメンタル（道具的）な利用が多
く、メールは「特に用件のないおしゃべり」
という、それ自体が目的であるコンサマトリ
ー（即時充足的）な利用が多いことがわかる。
また、メールでは「近況報告や様子うかがい」
も多く、広い友人関係を維持する上で重要な
役割を果たしているのではないかと考えられ
る。しかし興味深いことに、割合は少ないも
のの、「悩みごと」もメールの方が多くなっ
ている。メールは、単に「希薄な」コミュニ
ケーションを維持するツールとしてだけでな
く、対面的なコミュニケーションや通話とは
異なる「親密な」コミュニケーションを成立
させる側面があるのかもしれない８）。
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３）通話とメールの使い分け

図２－３　通話の内容とメールの内容の違い（一番目に多い内容）�
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メールの内容はメール利用者における割合�
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v移動電話の利用と対人関係

１）対人関係への影響

本節ではまず、移動電話を利用するように
なって、対人関係を中心として、どのような
変化があったと高校生は感じているのかをみ
てみることにしよう。本調査では、表２－10
のような移動電話の利用による対人関係の変
化について８つの質問を行っている。肯定的
回答（「とてもそう」＋「どちらかといえば
そう」）の率が高いのは、「ＰＨＳや携帯電話
を持っている人と連絡をとりあうことが増え
た」93.0％、「ちょっとした用件で連絡をと
りあうことが増えた」80.6％である。逆に、
肯定的回答の率が低いのは、「友だちと直接

会って話をすることが少なくなった」15.0％、
「予定外の外出が増えた」35.4％、「ＰＨＳや
携帯電話を持っていない人と連絡をとりあう
ことが減った」37.5％である。
男女別では、女子の方が影響があったとし
ている者の割合が高い項目が多くなってい
る。特に興味深いのは、女子の方が「ＰＨＳ
や携帯電話を持っている人と連絡をとりあう
ことが増えた」と「ＰＨＳや携帯電話を持っ
ていない人と連絡をとりあうことが減った」
を肯定する割合がともに高いことである。移
動電話の利用率自体の高さにも現れているよ
うに、男子よりも女子において、移動電話が
他者とのコミュニケーションにとって必要不

PHSや携帯電話を持っ�
ている人と連絡をとり�
あうことが増えた�

93.0 91.7 95.3 94.7 92.7 93.6 93.8 97.5 94.8 97.7

表２－10　移動電話の利用が与える影響 × 性・学年・地域・利用タイプ�

利用者�
全体�

性　　別�

男子� 女子�

学　　年�

１年� ２年�

地　　域�

東京� 秋田�

利　用　タ　イ　プ�

（％）�

低頻度�
ユーザー�

メール型�
ユーザー�

通話型�
ユーザー�

高頻度�
ユーザー�

検
定�

＊＊�

ちょっとした用件で連�
絡をとりあうことが増�
えた�

80.6 79.1 83.1 82.3 80.3 81.5 81.1

91.8

83.8 83.0 91.7 ＊＊�

家に連絡を入れたり、家�
族とコミュニケーション�
をとることが増えた�

自分の人間関係につい�
て家族が知らないこと�
が増えた�

53.3 46.3 60.0 51.9 55.6 52.3 55.2

74.2

54.8 51.9 56.7 �

学校外の友だちが増え�
た� 52.1 48.9 55.6 54.7 50.3 49.9 55.3

54.9

55.3 50.7 74.8 ＊＊�

＊＊�49.9 53.2 48.0 53.6 47.0 52.9 47.6

39.8

39.0 59.7 50.7 61.0

＊＊�

＊＊�
PHSや携帯電話を持っ�
ていない人と連絡をと�
りあうことが減った�

37.5 32.9 41.9 40.1 35.5 39.5 36.0 32.1 40.1 36.8 47.7

予定外の外出が増えた� 35.4 41.1 31.0 37.8 33.3 43.0 27.9 24.5 35.2 40.1 53.9

友だちと直接会って話を�
することが少なくなった� 15.0 15.5 14.9 16.2 14.1 15.5 14.9 10.8 17.9 17.0 17.4 �

「とても」＋「どちらかといえば」そうの割合�
＞、＜、≫、≪、＊、＊＊は、統計的に有意な差（カイ２乗検定／＞と＜と＊は危険率５％／≫と≪と＊＊は危険率１％） 

＜�

＜�

＞�

�

＜�

�

＜�

＞�

＞�
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可欠なものになっているのかもしれない。前
節の分析で男子よりも女子に移動電話へ依存
する傾向がみられたが、それは「安心として
のメディア」ということだけでなく、このよ
うな点が影響しているのではないだろうか。
また全体でみると、「友だちと直接会って
話をすることが少なくなった」や「ＰＨＳや携
帯電話を持っていない人と連絡をとりあうこ
とが減った」を肯定する割合が低くなってい
る。全般的には移動電話を利用するようにな
って、他者とのコミュニケーションが活発化
したり、関係が広がったりしたと意識されて
いるといえよう。そしてこの傾向は、特に女
子や〈高頻度ユーザー〉において顕著である。
ただし、ここでのコミュニケーションの活発
化とは、頻度の問題であり、回数が増えた分
だけ関係は希薄化したのではないか、と思わ
れるかもしれない。しかしながら、総務庁青
少年対策本部［2000］の調査では、移動電話
を所有するようになって、「新しい友人が増
えた」と回答している高校生が48.4％となっ
ているだけでなく、「友人との仲が深まった」
としている者も56.3％となっている。つまり、
関係の「拡大」が「希薄化」を必然的に伴う
とみるのは必ずしも適切ではないようである。
このような点をふまえると、高校生のコミ
ュニケーションのスタイルには、いわば「広
く深い」とでも呼ぶべき対人関係を維持しう
るような特質が存在し、携帯電話の利用がそ
うした特質と何らかの関連を持っていること
も想定される。そこで次に、友人関係に焦点
を当て、高校生のコミュニケーションのスタ
イルの特質や、その特質と移動電話の利用と
の関係をみていくことにしよう。

２）移動電話の利用と友人関係

本調査では２節でみた主観的な友だちの数
の他に、友だちとのつきあい方に関する７つ
の質問（表２－11）と、友だちとの交際にか
かわる意識と行動の５つの質問（表２－12）
をしている９）。まず、友だちとのつきあい方
に関する質問で、肯定的回答（「とてもそ

う」＋「どちらかといえばそう」）の割合の
高い項目は、「友だちの数は多い方がよい」
69.6％や、「どこに何をしに行くかによって、
一緒に行く友だちを選ぶ」63.1％となってお
り、５割を超えている。逆に、肯定的回答の
少ない項目は、「フルネームで本名がわから
ない友だちが結構いる」19.3％や、「友だち
同士はお互いに知り合いではない」19.6％
となっている。この結果をみると、「広い」
関係への志向が強く、「選択的な」関係を好
む者が多いことがわかる。この２つの傾向は
男女別では差がみられないが、学年別では広
い関係の志向が１年生で多く、秋田よりも東
京で選択的な関係が多くなっている。
また、友だちとの交際にかかわる意識と行
動では、「友だちと話をしていて、夢中にな
る」88.4％、「友だちなど親しい人が自分を
どう思っているのか気になる」78.8％で、４
分の３以上の高校生が肯定的回答（「よくあ
る」＋「ときどきある」）をしている。それ
に対して、「友だちと一緒にいても、自分の
やりたいことを優先する」が38.8％、「嫌い
な人だと思っても、とりあえず友だちになる」
が42.8％で、５割に満たない。男女別では、
「嫌いな人だと思っても、とりあえず友だち
になる」や「友だちと話をしていて、夢中に
なる」で女子の肯定的回答の割合が高くなっ
ている。学年別、地域別には差がみられない。
ところで、ここで最も注目されるのは、利
用タイプでより大きな差がみられることであ
る。〈非利用者〉に比べ〈高頻度ユーザー〉
は、広い関係の志向では約15ポイント多く、
選択的な関係では約20ポイントも多くなって
いる。逆に、「友だち関係はあっさりしてい
て、お互いに深入りしない方だ」や、「悩み
ごとはあまり友だちに話さない方だ」、「友
だちといるよりも１人でいる時間の方が大切
だ」を肯定する割合は、〈非利用者〉に比べ
〈高頻度ユーザー〉では、かなり低くなって
いる。また、〈高頻度ユーザー〉は〈非利用
者〉に比べ、「嫌いな人だと思っても、とり
あえず友だちになる」だけでなく、「友だち
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東京� 秋田� 非利用者�低頻度�ユーザー�
メール型�
ユーザー�

通話型�
ユーザー�

高頻度�
ユーザー�

友だちの数は多い方がよい�

どこに何をしに行くかによって、一緒に行く友だちを�
選ぶ�
友だち関係はあっさりしていて、お互いに深入りしな�
い方だ�

悩みごとはあまり友だちに話さない方だ�

友だちといるよりも１人でいる時間の方が大切だ�

友だち同士はお互いに知り合いではない�

フルネームで本名がわからない友だちが結構いる�

69.6�

63.1�

43.3�

39.2�

29.2�

19.6�

19.3

74.1�

65.1�

48.3�

49.7�

35.4�

24.8�

22.4

70.0�

65.6�

41.7�

31.4�

25.5�

16.7�

17.6

76.9�

64.8�

44.4�

40.2�

28.3�

19.8�

21.0

67.0�

65.9�

45.6�

40.9�

32.5�

21.9�

19.0

71.2�

68.9�

42.3�

41.0�

30.3�

22.2�

23.1

72.9�

61.8�

47.7�

40.2�

30.5�

19.4�

17.0

68.2�

56.4�

53.8�

54.9�

41.0�

22.3�

17.3

70.7�

64.1�

42.2�

40.5�

31.1�

22.7�

22.9

71.9�

70.3�

38.5�

29.5�

22.4�

18.0�

19.9

72.7�

68.6�

45.6�

41.3�

36.8�

24.8�

15.3

83.5�

76.1�

36.9�

28.2�

17.6�

16.9�

22.0

表２－11　友だちとのつきあい方 × 性・学年・地域・利用タイプ�

全体�
性　　別� 学　　年� 地　　域�

男子� 女子�

利　用　タ　イ　プ�

（％）�

「とても」＋「どちらかといえば」そうの割合。＞、＜、≫、≪、＊、＊＊は、統計的に有意な差（カイ２乗検定／＞と＜と＊は危険率５％／≫と≪と＊＊は危険率１％） 

１年� ２年�

＞�

≫�

≫�

≫�

≫�

≫�

≫�

＞�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

検
定�

東京� 秋田� 非利用者�低頻度�ユーザー�
メール型�
ユーザー�

通話型�
ユーザー�

高頻度�
ユーザー�

88.4�

78.8�

64.1�

42.8�

38.8

88.1�

80.6�

64.2�

40.3�

41.3

94.9�

83.2�

68.8�

48.6�

39.2

91.3�

83.1�

67.7�

47.0�

39.5�

�

91.9�

80.7�

65.3�

42.0�

40.9

91.8�

82.5�

66.1�

43.6�

39.7

91.4�

81.4�

67.0�

45.4�

40.7

85.8�

77.7�

63.4�

40.3�

39.6

91.5�

84.4�

73.3�

41.9�

38.4

96.3�

87.9�

72.3�

46.1�

37.0

92.7�

82.4�

62.9�

47.3�

49.5

97.1�

82.0�

66.0�

52.9�

39.6

全体�
性　　別� 学　　年� 地　　域�

男子� 女子�

（％）�

「よく」＋「ときどき」ある割合。＞、＜、≫、≪、＊、＊＊は、統計的に有意な差（カイ２乗検定／＞と＜と＊は危険率５％／≫と≪と＊＊は危険率１％） 

１年� ２年�

≪�

≪�

＊＊�

＊�

＊�

検
定�

友だちと話をしていて、夢中になる�

友だちなど親しい人が自分をどう思っているのか気になる�

親しくない人でも自分をどう思っているのか気になる�

嫌いな人だと思っても、とりあえず友だちになる�

友だちと一緒にいても、自分のやりたいことを優先する�

表２－12　友だちとの交際にかかわる意識と行動 × 性・学年・地域・利用タイプ�

利　用　タ　イ　プ�
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と話をしていて、夢中になる」を肯定する割
合も高い。つまり、移動電話の利用者、特に
〈高頻度ユーザー〉は、広い関係を志向して
いるからといって、友人関係が「浅い」とい
うわけではないようである。少なくともこの
結果からは、移動電話の利用と「対人関係の
希薄化」を単純に結びつけるような見方が妥
当とはいえないことがわかる。

３）メ－ルによる対人関係の広がり

通話機能を中心とした初期の移動電話の研
究では、移動電話はポケベルやインターネッ
トとは異なり、特定少数の親しい人と24時間
一緒にいるような心理をもたらし、フルタイ
ム・インティメイト・コミュニティを形成す
るという指摘がなされていた（仲島・姫野・
吉井［1999］）。しかし、メールやウェブの利
用が可能になった移動電話は、「匿名性を前
提としたメディア上での親密な見知らぬ人
『インティメイト・ストレンジャー』」（富田
［1997］）を求める、外向きのメディアとして
の特質も有するようになっている可能性があ
る。そこで、高校生があまり身近でない他者
や学校外の他者との関係の形成や維持にメー
ルをどの程度利用しているのかをみてみるこ
とにしよう。
表２－13のように、メール利用者の43.5％
の高校生が「ふだんあまり話さない学校の友
だちとメールのやりとりをする」としており、
メールが広い友人関係の維持に利用されてい
ることがわかる。また、「直接会ったことの
ない学校外の人とメールのやりとりをする」
が29.9％、「出会いのサイトなどで友だちや
メル友を募集する」が8.7％となっている。
メールは、学校外の人間関係を形成したり、
広げたりすることに利用されているが、その
ような利用の仕方をしている高校生は多数派
というわけではないようである。また、メル
友を自ら募集するなどしているのは少数のよ
うである。残念ながら、「直接会ったことの
ない学校外の人」とメールのやりとりをする
ようになった経緯については、今回の調査か

らは明らかにすることができない。
性別、学年別、地域別にみてみることにし
よう。「ふだんあまり話さない学校の友だち
とメールのやりとりをする」では、１年生が
50.0%、２年生が36.7%と差がみられる。「直
接会ったことのない学校外の人とメールのや
りとりをする」は、性別、学年別、地域別の
すべてで差がみられる。男子23.8%、女子
35.0%、１年生33.7%、２年生26.0%、東京
24.8%、秋田35.5%となっている。また、利
用タイプ別では、３項目すべてで差がみられ
る。３項目とも〈高頻度ユーザー〉と〈メー
ル型ユーザー〉で選択率が高くなっている。

４）移動電話の利用と他者に対する配慮

最後に携帯電話の利用にかかわるマナーと
いう点から、目の前にいる匿名的な他者との
関係についてみてみることにしよう。具体的
には、３つの場面で、移動電話の電源を切っ
たり、マナーモードにしたりするかどうかを
たずねてみた。表２－14のように、「学校の
授業中」92.4％、「コンサートやライブの最
中」84.8％、「混んだ電車やバスの中にいる
とき」83.9％となっている（無回答やそうし
た状況がないを除いた割合）。授業中に電源
を切ったり、マナーモードにしたりすること
は、周りの人への配慮の現れとは必ずしもい
えない面もある。しかし、他の２つの場面で
も選択率は８割以上となっており、周りの人
へ配慮する高校生が多いことがわかる。ただ
し、〈高頻度ユーザー〉で、マナーを守って
いる者が若干少なくなっている。前項の結果
と合わせると、〈高頻度ユーザー〉は、メデ
ィア上のストレンジャーへの関心は高く、目
の前のストレンジャーに対する関心は相対的
に低いということになる。移動電話を利用す
る高校生にとって、両者はどのような位置づ
けにあるのだろうか。また、仮想の関係の優
位というような見方は妥当なのだろうか。こ
の点については、次節のまとめで考えてみる
ことにしよう。
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東京� 秋田� 高頻度�
ユーザー�

メール型�
ユーザー�

通話型�
ユーザー�

低頻度�
ユーザー�

43.5�

29.9�

8.7

43.0�

23.8�

7.2

43.9�

35.0�

9.8

50.0�

33.7�

8.2

36.7�

26.0�

9.2

44.6�

24.8�

8.6

42.3�

35.5�

8.7

35.7�

24.5�

4.8

47.7�

38.1�

15.7

44.3�

19.3�

2.8

50.5�

39.4�

12.8

メール�
利用者�
全体�

性　　別� 学　　年� 地　　域�

男子� 女子�

（％）�

＞、＜、≫、≪、＊、＊＊は、統計的に有意な差（カイ２乗検定／＞と＜と＊は危険率５％／≫と≪と＊＊は危険率１％） 

１年� ２年�

＊＊�

＊＊�

＊＊�

検
定�

ふだんあまり話さない学校の友だちとメールのやりとりをする�

直接会ったことのない学校外の人とメールのやりとりをする�

出会いのサイトなどで友だちやメル友を募集する�

表２－13　メールによる対人関係の広がり × 性・学年・地域・利用タイプ�

利　用　タ　イ　プ�

≫�

≫�≪�

�

≪�

�

東京� 秋田� 高頻度�
ユーザー�

メール型�
ユーザー�

通話型�
ユーザー�

低頻度�
ユーザー�

92.4�

84.8�

83.9

90.9�

81.8�

82.0

93.7�

87.1�

85.3

93.6�

86.6�

84.3

91.3�

82.9�

83.4

93.2�

89.1�

88.7

91.6�

78.7�

77.8

94.2�

91.4�

87.6

95.9�

90.7�

84.9

90.2�

80.3�

83.7

91.0�

79.8�

80.0

利用者�
全体�

性　　別� 学　　年� 地　　域�

男子� 女子�

（％）�

「いつも」＋「ときどき」する割合。ただし、無回答やそうした状況がないを除いた割合であり、巻末の基礎集計表とは一致しない�
＞、＜、≫、≪、＊、＊＊は、統計的に有意な差（カイ２乗検定／＞と＜と＊は危険率５％／≫と≪と＊＊は危険率１％） 

１年� ２年�

＊＊�

検
定�

学校の授業中�

コンサートやライブの最中�

混んだ電車やバスの中にいるとき�

表２－14　電源を切ったり、マナーモードにしたりするか × 性・学年・地域・利用タイプ�

利　用　タ　イ　プ�

≫�

≫�
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b〈ケイタイ世代〉のコミュニケーションのゆくえ

１）分析の要約

「移動電話の利用状況」のまとめは、２節
の最後に行ったので、ここでは３節と４節の
結果を手短に要約することにしたい。
まず、３節の「携帯電話の利用をめぐる意
識と行動」に関してまとめることにしよう。
q移動電話の利用に関して、拘束感を感じて
いる者は利用者の約１割と少なく、その利便
性が強く意識されているが、常に持っていな
いと不安という依存の意識も半数の者にみら
れる。w初めて会った人にも気軽に移動電話
の番号を教える者が利用者の約４割、発信電
話番号表示を利用して通話相手の選択を行っ
ている者は約３割である。特に、移動電話の
利用頻度の高い高校生は、気軽に番号を教え
る者が半数を超える一方、通話中に電話をわ
ざと切ったり、番号表示によって通話相手を
選択したりする傾向が強い。e通話とメール
は、内容によって使い分けがなされている。
通話は、「待ち合わせの連絡」や「遊びの誘い」
など用件を伝えるインストゥルメンタルな利
用が多い。それに対しメールは、「特に用件の
ないおしゃべり」が約４割と、それ自体が目
的であるコンサマトリーな利用のされ方が多
くなっている。また、メールでは「近況報告
や様子うかがい」も多く、広い友人関係を維
持する上で重要な役割を果たしている。しか
し、「悩みごと」も通話より多く、単に「希
薄な」関係を維持するツールというわけでは
なく、対面的なコミュニケーションや通話と
は異なる「親密さ」を成立させている可能性
がある。
次に、４節「移動電話の利用と対人関係」
では、次のようなことが明らかとなった。q

移動電話の利用によってコミュニケーション
が活発化したり、他者との関係が拡大したり

したとする者が多い。特にその傾向は、女子
と移動電話の利用頻度の高い者で強い。w移
動電話をめぐる友人関係を、「希薄」という
ステレオタイプで理解することはできない。
利用頻度が高い高校生は、友だちと「広く」
かつ「選択的な」つきあい方をしている割合
が高い。しかし同時に、悩みを話すことも多
いなど、あっさりとした関係ではなく「深い」
関係を築いている。eメールは、身近ではな
い他者との関係を形成したり、広げたりする
ことにも利用されている。メール利用者の
43.5％が「ふだんあまり話さない学校の友だ
ち」と、29.9％が「直接会ったことのない学
校外の人」とメールのやりとりをしている。
しかし、「出会いのサイトなどで友だちやメ
ル友を募集する」としているのは8.7％であ
り、多数派というわけではない。３項目とも
メールの利用頻度の高い者で選択する率が高
くなっている。r移動電話の電源を切ったり、
マナーモードにしたりする高校生は、「学校
の授業中」92.4％、「コンサートやライブの
最中」84.8％、「混んだ電車やバスの中にい
るとき」83.9％となっている（そのような状
況がない者は除いた割合）。いずれも選択率
は８割以上となっており、周りの人へ配慮す
る高校生が多いことがわかる。ただし、移動
電話の利用頻度の高い者で、マナーを守る割
合が若干低くなっている。

２）対人関係希薄化論をこえて

最後に、今回の調査結果をふまえ、若者の
友人を中心とした他者との関係性や、移動電
話など電子メディアの利用、そしてその関連
について考えてみることにしよう。
若者の対人関係あるいは友人関係について、
しばしば批判的になされるのが「対人関係希
薄化論」と呼ばれる指摘である。さらに、希
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薄化論は、移動電話など電子メディアの利用
としばしば結びつけられる。つまり、q最近
の若者の友人関係や対人関係は「広いが浅
い」。w友だちは多いのだけれど、深入りし
ないようにつきあっているため、「孤独感」
が高まる。eその孤独感をいやすため、移動
電話などで「常に誰かとつながっていないと
不安」になる。このような指摘は、若者の対
人関係を一見的確に言い当てているように思
われる。我々おとなからすれば、100人近く
もの友人と親密な関係を維持することは、ほ
とんど不可能に思われるからである。しかし、
こうした議論が若者の対人関係の一面しか捉
えきれていないのではないか、ということを
３つの点から考えてみたい。
まず、若者の対人関係の特質は、「希薄」と
いうよりも、「選択的」という観点から捉える
方が適切ではないかという点がある。今回の
調査結果においても、友人数や友人とのつき
あい方の志向をみると、高校生の友人関係が
「広い」ということは確かなようである。ま
た、移動電話の利用が、そのような「広い」
関係を促進する傾向もみられた。しかしなが
ら、高校生の友人関係は「浅い」関係とは必
ずしもいえず、いわば「広く深い」関係とで
も呼ぶべきものであった。「広く」かつ「深い」
関係などというものが、成り立つのであろう
か。ここで注目すべきは、調査結果において、
高校生の友人関係のもう一つの特質が、「選択
的」という点にあったことである。つまり、
「選択的」という特質が、「広く深い」という
一見すると矛盾するような関係を成立させて
いるのではないかということである。『モノ
グラフ・高校生』vol.56「高校生の他者感
覚－ゆるやかな人間関係の持ち方－」でも、
状況に応じた柔軟な関係を志向する高校生が
少なからずみられた（岩田［1999］）。つまり、
高校生は、相手や状況によって関係を使い分
けることによって、「広く深い」他者との関
係を維持しているといえるのではないだろう
か10）。また、移動電話の利用頻度の高い高校
生に、このような選択的な関係を好む者が多

かった。移動電話は、関係の希薄化を促進し
ていくというよりもむしろ、選択的な関係と
親和的であり、そうした関係を促進していく
といえるのではないだろうか。
しかし、希薄化論を選択的関係論に置きか
えれば、それですべての説明がつくわけでは
ない。たとえば、「選択的」な友人関係をも
つ高校生や大学生には、希薄化論で問題視さ
れるような「孤独」を感じている者が、「狭
く深い」関係をもつ者よりも多く見いだされ
るからである（岩田［1999］［2001］）。しか
し、このことによっても希薄化論が単純に支
持されるわけではない。『モノグラフ・高校
生』vol.60「高校生の自我像－『自分探し』
をする高校生－」における分析（岩田［2000］）
や、浅野［2001b］の大学生を対象とした分
析では興味深い結果が示されている。それは、
選択的な関係性と関連した自己の使い分けに
関する点である。選択的な関係は自己の複数
性や多元性と結びつくのであるが、複数の自
己に対する意識によって「孤独感」に差がみ
られるのである。複数の自己を本当と偽の使
い分けとしている者に比べ、どれも本当の私
としている者は、「孤独感」を感じている者
の割合が少ないのである。つまり、自己の使
い分け、そしてそれと関連する選択的な関係
と、「孤独感」との関係は必然的なものとは
いえないのである。このことは、選択的な関
係のすべてが「深い」関係ではないというこ
とを示す一方で、希薄化論における友人関係
と孤独感との関連づけの単純さも浮き彫りに
している。
また、非常に多くの他者との深い関係とい
う点は、「親密さ」の見方についても再考を促
している。ここでは、「即時的な親密さ」とい
う、「新しい」親密さについて考えてみたい11）。
これまでの親密さの議論の多くは、「同心円
モデル」と呼ぶことができる。つまり、図
２－４aのように、親密さというものが、a

相手の名前や属性を知り、b対面的なコミュ
ニケーションを通じて相手のことをさらによ
く知り、c本音や本当の自分を見せる、とい

●モノグラフ・高校生vol.63



― 32 ―

b

c

a

図２－４　親密さの２つの模式図�

a同心円モデル� b即時モデル�

うようないつくかの段階を通じて時間をかけ
て徐々に形成されるという考え方である。し
かし、近年しばしば批判的に取り上げられる
「ネット恋愛」にみられるような電子的メディ
アによって結ばれたネットワーク上での親密
さは、このような親密さとは異なるように思
われる。それは、同心円モデルのaやbの段
階をとばして、いきなりcの段階に到達する
ような短期的に形成される「即時的な親密さ」
である。このような親密さは、「現実」と「仮
想現実」の混同という観点からしばしば批判
されるが、むしろ同心円モデルとその前提自
体を見直す必要があるのではないだろうか。
同心円モデルの前提とは、「私」というものの
あり方に対する遠近法的な見方である。つま
り、「自己の核心部分に最も重要でそれゆえ
なかなか他人には明かせないような何かがお
かれており、」表層に近づくにつれて誰にで
も話せるような些細な要素になっている、と
いうような見方である（浅野［2001a：36］）。
非常に多くの他者との深い関係を可能にして

いるのは、選択的な関係性だけなく、このよ
うな「親密さ」に象徴される親密さの変容に
もあるのではないだろうか。選択的関係性と
自己の複数性という点をふまえ、このような
即時的な親密さをあ

¡

え
¡

て
¡

図式化すれば、図
２－４bのようになろう。もちろん、「同心
円モデル」のような親密さがなくってしまっ
たということでもないし、「即時モデル」の
ような親密さがこれまでなかったわけでもな
い。しかしながら、移動電話のみならず、電
子メディアの進展が予想されるなかで、この
ような親密さは、ますます遍在化するように
なるのではないだろうか。
このように、「対人関係希薄化論」を前提
とした若者の対人関係や電子メディアの影響
についての議論には、多くの検討の余地が残
されている。今回の調査結果から確認できる
ことは限られているが、高校生をはじめとし
た若者の他者とのコミュニケーションに対す
る我々おとなの視線を問い直す必要があるこ
とは、少なくとも示しているといえよう。

［注］

１）移動電話の契約数の推移については、電気通信事業者協会（TCA）のウェブページを参照。http://www.tca.or.jp/

２）この調査は、茨城、群馬、栃木、埼玉、千葉、東京、神奈川の関東地方の１都６県の世帯を対象としている。詳

細については、大石［1997］［1998］、実積・安藤［2000］［2001］を参照。

３）この調査は、宮城、千葉、東京、石川、奈良、熊本の６都県の高校生２年生を対象として実施された。なお、報

告書には地域別の分析結果は示されていない。詳細については、総務庁青少年対策本部［2000］を参照。

４）〈非利用者〉における「以前は使用していたが、現在はどちらも使用していない」「使用したことはないが、今後どちら

か（または両方）を使用したいと思う」「使用したこともないし、今後もどちらも使用したいと思わない」は、本来であ

れば分ける必要があるが、人数が少なくなってしまうこともあり一括している。

５）通話回数やメールの送信数を回答していない者がいるため合計で100％にはならない。
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６）発信電話番号表示サービスとは、発信者の電話番号を着信者に通知し、電話機に表示するサービスである。この

サービスの詳細については、岡田［1999］を参照。

７）本調査では、巻末の調査票見本（Ｑ２SQ６・SQ12-2）のように、友だちにどのような通話をするか、あるいは

メールをするかについて、３番目に多い内容まで聞いている。しかし紙幅の関係から、分析では一番多い内容の

みを対象としている。２番目に多い内容や３番目に多い内容については、基礎集計表を参照。

８）このような使い分けは、通話料金が現在高いということもあり、通話とメールのメディアとしての特性によるも

のであるかどうかは今後さらに検討する必要がある。また、移動電話以外の手段も含めた使い分けについては、

５章を参照。

９）友人との交際にかかわる行動について、このほかに５つの質問をしている（調査票見本Q26を参照）。しかし、

音楽やテレビとかかわる項目のため、３章と４章で分析を行っている。

10）若者の対人関係の特質を「選択的」という観点からとらえようとする指摘は、浅野［1995］［1999］、辻［1999］、

松田［2000］など、他にも見いだすことができる。

11）この議論は、浅野［2001a］［2001b］と、青少年研究会（代表：高橋勇悦・川崎賢一）が実施した「大学生のコ

ミュニケーションと意識に関する調査」の質問紙を作成する際のワーキンググループでの討議に多くを負ってい

る。また模式図は、2001年６月30日に大妻女子大学で行われた研究会において、浅野智彦と岩田が同調査に関す

る共同発表を行った際に、若者論の代表的論者の一人である小谷敏らの質疑に対して浅野が提示した図を参考に

岩田が作成した。
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私たちの日常生活をとりまく環境は、どこ
へ行っても音楽だらけである。自分から主体
的に音楽を聴こうとしなくても、家の中にい
てテレビをつければ、音楽番組ばかりでなく、
ドラマはもちろん、ニュースからも主題歌や
ＢＧＭが流れてくる。家の外に出れば、商店
街や店の中で音楽が流されているし、電車や
歩道では、ヘッドフォンで音楽を聴いている
人や、着メロが鳴ってあわててケータイを取
り出す人を見かける…。
消費社会をリードするユースカルチャーの
まっただ中にいる高校生は、一般に音楽との
接触頻度が最も高い社会集団の１つと考えら
れている。しかし、そのような彼らも一様に
音楽との高い接触をしているわけではないだ
ろう。なにより音楽に対する意味づけ方に違
いがあるのではないだろうか。つまり、消費
社会の最前線にあって、彼らは一方的に提供
される音楽を受動的に受けいれているだけで
はなく、能動的な選択をしたり、音楽接触に
あたって音楽本位か否かという違いがあった

りするのではないだろうか。
このような問題関心から、本章では、高校
生の音楽行動の多寡よりも音楽に対する意味
づけ方の違いにどのような特徴があるのかを
検討する。その際、なぜ音楽が好きかなどの、
いわば音楽に対する正の感情を検討しても、
ふだん音楽が身近にあることがあまりに当然
なため、意味のある特徴を明らかにすること
はおそらく難しい。そこで、音楽を聴きたく
ないときや嫌いになるときなどの音楽に対す
る負の感情を取り上げて検討を進めていく。
音楽行動や音楽の好みに関する社会学的な
研究の多くは階層性に注目していたが、今日
の高校生の場合、差異の要因はそれだけでは
ないようだ。つまり、先取りするならば、音
楽を“メディア”として使うかどうか－「ツ
ール的使用」という概念を用いる－が、彼ら
のふだんの音楽行動や音楽に対する意識、か
まえに差異をもたらしているのである。
以下の各節では、まず、音楽学習経験、ふ
だんの音楽行動、様々な音楽ジャンルのイメ

―34 ―

I HATE MUSIC. WE ARE THE MUSIC.

第３章

zはじめに
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ージの実態を把握する。続いて、ふだんの音
楽行動を差異化させる一要因としての「ツー
ル的使用」に注目する。さらに、音楽に対す
る負の感情について「ツール的使用」をふま
えて検討する。最後に、「ツール的使用」と音

楽学習経験の有無との比較を交えつつ、音楽
に対するかまえの特徴を検討して、高校生の
音楽に対する意味づけ方の特徴について考察
をまとめていく。

まず図３－１から高校生の音楽学習経験に
ついて、学校、地域、家庭に分けてみていこ
う。
学校での音楽学習経験については、45.9％

が現在芸術科で音楽を選択し、7.1％がかつ
て選択した経験があるので、半数以上が高校
に入ってからも学校で音楽を学んでいること
になる。

―35 ―

x音楽学習経験とふだんの音楽行動の実態

図３－１　音楽学習経験�

かつてしていた�
ことがある�

芸術の授業で音楽を�
選択する� 45.9 7.1 45.0 2.1

音楽系部活動に�
参加する� 11.6 18.1 67.3 3.1

楽器を独習する� 25.1 20.1 50.0 4.9

地域の音楽活動に�
参加する� 5.4

1.9

89.2 3.5

オルガンや�
電子オルガンを習う� 8.6

1.5

86.4 3.5

管楽器を習う� 9.9

2.8

83.8 3.5

その他の楽器を習う� 6.7

3.5

85.8 4.0

弦楽器を習う�

2.41.1

93.0 3.5

友だちとバンドを組む� 8.6 79.88.3 3.3

ピアノを習う� 9.1 58.130.5 2.3

現在している� したことがない� 無回答�

（％）�
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男女別にまとめた表３－１によれば、男女
差はほとんどない。地域別にまとめた表３－
２によれば、東京より秋田の方が「現在」と
「かつて」を合わせて10ポイント以上多く選
択している。音楽系部活動は、11.6％が現在
していて、18.1％がかつてしていた経験があ
る。表３－１によれば、男子は「現在」と
「かつて」を合わせて18.9％にすぎないのに
対して、女子は42.0％が音楽系部活動に参加
した経験がある。これは、単に女子の方が音
楽が好きということではなく、運動部と文化

部のバランス、文化部の種類の問題なども影
響していると考えられる。
地域での音楽学習経験についてみてみると、
地域の音楽活動にかかわったことがあるのは、
「現在」と「かつて」を合わせてもわずかに7.3
％だが、16.9％が友だちとバンドを組んだ経
験がある。バンド活動には男女差がみられ、
表３－１のように、男子は27.3％で女子の7.6
％より３倍以上多い。
家庭での音楽学習経験についてみてみよう。
習った経験の最も多い楽器はピアノで、9.1％
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表３－１　音楽学習経験とふだんの音楽行動（抜粋） × 性�

（％）�

男　子� 女　子�

�
芸術の授業で音楽を選択する�

�

音楽系部活動に参加する�

�

ピアノを習う�

�

友だちとバンドを組む�

�

楽器を独習する�

�

�
家でCDなどを聴く�

�

�

音楽番組を聴く�

�

�

カラオケに行く�

�

�

自由に楽器を演奏する�

現在している�

かつてしていたことがある�

現在している�

かつてしていたことがある�

現在している�

かつてしていたことがある�

現在している�

かつてしていたことがある�

現在している�

かつてしていたことがある�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

45.0�

7.7�

9.3�

9.6�

3.0�

14.5�

15.1�

12.2�

32.5�

20.9�

56.7�

22.1�

13.9�

32.1�

31.4�

20.9�

0.4�

15.9�

36.3�

14.1�

11.5�

12.1

48.7�

6.7�

14.5�

27.5�

15.5�

47.7�

2.7�

4.9�

20.0�

21.4�

54.8�

28.5�

11.1�

36.3�

39.6�

16.8�

1.2�

30.0�

44.4�

7.5�

10.1�

20.1
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が現在も、また30.5％がかつて習っていて、
合わせて５人に２人はピアノの学習経験があ
る。ただ、その内訳には大きな偏差があり、
図３－２のように男女差と地域差がみられる。
つまり、「現在」と「かつて」を合わせると、
東京・女子＝72.2％、秋田・女子＝53.2％、
東京・男子＝25.2％、秋田・男子＝11.0％と
いうように、なによりも男子より女子の方が
圧倒的に多くピアノを習った経験があり、さ
らに同性の間でも、秋田より東京の方が10数
ポイント多く習っているのである。

その他の楽器の学習経験は、オルガンや電
子オルガン、管楽器は１割程度、弦楽器にい
たってはわずかに３％ほどにとどまっている。
その一方で、楽器を独習した経験は、「現在」
と「かつて」を合わせて45.2％と、半数近く
に上っている。ただし、図表にはまとめてい
ないが、そのほとんどが他の楽器を習った経
験がある。楽器の独習は、表３－１のように
男子の方が10ポイント以上も多く現在やって
いる。
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表３－２　音楽学習経験とふだんの音楽行動（抜粋） × 地域�

（％）�

東　京� 秋　田�

�
芸術の授業で音楽を選択する�

�

�
家でCDなどを聴く�

�

�

音楽番組を聴く�

�

�

CDを買う�

現在している�

かつてしていたことがある�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

42.8�

4.9�

49.6�

26.9�

15.7�

30.8�

37.0�

18.2�

3.7�

26.1�

39.1

50.8�

9.5�

61.9�

23.7�

9.4�

37.5�

34.0�

19.5�

6.2�

32.0�

43.1

図３－２　ピアノ学習経験 × 地域・性�

（％）�

東京・女子�

秋田・女子�

東京・男子�

秋田・男子�

17.8 54.4

13.0 40.2

3.3

2.8

21.9

8.2

0 50 100

かつてしていたことがある�

現在している�
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次に、図３－３から高校生のふだんの音楽
行動についてみていこう。図３－３は、「毎日
＋よく」で頻度の高い順に並べてある。
最も頻度が高いのは「家でＣＤなどを聴く」
で、「毎日＋よく＋ときどき」＝「55.3％＋25.1
％＋12.5％」＝92.9％となっている。半数
以上が毎日家で音楽鑑賞をしていて、高校生
が家で音楽を聴く姿は、家庭の当たり前の光
景になっている。表３－１によれば男女差は
ないが、表３－２のように、毎日音楽鑑賞を
している割合は東京より秋田の方が10ポイン
ト以上高い。
次いで頻度が高いのが「音楽番組を聴く」
で、「毎日＋よく＋ときどき」＝「34.1％＋35.4
％＋18.8％」＝88.3％と、音楽番組を聴くのも
日常生活の一場面になっている。表３－１か
ら男子より女子の方が、表３－２から東京よ
り秋田の方が、音楽番組をよく聴いている。
「“ながら聴き”をする」のは、「毎日＋よ
く＋ときどき」＝「15.0％＋29.5％＋24.1
％」＝68.6％。図表には示していないが、成
績下位者ほど「“ながら聴き”」をしていると
いう成績差がみられ、どうやら家で音楽を聴
きながら勉強をしている様子が浮かんでくる。
「ＣＤを買う」は、「毎日＋よく＋ときど
き」＝「4.9％＋29.0％＋41.0％」＝74.9％で、
「レンタルＣＤを借りる」の「毎日＋よく＋
ときどき」＝「3.2％＋26.2％＋25.6％」＝55.0％
よりもずいぶん頻度が高い。「ときどき」の
割合で差がみられるように、そうしょっちゅ
う買いに行っているわけではないが、以前よ
りＣＤの値段が相対的に安くなっていること
で、借りるくらいなら買ってしまった方がい
いと考えているのだろう。表３－２のように
東京より秋田の方がＣＤをよく買っている。
「友だちとＣＤなどの貸し借りをする」と

「友だちとJ-POPや洋楽の話をする」は、他
の項目と回答の形式が違うが、前者が「よく
＋ときどき」＝「32.5％＋48.1％」＝80.6

％で、後者が「よく＋ときどき」＝「31.4％
＋37.7％」＝69.1％と、友だちと音楽を媒
介にした接触を持つことはごくふつうに行わ
れている。なお、この２項目は第４節で詳し
くみていく。
「外出時ポータブルＣＤプレーヤーなどで
音楽を聴く」のは、「毎日＋よく＋ときど
き」＝「15.1％＋17.3％＋22.5％」＝54.9
％で、半数強だった。筆者が高校生の時分に
は、もっと多かった気がするが、携帯電話に
押されているのかもしれない。
「カラオケに行く」は、「毎日＋よく＋とき
どき」＝「0.8％＋22.8％＋40.2％」＝63.8
％で、しょっちゅう行くものでもないが、半
数以上がしばしば歌いに行っているようだ。
表３－１のように男女差がみられ、男子より
女子の方がカラオケに行っている頻度がずい
ぶん高い。
「自由に楽器を演奏する」は、そんなに頻
度は高くないが、表３－１のように「毎日」
やっているのは、女子より男子の方が多い。
音楽学習経験とふだんの音楽行動をまとめ
てみよう。
男女別にみると、男子が友だちとバンドを
組んだり自分で好きな楽器を弾いたりする一
方、女子は音楽系部活動に入ったりピアノを
習ったりし、音楽番組を見てカラオケに通っ
ている。男女では音楽の学び方も音楽行動の
取り方も違っていて、男子は自分の世界で主
体的に、女子は消費社会を謳歌するように音
楽接触をしているようだ。
地域別にみると、音楽学習経験では、東京
は家庭でピアノを学ぶのに対して、秋田は学
校で学び、音楽行動では、東京より秋田の方
が消費社会の提供する音楽により接している。
地域差からは音楽の階層性と市場性が交錯し
ているようにみえる。本章ではあまり踏み込
まないが、今後取り組むべき非常に興味深い
課題である。
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図３－３　ふだんの音楽行動�

ときどき�
する�

家でCDなどを聴く� 55.3 25.1 12.5

毎日のようにする� よくする�

無回答0.7

あまりしない3.1
ほとんどしない1.8

まったくしない1.5

（％）�

友だちとCDなどの�
貸し借りをする�

32.5 48.1 11.4 4.6

よくある� ときどきある� あまりない�

無回答3.3

音楽番組を聴く�

好きな歌をダウンロー�
ドする�

CDを買う�

34.1 35.4 18.8 5.3 3.5
2.6

0.3

“ながら聴き”をする� 15.0 29.5 24.1 9.7 8.8 12.7 0.2

4.9 29.0 41.0 11.3 8.1 5.3 0.4

レンタルCDを借りる� 3.2 26.2 25.6 13.9 11.5 18.9 0.7

自由に楽器を演奏する� 10.7 10.8 16.0 9.1 10.0 42.7 0.7

カラオケに行く�

0.8

22.8 40.2 11.6 12.7 11.4 0.4

友だちとJ-POPや�
洋楽の話をする�

31.4 37.7 20.4 7.1 3.4

よくある� ときどきある� あまりない�

無回答�

外出時ポータブルCD�
プレーヤーなどで音楽�
を聴く�

15.1 17.3 22.5 9.5 13.0 21.7

よくする� ときどきする� ほとんどしない�まったくしない�

無回答0.9

あまりしない�

4.8 25.5 23.6 10.2 9.1 26.3

よくする� ときどきする�
ほとんど�
しない� まったくしない�あまりしない�

無回答0.4

コンサートやライブに�
行く�

0.1

4.7 26.9 11.8 20.3 35.1 1.0

曲をつくる�

2.2

6.6 8.2 9.1 71.5 1.1

まったくない�

まったくない�

毎日のようにする�

毎日のようにする�

1.3
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音楽には様々なジャンルがあるが、高校生
はそれらをどのようにイメージし、聴き分け
ているのだろうか。図３－４～図３－７のよ
うに、ふだん高校生がよく接しているジャン
ルからそうでないジャンルまで10種類の音楽
ジャンルを取り上げ、「親近感」「理解度」「気
分のもちよう」「心地ぐあい」の４つの側面か
ら、各ジャンルに対するイメージを検討し、
聴き分けの様子を考察してみよう。

親しみやすいジャンルは、高い順に「女性
ボーカル」（88.0％）、「癒し系バンド」（87.9
％）、「男性ボーカル」（85.4％）、「アイドル」
（71.8％）。近づきがたいジャンルは、高い順
に「唱歌」（77.8％）、「ジャズ」（70.2％）、「80
年代」（67.9％）、「クラシック」（62.2％）と
なっている。親しみやすいジャンルは、テレ
ビで聴いたりＣＤを買ってきて聴いたりと、
大量消費的に接する機会があるものだが、近
づきがたいジャンルは、学校で習うものや高
校生くらいでは自分から進んで聴かないと耳
にすることがあまりないもので、接する機会
の量と場面の違いがそのまま各ジャンルに対
する親近感になっているようだ。

わかりやすいジャンルは、高い順に「癒し
系バンド」（88 . 4％）、「女性ボーカル」
（87.4％）、「男性ボーカル」（85.2％）、「アイ
ドル」（70.7％）。よくわからないジャンルは、
高い順に「ジャズ」（77.6％）、「唱歌」（75.6％）、
「クラシック」（67 .3％）、「ヒップホップ」
（64.6％）となっている。わかりやすいジャ
ンルは、親しみやすいジャンルと同じで、ふ
だん接する機会の多さがそのままわかりやす
さにつながっているのだろう。よくわからな

いジャンルには２種類あるようだ。「唱歌」や
「クラシック」は、学校で接したことがあるは
ずで、「よくわからない」というよりは「難し
い」ということなのだろう。一方「ジャズ」
や「ヒップホップ」は、それに興味を持たな
いと接することがなくて体験をあまりしてい
ないことから、本当に「わからない」という
ことなのだろう。

気分が落ち着くジャンルは、高い順に「ク
ラシック」（91.1％）、「唱歌」（90.9％）、「80
年代」（89.3％）、「癒し系バンド」（89.1％）、
「男性ボーカル」（84.5％）。気分が盛り上が
るジャンルは、高い順に「アイドル」（94.5％）、
「ヒップホップ」（85.8％）となっている。「ク
ラシック」は必ずしも気分が落ち着くものば
かりではないのだが、ほとんどの高校生にそ
うイメージされているというのはおもしろい。
また同じJ-POPでも、気分が落ち着く「癒し
系バンド」や「男性ボーカル」と、気分が盛
り上がる「アイドル」や「ヒップホップ」と
いうように、はっきりと聴き分けがなされて
いる様子がうかがえる。

心地よいジャンルは、高い順に「女性ボー
カル」（90.8％）、「男性ボーカル」（89.5％）、
「癒し系バンド」（89.3％）、「洋楽」（86.7％）、
「クラシック」（72.2％）。心地悪いジャンル
には顕著な傾向はみられず、「唱歌」と「80
年代」でほぼ半々に分かれた程度である。癒
し系の音楽が流行っている現在、そのような
心情を的確に捉えた「女性ボーカル」「男性ボ
ーカル」「癒し系バンド」の音楽や、気分が落
ち着くと理解されている「クラシック」は、
文字どおり心地よく癒してくれるものなのだ
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c様々な音楽ジャンルのイメージ

３）気分のもちよう（図３－６）

４）心地ぐあい（図３－７）

１）親近感（図３－４）

２）理解度（図３－５）
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図３－４　親近感�
（％）�

親しみやすい� 近づきがたい�

女性ボーカル� 88.0 12.0

癒し系バンド� 87.9 12.1

男性ボーカル� 85.4 14.6

アイドル� 71.8 28.2

洋楽� 62.1 37.9

ヒップホップ� 47.9 52.1

クラシック� 37.8 62.2

80年代� 32.1 67.9

ジャズ� 29.8 70.2

唱歌� 22.2 77.8

無回答を削除した総和が100％になるようにしてある。�

図３－６　気分のもちよう�
（％）�

気分が落ち着く� 気分が盛り上がる�

クラシック� 91.1 8.9

唱歌� 90.9 9.1

80年代� 89.3 10.7

癒し系バンド� 89.1 10.9

男性ボーカル� 84.5 15.5

ジャズ� 60.8 39.2

女性ボーカル� 59.9 40.1

洋楽� 51.1 48.9

ヒップホップ�14.2 85.8

アイドル� 5.5 94.5

無回答を削除した総和が100％になるようにしてある。�

図３－５　理解度�
（％）�

わかりやすい� よくわからない�

癒し系バンド� 88.4 11.6

女性ボーカル� 87.4 12.6

男性ボーカル� 85.2 14.8

アイドル� 70.7 29.3

洋楽� 40.5 59.5

80年代� 38.5 61.5

ヒップホップ� 35.4 64.6

クラシック� 32.7 67.3

唱歌� 24.4 75.6

ジャズ� 22.4 77.6

無回答を削除した総和が100％になるようにしてある。�

図３－７　心地ぐあい�
（％）�

心地よい� 心地悪い�

女性ボーカル� 90.8 9.2

男性ボーカル� 89.5 10.5

癒し系バンド� 89.3 10.7

洋楽� 86.7 13.3

クラシック� 72.2 27.8

アイドル� 66.5 33.5

ヒップホップ� 61.2 38.8

ジャズ� 60.0 40.0

80年代� 53.8 46.2

唱歌� 47.9 52.1

無回答を削除した総和が100％になるようにしてある。�
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ろう。半面、強いメッセージ性を持った言葉
とそのノリが重要な「ヒップホップ」や、今
の高校生の心情とはずれている可能性のある
「唱歌」や「80年代」はイメージが分かれた
とみることができよう。結果が不思議なのが
「洋楽」だが、歌詞を聞かなくていいという
ことと、最近オールディーズの「洋楽」がイ
ージーリスニング的に流行っていることが影
響しているのかもしれない。
以上の４つの側面から、やや強引だが各ジ
ャンルに対するイメージを整理してみよう。
アイドル：親しみやすく、わかりやすく、
気分が盛り上がる音楽。
癒し系バンド：親しみやすく、わかりやす
く、気分が落ち着き、心地よい音楽。
ヒップホップ：よくわからないが、気分が
盛り上がる音楽。
女性ボーカル：親しみやすく、わかりやす
く、心地よい音楽。
男性ボーカル：親しみやすく、わかりやす

く、気分が落ち着き、心地よい音楽。
80年代：近づきがたいが、気分が落ち着く
音楽。
ジャズ：近づきがたく、よくわからない音
楽。
洋楽：心地よい音楽。
クラシック：近づきがたく、よくわからな
いが、気分が落ち着き、心地よい音楽。
唱歌：近づきがたく、よくわからないが、
気分が落ち着く音楽。

多くの側面があげられているジャンルほ
ど、音楽のイメージをはっきり持って聴き分
けているということになるのだろうか。実際、
「癒し系バンド」と「男性ボーカル」以外は
すべて違う組み合わせになっており、高校生
はそれぞれのイメージにしたがい、TPOに応
じて様々な音楽ジャンルをしっかり聴き分け
ているにちがいない。

ここまで検討してきたような高校生の音楽
へのかかわり方に差異をもたらす要因はいっ
たい何であろうか。その要因を様々な角度か
ら探ってみよう。
まず、社会学では一般に、階層性が音楽行
動や音楽の好みを規定する要因の１つと考え
られてきた。具体的には、文化的経済的に恵
まれた環境にいる人の方が音楽行動が盛んだ
ったり、クラシックに親和的だったりすると
いわれてきた。今回の調査でもそのことがい
えるかどうかを確認してみよう。
表３－３は、父親の学歴別にみた「習い事
経験」と個人的な音楽行動の様子をまとめた
ものである。父親の学歴は、家庭環境におけ
る文化的経済的な階層性の指標の１つとして
よく用いられるものである。また「習い事経
験」の有無は、ピアノやそれ以外の楽器を１つ

でも習ったことがあるかどうかで分類した。
「習い事経験」があるのは、父親の学歴が

「中学・高校卒業、専門・専修学校卒業（以
下、中高～専門卒）」だと46.8％なのに対し
て「短大・高専卒業、大学・大学院卒業（以
下、短大～大学卒）」では63.7％と10数ポイ
ントの差がみられ、たしかに階層性が反映さ
れている。しかし、個人的な音楽行動の頻度
にはいずれもほとんど差異がみられないので
ある。また、図表には示していないが、クラ
シック音楽に対するイメージも、「親近感」
と「理解度」では「短大～大学卒」の方が親
和的な傾向があるものの、「気分のもちよう」
と「心地ぐあい」では差がなく、クラシック
を聴くという点では、階層による親和性の差
はみられない。さらに、「クラシックは勉強
っぽい」と思うかどうか尋ねた質問でも父親

v音楽へのかかわり方を分けるものは何か？
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の学歴による差がまったくみられなかった。
これらは音楽の階層性に関する従来の知見と
は異なるものといえよう。
次に、音楽教育学の領域では、音楽学習経
験がその後の音楽行動や音楽の好みに影響し
ていると考えられている。今回の調査でもそ
のことがいえるだろうか。まず、図表はない
が、クラシックへの親和性は、ピアノなどの

音楽学習経験のある方が当然のことながら高
かった。しかし、表３－４から「習い事経験」
の有無別に個人的な音楽行動の様子をみてみ
ると、さすがに「自由に楽器を演奏する」で
は「習い事経験」のある方が頻度が高いもの
の、「外出時ポータブルＣＤプレーヤーなど
で音楽を聴く」「家でCDなどを聴く」頻度に
はまったく差がみられない。音楽鑑賞は、長

表３－３　音楽学習経験と個人的な音楽行動 × 父親学歴�

（％）�

中学・高校卒、�
専門・専修学校卒�

短大・高専卒、�
大学・大学院卒�

�
習い事経験�

�

外出時ポータブルCD�
プレーヤーなどで�
音楽を聴く�
�

�

家でCDなどを聴く�

�

�

自由に楽器を演奏する�

習い事あり�

習い事なし�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

46.8�

53.2�

14.0�

17.3�

20.8�

57.6�

26.1�

12.3�

10.5�

9.8�

16.3

63.7�

36.3�

17.0�

17.4�

25.1�

55.0�

25.7�

12.0�

10.2�

13.4�

17.3

表３－４　個人的な音楽行動 × 音楽学習経験�

（％）�

習い事あり� 習い事なし�

�

外出時ポータブルCD�
プレーヤーなどで�
音楽を聴く�

�

家でCDなどを聴く�

�

自由に楽器を演奏する�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

14.9�

16.5�

23.2�

55.4�

25.5�

11.8�

10.8�

14.1�

21.3

15.3�

18.8�

22.4�

56.2�

25.1�

13.0�

10.6�

7.2�

10.1
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じてからの音楽行動で最も頻度の高いもので
あるが、それに音楽学習経験が影響を与えて
いないということなのである。
どうして階層や音楽学習経験による説明力
が落ちたのだろうか。階層については、第２
節で検討した地域差がこれまでの常識とは違
う傾向だったこともふまえて考えると、情報
へのアクセスが簡単になったことで音楽の市
場化が進んだこと、ＣＤなどの音楽情報の値
段が相対的に安くなってきていることで市場
性も経済的な壁が高くないことなどから、階
層による障壁が低くなってきたとみることが
できそうだ。
音楽学習経験については、第３節で検討し
た様々な音楽ジャンルに対するイメージをふ
まえて考えると、音楽の市場化に伴って、学校
や習い事で学ぶ音楽と消費社会で流通する音
楽とが従来のような二項対立ではなくなり、
音楽に対する意味づけが多様化してきたこと
などから、特定の音楽学習経験が音楽行動全
般を強く規定できなくなったとみることがで
きそうだ。
では、かわりにどんな要因が考えられるの
だろうか。
本論では、音楽を“メディア”として使う
かどうかという点に注目してみたい。という
のも、消費社会において音楽情報の市場化が
進んだこと、つまり音楽情報へのアクセスが
容易になり、音楽ジャンルが多様化したこと
で、階層との対応が弱まったり、TPOに応じ

たジャンルごとの聴き分けがなされるように
なったりしているとしたら、高校生にとって
音楽とは、文化的活動や単なる消費の対象と
いうだけでなく、様々な場面からなる彼らの
日常生活を生き抜く戦略、道具立ての１つに
なっているかもしれないからだ。
そうだとしたら、人間関係を成立させる媒
介や道具として音楽をみている傾向が強いか
弱いかが、音楽へのかかわり方を左右する要
因の１つだと考えられないだろうか。
そこで、この考え方にしたがって、友人関
係について尋ねた質問のうち、音楽を媒介
的・道具的に使っているかどうかを問うた
「友だちとＣＤなどの貸し借りをする」「友だ
ちとJ-POPや洋楽の話をする」の２項目を使
って分析を進めてみよう１）。
まず、表３－５から２項目とこれまでにも
検討してきた属性・特性との関係を確認して
おこう。「よく＋ときどき」の肯定的な回答
の割合でみていくと、男女差と地域差では、
男子より女子の方が、また東京より秋田の方
が、「ＣＤなどの貸し借り」「音楽に関する話」
ともにやっている割合がやや高い。これらは
第２節でみた音楽行動の男女差や地域差と対
応している。
「父親学歴」と「習い事経験」では、「短大～
大学卒」より「中高～専門卒」の方が、また
「習い事経験」のない方よりある方が、「ＣＤ
などの貸し借り」「音楽に関する話」ともに
やっている割合が数ポイント高い。先にみた
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表３－５　友だちとのCDなどの貸し借り、音楽に関する話の様子×属性�

（％）�

性別�

男子� 女子�

地域�

東京� 秋田�

父親学歴�
中高～�
専門卒�

短大～�
大学卒�

習い事経験�

あり� なし�

友人数�
友人�
数少�

友人�
数多�

�友だちとCDな�
どの貸し借り�
をする�

　�
友だちとJ-POP�
や洋楽の話を�
する�

よくある�

ときどきある�

よくある�

ときどきある�

38.5�

47.8�

36.9�

39.7

27.0�

52.9�

28.4�

35.7

35.1�

45.5�

32.8�

36.6

32.0�

53.5�

31.8�

41.1

29.5�

51.8�

31.9�

39.2

39.9�

46.7�

34.6�

38.9

39.4�

46.7�

34.2�

38.0

27.8�

52.9�

30.7�

39.9

31.1�

55.7�

31.6�

42.0

36.1�

43.8�

33.4�

35.9
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個人的な音楽行動と違って、人間関係を媒介
する音楽行動には差がみられたことになる。
しかし、これらの行動は、友人規模に影響
されている可能性がある。つまり、友だちの
数が多ければ、それだけ友だちとの接触も高
くなり、これらの行動をとる頻度も高くなる
可能性があるということだ。そこで、その点
を確認すると、たしかに友人数が多いほど、
頻度が高くなっており、音楽行動の分析をす
る際には、友人規模を考慮する必要がある。
以下の分析では、回答傾向や属性・特性と
の関係がほぼ似ていることから、この２項目
に対する回答の尺度の数字を足し合わせたも
のを「ツール的使用」変数として用いること
にする。足し合わせた結果をまとめたのが表
３－６である。点数が低いほどツール的使用
をしており、高いほどツール的使用をしてい

ないことになる。第２節でみたように、友だ
ちと音楽を媒介にした接触を持つことはごく
普通のことなので、やや低い点数に偏ってい
る。分析にあたっては、便宜的に２点から３
点を「ツール的使用」（38.8％）、４点から８
点を「非ツール的使用」（61.2％）の２つに
分類して用いる２）。
表３－７から、「ツール的使用」別にみた
個人的な音楽行動の様子はどうなのか、友人
規模を統制したうえで、表３－３、表３－４
と同じ項目でみてみよう。まず、表には示し
ていないが、個人的な音楽行動は友人規模に
ほとんど左右されていないことを確認してお
く。つまり表に示された数値のズレは、「ツ
ール的使用」をするかどうかによるものとい
える。「外出時ポータブルＣＤプレーヤーな
どで音楽を聴く」のは、「ツール的使用」者

表３－６　音楽の「ツール的使用」の粗点分布�

（％）�

２点�

22.5

３点�

16.3

４点�

30.1

５点�

18.1

６点�

7.6

７点�

2.4

８点�

3.0

ツール的使用� 非ツール的使用�
注）２項目の合算点。「よくある」を１とするので、粗点は２点から８点まで分布する。�

表３－７　個人的な音楽行動 × 友人規模で統制した「ツール的使用」�

（％）�

友人数少（20人未満）�

ツール的に�
使う�

ツール的に�
使わない�

友人数多（20人以上）�

ツール的に�
使う�

ツール的に�
使わない�

�
外出時ポータブルCDプ�
レーヤーなどで音楽を�
聴く�

�

家でCDなどを聴く�

�

自由に楽器を演奏する�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

毎日のようにする�

よくする�

ときどきする�

8.2�

16.5�

22.9�

41.3�

29.4�

20.2�

6.4�

9.1�

16.4

24.1�

21.9�

20.7�

76.3�

17.8�

4.1�

18.3�

15.3�

16.4

12.1�

13.5�

25.6�

44.2�

31.8�

16.1�

4.8�

7.9�

14.1

20.6�

21.3�

18.4�

70.6�

19.9�

8.1�

16.2�

12.5�

16.9
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では「毎日＋よく」で40％強なのに対して、
「非ツール的使用」者では25％ほどにすぎな
い。「家でＣＤなどを聴く」を「毎日」のよ
うにするのは、「ツール的使用」者では
70.6％なのに対して、「非ツール的使用」者
では44.2％と大きな差がある。「自由に楽器
を演奏する」のは、「ツール的使用」者では
「毎日＋よく」で30％前後なのに対して、「非
ツール的使用」者では15％前後にすぎない。
さらに友人規模を合わせて考えると、「ツ
ール的使用」者では、友人規模が小さい方より
大きい方がより個人的な音楽行動をとる頻度
が高くなっている点に注目できる。先に述べ
たように友人規模が直接個人的な音楽行動を
左右しないことから、たくさんいる友だちと
の関係を維持するために、音楽をツール的に
使用するべく、個人的な音楽行動の頻度が高
くなったと考えられるのである。
高校生は、家庭の階層や音楽学習経験にか

かわらず、一定の個人的な音楽行動をとって
いたが、「ツール的使用」で分けてみると、
個人的な音楽行動の頻度に違いがみられた。
このことは、音楽をツール的に使用する者と
使用しない者では、音楽に対する意味づけ方
に違いがあるからと考えられないだろうか。
次節では、いよいよ音楽に対する負の感情と
「ツール的使用」との関係について検討して
いくことにしよう。

〔注〕

１）なお、これらの項目には、音楽行動をしないか

ら、ＣＤなどの貸し借りも音楽の話もしないという

高校生が一定程度含まれているはずである。そのこ

とには十分考慮すべきであるが、分析の主眼は、音

楽行動の量的な特徴よりも、音楽に対する意識やか

まえにあり、十分妥当性が維持されていると考える。

２）なお、サンプルの偏りを防ぎ、「ツール的使用」

を厳しく定義するために、個々の項目への回答傾向

とは異なり、やや「ツール的使用」の割合が少なく

なっていることに留意する必要がある。
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高校生は音楽に対してどのような意味づけ
方をしているのだろうか。また音楽をツール
的に使用する者としない者で、意味づけ方に
違いがあるのだろうか。ここでは、音楽に対
する負の感情のもちように注目して、「どん
なときに音楽を聴きたくなったり聴きたくな
かったりするのか」「音楽がなくなったらど
うなると思うか」「どんなときに音楽が嫌い
になるのか」という３つの側面から音楽に対
する意識を検討してみよう。

どんなときに音楽を聴きたくなったり聴き
たくなかったりするのかをまとめたのが図
３－８である。音楽を聴きたくなるときは、
高い順に「ひまなとき」（84.9％）、「気分がい
いとき」（67.1％）、「なにもやりたくないとき」

（60.7％）、「落ち込んでいるとき」（58.7％）。
音楽を聴きたくないときは、高い順に「集中
しているとき」（45.6％）、「疲れて休みたい
とき」（32.6％）、「悩んでいるとき」（26.2％）
となっている。また、回答が分かれたのは、
「勉強しているとき」（「聴きたくなる」：
「どちらでもない」：「聴きたくない」＝
44：35：21）、「盛り上がっているとき」（34：
47：19）、「悩んでいるとき」（39：35：26）、
「疲れて休みたいとき」（36：31：33）だった。
ほとんどが「ひまなとき」に音楽を聴きた
くなっていて、それは“間”を埋めるためだ
ろう。「気分がいいとき」にも聴きたくなる
が、「なにもやりたくないとき」「落ち込んで
いるとき」にも聴きたくなっており、ノリの
いい音楽と癒し系の音楽を聴き分けていると
いうことだろう。その一方で、癒し系の音楽
が流行っているはずなのに、「疲れて休みた

b音楽に対する負の感情

１）音楽を聴きたくなったり聴きたくな
かったりするのはどんなときか？
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いとき」には音楽を聴きたくないという割合
が目立っていたり、「盛り上がっているとき」
に「どちらでもない」という回答が半数近かっ
たりというのは、非常に興味深い結果である。
ところで、「集中しているとき」は半数近く
が音楽を聴きたくないのに、「勉強している
とき」は逆に半数近くが音楽を聴きたくなっ
ている。この２つは本来同居するものではな
いのだろうか。そこで、「集中しているとき」
と「勉強しているとき」をかけあわせてみると、
「集中しているとき」に音楽を聴きたくなる

人のうち84.5％が、「勉強しているとき」に
も音楽を聴きたくなっていた。一方で「集中
しているとき」に音楽を聴きたくない人が
「勉強しているとき」には、28.1％が音楽を
聴きたくなっており、音楽を聴きたくない人
は41.2％にとどまっていたのである。第２節
で「ながら聴き」と成績との関係に言及した
が、単にながら聴きがいけないのではなく、
どうやら勉強しているときに集中していない
高校生がいることが原因のようだ。

図３－８　音楽を聴きたいときと聴きたくないとき�

音楽を聴きたくなる�
どちらで�
もない�

音楽を�
聴きたくない�

ひまなとき�

気分がいいとき�

84.9

なにもやりたくないとき�

67.1

落ち込んでいるとき�

イライラしているとき�

58.7

勉強しているとき�

49.3

悩んでいるとき�

44.2

疲れて休みたいとき�

39.2

36.1

12.9 2.2

27.5 5.5

60.7 25.7 13.6

27.8 13.5

31.7 19.0

34.5 21.3

34.6 26.2

31.3 32.6

盛り上がっているとき�

集中しているとき�

47.2 19.3

16.2 38.2 45.6

（％）�

33.5

無回答を削除した総和が100％になるようにしてある。�
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さて、表３－８から「ツール的使用」別に特
徴をみてみよう。「ツール的使用」者と「非
ツール的使用」者では、すべての項目で差が
みられた。つまり、ツール的に使用する方が、
どんな場合でもより音楽を聴きたくなる傾向
がある。特に「気分がいいとき」「盛り上が
っているとき」「落ち込んでいるとき」「イラ

イラしているとき」といった感情の変化があ
ったときにその傾向が強くなっている。一方、
ツール的に使用しない方が音楽を聴きたくな
い傾向がみられるのは、「集中しているとき」
「盛り上がっているとき」「疲れて休みたいと
き」だった。いずれも「聴きたくない」割合
が高かったり、「どちらでもない」割合が高か
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表３－８　音楽を聴きたいときと聴きたくないとき × 「ツール的使用」�

（％）�

ツール的に使う�ツール的に使わない�

�

勉強しているとき�

�

�

集中しているとき�

�

�

ひまなとき�

�

�

盛り上がっているとき�

�

�

気分がいいとき�

�

�

なにもやりたくないとき�

�

�

イライラしているとき�

�

�

悩んでいるとき�

�

�

落ち込んでいるとき�

�

�

疲れて休みたいとき�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

音楽を聴きたくなる�

どちらでもない�

音楽を聴きたくない�

40.3�

36.6�

23.1�

13.5�

39.0�

47.5�

80.4�

17.0�

2.6�

26.8�

51.9�

21.4�

59.2�

33.5�

7.2�

54.4�

30.7�

15.0�

42.7�

37.5�

19.8�

34.1�

38.6�

27.3�

51.5�

33.8�

14.7�

30.5�

34.4�

35.0

49.3�

31.4�

19.3�

20.0�

38.1�

41.8�

93.1�

5.3�

1.6�

43.9�

40.4�

15.7�

79.6�

17.7�

2.8�

70.9�

17.5�

11.6�

59.9�

22.8�

17.3�

47.3�

27.7�

25.0�

69.9�

17.7�

12.4�

44.9�

26.4�

28.7
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ったりする項目である。「ツール的使用」者
にとって音楽は、その時々の状況を演出する
道具の意味があるが、「非ツール的使用」者
は、他に関心が向いているときに音楽を副次
的に使おうとはしていないことがわかる。

音楽がまったくなくなってしまったら、自
分はどんなふうになると思うかをまとめたの
が図３－９である。「とても＋やや」で高い順
にみていくと、「感性がなくなる」（65.3％）、
「やる気がなくなる」（63.2％）、「ストレスがた
まる」（61.9％）、「時間をもてあます」（59.6％）、
「イライラしたり怒ったりしやすくなる」（57.0％）
となっていて、高い支持を得た項目はなかっ
た。一方で、「あまり変わらない」に否定的に

回答した割合は「あまり＋まったく」で70.7％
にも上っている。多くの高校生が主に精神面
で音楽になんらかの役割は期待しているのだ
が、音楽がなくなることで、みんなに共通し
た変化が起きるわけではなく、音楽の意味づ
け方や使い方の違いに応じて異なる変化が起
きると考えているということになろう。
ところで、「集中しているとき」に聴きた
くなるか聴きたくないかを尋ねた項目と、音
楽がなくなったら「集中力がなくなる」と思
うかを尋ねた項目の関係をみてみたところ、
「聴きたくなる」人のうち27.8％が集中力が
なくならないと答え、「聴きたくない」人の
うち37.1％が集中力がなくなると答えてい
た。両質問間の回答の一致度は必ずしも高い
わけではなく、音楽はないよりはあった方が
いいだろう、という感じで捉えているようだ。
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２）音楽がなくなったらどうなると
思うか？

図３－９　音楽がなくなってしまったらどうなると思うか�

とてもそう思う� ややそう思う� あまり�
そう思わない�

まったくそう�
思わない�無回答�

感性がなくなる�

やる気がなくなる�

35.5

ストレスがたまる�

32.3

時間をもてあます�

31.8

イライラしたり怒った�
りしやすくなる�

32.6

集中力がなくなる�

30.4

悩むようになる�

18.8

あまり変わらない�

18.8

9.7

29.8 23.3 10.8 0.5

0.5

0.5

0.4

0.7

0.4

0.5

30.9 26.3

30.1 25.6 12.1

27.0 27.3 12.6

26.6 30.3 12.1

0.4

21.4 42.3 17.0

19.1 31.0 39.7

10.0

30.6 36.6 13.6

（％）�
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さて、表３－９から「ツール的使用」別に
特徴をみてみよう。「ツール的使用」者と
「非ツール的使用」者では、すべての項目で
10ポイント以上の差がみられた。つまり、ツ
ール的に使用する方が、「あまり変わらない」
に78.0％が否定的に回答しているなど、どん
な変化についてもそうなると思う傾向があ
る。特に、感情の変化よりも「やる気がなく
なる」「集中力がなくなる」という項目で
「非ツール的使用」者との差が大きい。また
「非ツール的使用」者のうち60.8％が「感性が
なくなる」と答えている。これらから、「ツ
ール的使用」者はなにかをするときの補助と
して、「非ツール的使用」者は感情を表すも
のとして、音楽を捉えていることがわかる。

どんなときに音楽が嫌いになるのかについ
て、全体と「ツール的使用別」をまとめたの
が表３－10である。「とても＋やや」で全体
値を高い順にみていくと、「嫌いな音楽を聴
いたとき」（37.5％）、「音楽の授業で評価さ
れるとき」（36.0％）、「うまく歌ったり演奏でき
なかったとき」（34.1％）となっていて、全般に

嫌いにならない傾向が強かった。「嫌いな音
楽を聴いたとき」に音楽を嫌いになるのは当
然として、「雑音のような音楽」（27.2％）や
「わからない音楽」（27.1％）を聴いたときに
は相対的に抵抗感が低かったのは興味深い。
「ツール的使用」別に特徴をみてみると、

「ツール的使用」をするかどうかで差がみら
れたのは、「雑音のような音楽を聴いたとき」
と「わからない音楽を聴いたとき」だけで、
ツール的に使用する方が嫌いにならない傾向
が強かった。２項目とも「とても」と「やや」
を合わせた「嫌いになる」という回答には差
がみられず、「まったく嫌いにならない」と
いう回答で10ポイント近い差がみられたので
ある。
第３節でみたクラシックや唱歌のように、
よくわからない音楽でも気分が落ち着いたり
心地よかったりする音楽もあることや、学校
で音楽の勉強中にも音楽が嫌いにならない傾
向が強いこともふまえると、今日の高校生、
特に「ツール的使用」者は、特定の音楽性に
基づいて特定の音楽に深くコミットするので
はなく、どんなジャンルの音楽に対しても抵
抗感なく接するということなのだろう。
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３）音楽が嫌いになるのはどんなときか？

表３－９　音楽がなくなってしまったらどうなると思うか�
　　　　　× 「ツール的使用」�

（％）�

ツール的に使う�ツール的に使わない�

集中力がなくなる�

やる気がなくなる�

イライラしたり怒ったり�
しやすくなる�

時間をもてあます�

悩むようになる�

ストレスがたまる�

感性がなくなる�

あまり変わらない�

そう思う�

そう思う�

そう思う�

そう思う�

そう思う�

そう思う�

そう思う�

そう思わない�

�

42.3�

56.6�

52.3�

53.6�

34.3�

56.8�

60.8�

66.4

61.7�

74.7�

65.8�

69.4�

50.3�

70.7�

73.1�

78.0
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表３－10　どんなときに音楽が嫌いになるか × 「ツール的使用」�

（％）�

ツール的に使う�ツール的に使わない� 全　体�

�

うまく歌ったり演奏�
できなかったとき�

�

�

雑音のような音楽を�
聴いたとき�

�

�

嫌いな音楽を聴いた�
とき�

�

�

わからない音楽を聴�
いたとき�

�

�

学校で音楽の勉強を�
しているとき�

�

�

音楽の授業で評価さ�
れるとき�

とても嫌いになる�

やや嫌いになる�

あまり嫌いにならない�

まったく嫌いにならない�

とても嫌いになる�

やや嫌いになる�

あまり嫌いにならない�

まったく嫌いにならない�

とても嫌いになる�

やや嫌いになる�

あまり嫌いにならない�

まったく嫌いにならない�

とても嫌いになる�

やや嫌いになる�

あまり嫌いにならない�

まったく嫌いにならない�

とても嫌いになる�

やや嫌いになる�

あまり嫌いにならない�

まったく嫌いにならない�

とても嫌いになる�

やや嫌いになる�

あまり嫌いにならない�

まったく嫌いにならない�

8.8�

25.3�

36.4�

28.9�

7.7�

19.5�

39.6�

32.8�

12.4�

25.1�

37.0�

25.1�

6.5�

20.6�

42.9�

29.6�

7.0�

16.1�

42.0�

33.0�

12.3�

23.7�

35.7�

26.9

9.8�

25.3�

37.8�

27.3�

8.9�

19.2�

41.7�

30.2�

11.6�

25.5�

38.8�

24.1�

6.4�

20.1�

47.3�

26.3�

7.9�

15.5�

44.2�

32.4�

11.8�

23.5�

39.1�

25.7

7.1�

26.7�

33.8�

32.4�

5.3�

20.5�

35.9�

38.3�

13.6�

25.2�

33.5�

27.6�

5.9�

22.1�

36.1�

35.9�

6.4�

17.9�

40.4�

35.3�

13.3�

26.0�

31.5�

29.2

全体の数値は、無回答を含めて100％になるため、表中の総和では100％にならない。「ツール別使用」�
別の数値は無回答を削除しているため、表中の総和は100％になる。�

前節まで、高校生の音楽行動や意識につい
て、実態とその特徴を「ツール的使用」とい
う概念を軸に検討してきた。最後に、高校生
にとって音楽とは何かということを考えてま
とめに代えることにしたい。具体的には、接
触する音楽を選ぶときの選択基準と、生活や
人生の中での音楽の位置といった、彼らの音
楽に対するかまえを検討する。
まず、音楽の選び方を図３－10からみてい

こう。聴く歌は「アーティストより曲で選ぶ」
のは「とても＋やや」＝78.1％で、個々の楽
曲志向が強い。歌は「メロディより歌詞の方
が大切だと思う」のは、「とても＋やや」＝
46.2％で、ややメロディ派の方が多い。「試
聴やジャケットだけでＣＤを買うことがあ
る」のは、「とても＋やや」＝16.9％にすぎ
ない。
では、表３－11から「ツール的使用」別に

n高校生にとって音楽とは何か？
―まとめに代えて―
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みてみよう。「ツール的使用」では、ツール
的に使用する方が、「アーティストより曲」
志向がやや強く、「メロディより歌詞」志向
がみられ、「試聴やジャケット」だけでCDを
買うことがある。楽曲志向は、いい音楽なら
なんでもいいとか、売れている曲を選ぶとい
うことだろう。歌詞志向は、その歌のメッセ
ージで自分の気持ちを代弁させたいというこ
とだろう。試聴やジャケットだけでCDを買
うのは、とにかくいろいろな音楽を試してみ
るということだろう。このように、「ツール
的使用」別にみると、音楽の選び方にも音楽
本位か否かという違いがみられるのである。
一方、同じく表３－11から「音楽学習経験」
別にみると、３項目ともほとんど差がなく、
楽器を習ったことがあるかどうかは、音楽の
選び方に影響しないということになる。
次に、生活や人生の中での音楽の位置につ
いて図３－10と表３－11からみていこう。
「音楽で人生が大きく変わった」という人は、
「とても＋やや」＝「15.2％＋26.5％」＝41.7％
だった。「音楽学習経験」別にも「習い事経

験」がある方がやや肯定的だが、「ツール的
使用」別にみると、「とても＋やや」＝
「22.0％＋30.7％」＝52.7％で、半数強が音楽
で人生が大きく変わった経験を持っているこ
とがわかる。
「自分の生活の中で音楽は必要だ」という
人は、「とても＋やや」＝「60.6％＋28.0％」＝
88.6％と、多くの高校生が自分の生活の中で
音楽が必要だと思っている。これを音楽学習
経験別にみると、経験がある場合が「とて
も＋やや」＝「65.5％＋25.3％」＝90.8％で、
ない場合が「とても＋やや」＝「56.1％＋
31.3％」＝87.4％と、やや経験者の方が肯定
的なものの、どちらにとっても音楽は必要な
ようである。ところが、「ツール的使用」別
にみると、「非ツール的使用」者が「とて
も＋やや」＝「49.6％＋34.6％」＝84.2％と
やや低めなのに対して、「ツール的使用」者
では「とても＋やや」＝「78.7％＋18.1％」＝
96.8％と、「とても」の値が非常に大きいば
かりでなく、ほとんど全員が自分の生活の中
で音楽が必要だと思っているのである。

図３－10　音楽に対するかまえ�

（％）�

とてもあてはまる� ややあてはまる� あまりあてはまらない�

アーティストより�
曲で選ぶ�

自分の生活の中�
で音楽は必要だ�

60.6

49.428.7

メロディより歌詞�
の方が大切だ�

音楽で人生が�
大きく変わった�

8.4

試聴やジャケットだけで�
CDを買うことがある�
�

15.2

13.33.6

28.0 8.3 2.4

0.7

まったく�
あてはまらない�

無回答�
0.6

0.9

0.5

0.6

17.5 3.9

37.8 46.1 6.8

26.5 31.5 26.3

32.4 50.0
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本章の分析を通じて明らかになったこと
は、第一に、高校生の音楽行動や音楽に対す
る意識、かまえの特徴を「ツール的使用」と
いう概念を通してみてみると、「ツール的使
用」者のように、人間関係やなんらかの対象
物とのかかわりを成立させる媒介や道具とし
て捉えるかかわり方と、「非ツール的使用」
者のように、音そのものにかかわろうとする
かかわり方とがあるとみることができるので
はないかということである。
第二に、高校生全体の音楽とのかかわり方
は、所属する階層や音楽学習経験によって特
定の音楽性と価値観を身につけ、特定の音楽

に深くコミットするという従来型のものでは
なくなり、TPOに応じて多様な音楽に抵抗な
く接するようになってきたということだろう。
そのようにみていくと、高校生の音楽への
かかわり方は、一見道具的にみえるが、彼ら
にとって音楽は、文化的活動の対象でも、単
なる消費の対象でもない。音楽は、多様な人
間関係や感情の起伏が生じたときなど、自分
の生活の様々な場面に“ツール”として介在
する生活の一部だったり、常に自分とその出
来事や状況との間にいる“メディア”として
自分自身の人生を変えたりするもの－そう、
高校生の生き方、高校生自身が音楽なのだ。
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表３－11　音楽に対するかまえ × 「ツール的使用」・音楽学習経験�

（％）�

ツール的に使う�ツール的に使わない� 習い事なし�

�

アーティストより�
曲で選ぶ�

�

�

メロディより�
歌詞の方が大�
切だ�

�

�

試聴やジャケット�
だけでCDを買う�
ことがある�

�

�

音楽で人生が�
大きく変わっ�
た�

�

�

自分の生活の�
中で音楽は必�
要だ�

とてもあてはまる�

ややあてはまる�

あまりあてはまらない�

まったくあてはまらない�

とてもあてはまる�

ややあてはまる�

あまりあてはまらない�

まったくあてはまらない�

とてもあてはまる�

ややあてはまる�

あまりあてはまらない�

まったくあてはまらない�

とてもあてはまる�

ややあてはまる�

あまりあてはまらない�

まったくあてはまらない�

とてもあてはまる�

ややあてはまる�

あまりあてはまらない�

まったくあてはまらない�

29.0�

48.7�

17.2�

5.1�

7.7�

38.4�

44.7�

9.2�

4.1�

13.6�

33.4�

48.9�

12.8�

24.9�

31.8�

30.5�

56.1�

31.3�

9.4�

3.3

習い事あり�

28.9�

50.1�

18.0�

3.0�

9.5�

38.0�

48.1�

4.4�

3.4�

13.0�

32.4�

51.3�

17.6�

28.0�

31.9�

22.5�

65.5�

25.3�

7.5�

1.7

26.5�

50.8�

18.0�

4.7�

8.3�

35.0�

49.2�

7.5�

2.5�

9.7�

32.2�

55.6�

11.0�

23.8�

32.7�

32.5�

49.6�

34.6�

12.0�

3.8

31.7�

48.8�

16.7�

2.8�

9.1�

42.9�

42.1�

5.9�

5.3�

19.5�

32.5�

42.6�

22.0�

30.7�

29.7�

17.5�

78.7�

18.1�

2.8�

0.4
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マスメディア（新聞・テレビ・ラジオ・雑
誌など）から流れてくる情報は年々増大して
いる。ここではマスメディアの代表としてテ
レビに関して調査した結果をみていきたい。
本章の目的は、高校生のテレビ情報の受けと
め方について探ることにある。
これまでのマスメディアに関する研究で
は、視聴者はテレビから流れる情報に対して
受動的という見方が強かった。高校生は氾濫
する情報に対して、なすがままという認識が
なされていた。しかし近年、能動的なテレビ
視聴者（文字や画像を１つのテキスト＜=素
材＞として読み込み、テキスト内容を独自の
視点で読み替え、作り変えていく人々）を研
究するカルチュラル・スタディーズという手
法が浮上してきた。この考え方と手法を参考
にして、高校生のテレビ視聴行動をみる。
まずは、日常的な視聴態度などテレビへの
接触傾向をみる。次いで、ニュース番組（情

報）への感じ方・受けとめ方を素材として、
高校生がニュースやメディアからの情報につ
いて、どのくらい能動的に行動しているのか
について探る。
今回のサンプルは首都居住の高校生（東京）
と非都市部に居住する高校生（秋田）である。
果たして、マスメディアからもたらされる意
識は全国一様なのであろうか。もしくは、住
む地域によって情報行動に大きな影響があら
われるのであろうか。それとも、地域以外の
要素（性別・親の学歴・家の本の数・衛星放
送など有料放送への加入の有無・成績・友だ
ちの特性など）によって、大きく異なるので
あろうか。いくつかの質問項目について属性
別や作成したタイプ別に分析した結果、高校
生がテレビからの情報をどのように受けと
め、日常生活を送っているのか、くわしくみ
ていきたい。
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高校生のテレビ視聴
－ニュース番組の見方・感じ方－

第４章

zはじめに
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１）視聴時間

まずは、高校生が一日にどのくらいテレビ
を見ているのか、その程度をみよう。すると
図４－１にあるように、「90～120分」が
18.6％、「60～90分」が16.5％、「120～150分」
15.8％と１時間から２時間30分見ている者が

半数近くいることになる。この視聴時間を数
値化して出した平均時間は、全体で144.8分
となった（表４－１）。
視聴時間について属性別にみていこう。表
４－２のように、性別では、女子に「30～60
分」「120～150分」が多く、男子に「60～90分」
「90～120分」が多い。しかし、全体と大きく
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xテレビ視聴時間とよく見る時間帯

図４－１　一日のテレビ視聴時間�
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240
分
以
上�
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回
答�

表４－１　一日のテレビ視聴平均時間�

1335

144.8

71.4標準偏差�

平均値�

度　数�

（平均値単位は分）�

注）表４―１の平均時間の算出方法は、それぞれの回答を以下の数�

　 値に置き換えた。「０分」を０、「０～30分」を30、「30～60分」�

　 を60、「60～90分」を90、「90～120分」を120、「120～150分」を150、�

   「150～180分」を180、「180～210分」を210、「210～240分」を240、�

   「240分以上」を300として、平均時間を算出した。　�

　�
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異なるような視聴傾向はみられない。一方、
地域別では、東京に「60～90分」が多く、秋
田に「90～120分」が多い。秋田の高校生が、
ややテレビを長く見ている傾向がある。
それぞれ属性ごとの平均視聴時間をみたも
のが、表４－３である。全体の平均時間を上
回るグループは、秋田（秋田・男子は145.4分、
秋田・女子は156.1分）、「成績上位者」（150.0分）、
「家の本の数が60冊未満」（149.1分）、「地上波
以外のテレビ加入者」（149.4分）、「父母両方
の学歴が専門学校卒業まで（fm）の生徒」
（150.4分）である。秋田の高校生は東京の高

校生よりも長くテレビを見るその背景につい
て、地上波（新聞のテレビ欄で大きく取り上
げられている放送局）以外のテレビ加入（衛
星放送=BS、多目的有料チャンネル=CS、ケ
ーブルテレビ=CATVなど）の有無から考えて
みよう。テレビチャンネルの選択肢が多いこ
とが、テレビと接触する機会も増えると予想
でき、視聴時間も長くなるはずである。
表４－４をみると、全体では地上波以外の
テレビに加入している割合（54.0％）が、加
入していない割合（42.1％）を上回った。今
回、調査地域の地上波のチャンネル数は、東
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表４－２　一日のテレビ視聴時間 × 性・地域�

（％）�

全　体�
男　子� 女　子� 東　京� 秋　田�

性　　別� 地　　域�

1.3�

 2.7�

11.0�

16.5�

18.6�

15.8�

11.4�

7.4�

5.1�

8.6

1.6�

3.0�

9.6�

18.1�

21.0�

15.0�

10.5�

9.0�

4.0�

8.1

0.9�

2.5�

12.7�

15.4�

16.8�

17.2�

12.7�

6.0�

6.3�

9.4

1.5�

3.9�

12.0�

19.2�

17.4�

16.2�

10.4�

6.7�

4.4�

8.3

1.0�

1.6�

10.4�

14.4�

20.3�

16.0�

12.8�

8.3�

5.9�

9.2

0分�

0～30分�

30～60分�

60～90分�

90～120分�

120～150分�

150～180分�

180～210分�

210～240分�

240分以上�

表４－３　一日のテレビ平均視聴時間 × 属性�

（分）�

全　体�
男　子� 女　子�

性　　別�

147.1142.4

東　京� 秋　田�

地　　域�

150.4139.1

東京・男子�秋田・男子�

地　域　×　性　別�

145.4138.9

東京・女子�秋田・女子�

156.1139.2144.8

全　体�
上の方� 中�

成績別（全教科成績３分割）�

142.9

下の方�

143.4150.0�
�

60冊未満�60冊以上�

本の数２グループ�

141.7149.1

している�していない�

BS・CS・CATV加入� 父母学歴�

139.6149.4

fm FM

131.4150.4144.8

父母学歴については章末（P.71）；付表参照のこと�
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京の方が秋田よりも若干多い。しかし、地上
波以外のテレビ加入の割合を地域別にみる
と、秋田が東京よりも圧倒的に多い。秋田の
高校生にテレビ視聴が長いのは、チャンネル
選択肢が多いことが、その一因ではないかと
考えられる。

２）よく見る時間帯

それでは、一日のうちでテレビをよく見る
時間帯はいつ頃なのであろうか。図４－２を
みると、「午後９～11時」が42.4％で、「７～
９時」39.8％である。７時から11時の間に８

割強がよく見る時間として集中している。高
校生がテレビをよく見る時間帯というのは、
かなり似ている。
表４－５は、このよく見る時間帯について、
性別・地域別・地上波以外のテレビ加入の有
無別にみたものである。男女による差はみら
れないが、地域別では、東京の高校生が「午
後７～９時」が多く、秋田の高校生が「９～
11時」が多い。秋田の高校生にやや遅い時間
帯の視聴が好まれている。地上波以外のテレ
ビ加入者にも「９～11時」が多い。
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表４－４　地上波以外（BS・CS・CATV）のテレビ加入割合�
　　　　　 × 性・地域�

（％）�

全　体�
男　子� 女　子�

性　　別�

55.856.6

東　京� 秋　田�

地　　域�

63.948.554.0

「している」割合�

図４－２　テレビをよく見る時間帯�
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表４－５　テレビをよく見る時間帯 × 属性�

（％）�

全　体�
男　子� 女　子�

性　　別�

東　京� 秋　田�

地　　域�

している�していない�

BS・CS・CATV加入�

1.1�

3.9�

39.8�

42.4�

3.2�

1.0�

1.3�

4.9

1.5�

3.3�

41.2�

41.5�

4.8�

1.5�

1.1�

5.0

0.8�

4.7�

40.4�

45.3�

1.7�

0.6�

1.7�

5.0

1.5�

5.2�

43.3�

39.0�

3.0�

1.1�

1.5�

5.3

0.7�

2.8�

38.3�

47.8�

3.4�

1.0�

1.2�

4.6

0.4�

2.9�

39.5�

46.8�

3.2�

1.4�

1.4�

4.5

1.8�

5.5�

43.7�

38.7�

2.8�

0.7�

1.4�

5.3

見ない�

午後５～７時�

７～９時�

９～11時�

11～０時�

０時以降�

早朝�

まんべんなく見る�

� は各属性の中での最大値�

高校生はニュースをどのくらい見ているの
であろうか。ここでいくつかのテレビ番組の
ジャンルを用意した。この結果から、ニュー
スが見られている位置について確認しておき
たい。図４－３にあるように、全体の集計結
果から、「よく見る」と「まあ見る」を合わ
せた回答の割合が多かった順番をあげると、
q「映画・ドラマ・アニメ番組」（83.5％）、
w「音楽番組」（77.4％）、e「クイズ・バラ
エティー番組」（68.8％）、r「お天気を含む
ニュース番組」（67.6％）で、これらの番組
は６割以上が見る方である。一方、「ほとん
ど見ない」番組は、q「スポーツ中継やスポ
ーツニュース」（26.8％）、w「ドキュメンタ
リー」（26.3％）、e「教養・生活・情報番
組や番組途中のコマーシャル」（22.7％）の
順で20％を超えている。
見る番組のジャンルから解釈してみると、
高校生は娯楽を目的としてテレビを見ている
ようである。反して、教養を育むことを目的
としたジャンルはあまり好まれていない。ニ
ュース番組はこれらのジャンルの中で４番目

であった。
表４－６は、属性別によく見るジャンルの
結果である。性別でみると、「音楽番組」で
女子の見る割合が多い。その他の娯楽を目的
とするジャンルについては、それほど大きく
異なるものはない。だが、男子では「スポー
ツ中継やスポーツニュース」を見る割合が多
いのに対し、女子では「教養・生活・情報番
組や番組途中のコマーシャル」「ドキュメン
タリー」を見る割合が多い。地域・性別では、
東京の男子に「お天気を含むニュース番組」
「ドキュメンタリー」を見る割合が多く、秋
田の女子に「音楽番組」「クイズ・バラエテ
ィー番組」「スポーツ中継やスポーツニュー
ス」「教養・生活・情報番組や番組途中のコ
マーシャル」を見る割合が多い。
家にある本の数別では、60冊以上の高校生
が、60冊未満の高校生よりも、「お天気を含
むニュース番組」や「ドキュメンタリー」を
よく見ている。地上波以外のテレビ加入別で
は、加入者の方が、加入していない者よりも、
どのジャンルもよく見る傾向があり、「クイ
ズ・バラエティー番組」に開きがみられる。

cテレビ番組

１）よく見る番組
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図４－３　よく見る番組�
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無回答�
2.355.1

2.6

2.9

2.9

3.0
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2.9

13.230.846.6 6.9

4.1

表４－６　よく見る番組 × 属性�

（％）�

全　体�
東京・男子�秋田・男子�

地　域　×　性　別� 本の数２グループ�BS・CS・CATV加入�

83.5�

77.4�

68.8�

67.6�

41.3�

37.9�

31.4

「よく」＋「まあ」見る割合�
不等号は10ポイント以上の開きを表す�

79.7�

70.1�

68.0�

73.1�

57.6�

32.5�

35.8

85.3�

76.5�

74.7�

64.2�

60.4�

38.4�

24.2

東京・女子�秋田・女子�

86.1�

80.7�

64.4�

78.2�

24.6�

39.4�

36.6

90.7�

90.7�

76.8�

62.8�

28.2�

46.6�

34.7

60冊未満�60冊以上�

86.7�

80.9�

73.0�

65.1�

42.4�

37.3�

28.9

84.4�

78.5�

69.3�

74.4�

43.3�

41.9�

36.0

している�していない�

87.8�

82.0�

74.9�

68.3�

45.5�

40.1�

32.6

82.2�

76.4�

66.2�

71.4�

38.3�

37.9�

32.0

映画・ドラマ・アニメ番組�

音楽番組�

クイズ・バラエティー番組�

お天気を含むニュース番組�

�

�

ドキュメンタリー�

＜�

＜�

＞�

＞�

スポーツ中継やスポーツ�
ニュース�

教養・生活・情報番組や�
番組途中のコマーシャル�
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テレビ番組は友だちとの会話の材料となっ
ているのであろうか。テレビ番組以外の話題
とも比較してみたものが図４－４である。テ
レビ番組の内容について、友だちとよく会話
をするのは、クイズ番組やバラエティー番組
である。それに比べて、ニュース番組や海外
情報の会話というのは、あまりなされてはい
ない。CDなどの貸し借りや音楽の話と比べ
ても、ニュースの話題というのは少ない。
表４－７では、地域・性別と全教科での成
績別に友だちとの話題についてみた。

地域・性別にみていくと、秋田の女子に
「CDなどの貸し借り」「クイズ番組やバラエテ
ィー番組の話」のやりとりが頻繁である。一
方で、彼女たちは「海外の情報について話を
する」ことは少ない。また、「ニュース番組
の話」は東京の女子でよくなされている。成
績別にみていくと、「CDなどの貸し借り」
「J-POPや洋楽の話」は、「下の方」がよく行
う。それにひきかえ「上の方」はあまり行っ
ていない。しかし、「クイズ番組やバラエテ
ィー番組」「ニュース番組」「海外の情報」と
いったテレビの話題は、彼らの成績と関係な
い。
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２）友だちとのやりとりの中で

図４－4　友だちとのやりとり�

�
よくある�

�
ときどきある� あまりない�

友だちとCDなどの貸し借りを�
する�
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する�

友だちとテレビのニュース番組�
の話をする�

友だちとテレビで見た海外の�
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（％）�

無回答�
32.5

26.9

31.4

13.3

4.6 20.1 44.1 27.4 3.8

33.6 35.4 14.4 3.3

37.7 20.4 7.1 3.4

44.9 19.1 5.7 3.4

48.1 11.4 4.6 3.3

表４－７　友だちとのやりとり × 属性�

（％）�

全　体�
東京・男子�秋田・男子�

地　域　×　性　別�

80.6�

71.8�

69.1�

46.9�

24.7

「よく」＋「ときどき」ある割合�
不等号は10ポイント以上の開きを表す�

78.0�

67.3�

67.9�

44.3�

28.0

81.6�

75.6�

70.5�

48.4�

28.4

東京・女子�秋田・女子�上の方� 中�

成績別（全教科成績３分割）�

下の方�

友だちとCDなどの貸し借りをする�

�

友だちとJ-POPや洋楽の話をする�

友だちとテレビのニュース番組の話をする�

�

83.0�

71.9�

73.0�

52.3�

26.1

91.2�

82.4�

74.3�

48.2�

19.7

75.4�

73.7�

67.3�

48.3�

25.2

85.0�

76.0�

71.4�

49.1�

26.0

86.5�

73.0�

74.5�

46.9�

24.3

＜�

友だちとテレビで見た海外の情報について�
話をする�

友だちとテレビのクイズ番組やバラエティー�
番組の話をする�
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ニュース番組と一口にいってもいくつかの
ジャンルに分かれている。たとえば、一般的
なニュース番組とスポーツ中継やその結果を
伝える番組は違う。また、日本全国について
の話題を扱った番組もあれば、自分が住んで
いる地域（首都圏・県を単位とする）での話
題を扱った番組もある。他にも日本のみなら
ず、全世界の話題を扱った番組もある。高校
生は、どのような話題を扱ったニュース番組
をよく見ているのであろうか。

図４－５のように、高校生たちは、「地元
のニュース」⇒「国内のニュース」⇒「国内
のスポーツ」⇒「世界のスポーツ」⇒「世界
のニュース」の順番に、ニュース番組・スポ
ーツ番組を見ている。自分の生活圏を中心に、
情報を収集している。生活に必要な情報ほど、
価値のあるものとしている。ただし、国内で
はスポーツよりもニュースをよく見ているの
に対し、世界ではニュースよりもスポーツを
よく見ている。最近の世界を舞台に大活躍す
る日本人スポーツ選手について、高校生は興
味関心を寄せているのであろう。
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vニュース番組の見方・感じ方

１）よく見るニュース番組・スポーツ中継

図４－５　よく見るニュース番組・スポーツ中継�

（％）�

かなり見る� 見る方� 見ない方�どちらとも�
いえない�

まったく�
見ない�
無回答�自分が住む県内・都内の�

お天気を含むニュース�

自分が住む県内・都内以外の日�
本国内のお天気を含むニュース�

国内で人気のあるスポーツ�
中継やスポーツニュース�

世界各国のスポーツ中継や�
スポーツニュース�

世界各国のお天気を含む�
ニュース�

23.1

10.1

4.6

44.4 18.6 7.7 3.8
2.3

2.3

2.4

2.1

2.5

13.3 31.8 27.8 17.1 7.7

17.0 27.7 21.1 18.7 13.0

20.9 25.4 22.6 18.9

9.7 22.5 30.1 30.6
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表４－８より、秋田の高校生は東京の高校
生よりも世界のニュースやスポーツを見てい
る。地上波以外のテレビに加入しているとい
う要因もあるだろうが、地方の高校生の方が
首都の高校生よりも世界の情報をよく見る結
果となった。

全体の7割近くの高校生はニュース番組に
触れている。高校生を取り巻く周囲の人々が
ニュース番組について、「見るように」と働
きかけた結果なのであろうか。

図４－６のように、全体として、周囲の
人々は高校生に向かって「ニュース番組を見
るように」と、働きかけていないようである。
その中で、最も「言われる（よく言われる
+ときどき言われる）」ことがある人は「社会
科の先生」（32.9％）であった。以下、「お母
さん」（30.7％）、「お父さん」（29.6％）、「担
任の先生」（26.7％）と続く。両親よりも社
会科の先生が、「ニュース番組を見るように」
と言う。「学校の友だち」に至っては、ほと
んど言われることはない（5.7％）。
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２）ニュースを見るように働きかける人

表４－８　よく見るニュース番組・スポーツ中継 × 属性�

（％）�

全　体�
性　　別�

67.5�

45.1�

44.7�

31.0�

14.3

「かなり見る」＋「見る方」の割合�
不等号は10ポイント以上の開きを表す�

男　子�女　子�

68.4�

48.6�

61.6�

46.5�

16.8

70.0�

43.8�

30.1�

16.8�

12.6

地　　域�

東　京�秋　田�

75.0�

48.3�

42.6�

30.0�

11.9

63.4�

44.1�

49.0�

33.3�

17.4

BS・CS・CATV加入�

している�していない�

70.6�

47.9�

49.5�

35.3�

15.7

67.8�

44.2�

40.9�

27.1�

12.7

自分が住む県内・都内以外の日本国内のお天気�
を含むニュース�

自分が住む県内・都内のお天気を含むニュース�

�

国内で人気のあるスポーツ中継やスポーツニュース�

世界各国のスポーツ中継やスポーツニュース�

世界各国のお天気を含むニュース�

＞�

＞�

＞�

図４－６　ニュースを見るように言う人�
（％）�

ときどき�
言われる� まったく言われない�無回答�あまり�

言われない�
よく�
言われる�

社会科の先生� 9.8 23.1 28.9 35.2 3.0

3.0

3.5

3.2

3.2

お母さん� 9.6 21.1 29.6 36.7

お父さん� 11.8 17.8 27.0 40.0

担任の先生� 7.1 19.6 30.0 40.2

学校の友だち�

1.3

4.4 21.5 69.6
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表４－９　ニュースを見るように言う人 × 性・地域�

（％）�

性　　別� 地　　域�
全　体�

男　子�

32.9�

30.7�

29.6�

26.7�

5.7

社会科の先生�

お母さん�

お父さん�

担任の先生�

学校の友だち�

31.9�

28.5�

28.9�

25.9�

6.9

女　子�

35.9�

34.8�

32.3�

29.1�

4.9

東　京�

36.5�

28.8�

25.9�

16.8�

5.6

秋　田�

31.3�

34.3�

35.2�

38.1�

6.2

「よく」＋「ときどき」言われる割合�
不等号は10ポイント以上の開きを表す�

＜�

表４－９から、性別では、男子よりも女子
の方が、両親から「ニュース番組を見るよう
に」言われている。地域では、秋田の高校生
の方が東京の高校生よりも、両親と担任の先
生から「ニュース番組を見るように」と言わ
れている。東京の高校生は、両親とニュース
関連の話をあまりしないようである。

ニュース番組に限らず、メディアの情報を
通じて、私たちは隠れたメッセージを受け取
る。「文化」という価値は、メディアを通し
て社会に伝達されている。メディア情報から、
どのような隠れたメッセージを高校生たちは
受けとっているのだろうか。
図４－７から、オリンピックなどの日本選
手の結果を気にするという「自分たち＝日本
人」と意識させる、いわばナショナリズムを
喚起させる効果が目立つ。しかし、「海外の
事故や災害の報道を見ると、日本人が巻き込
まれていないか気になる」については、それ
ほど気に止められていない。日本人を最も意
識させるにはオリンピックなどのスポーツを
通じた報道が効果的である。次いで、事件を
自分の問題とかかわらせる機能も強くある。
「事件や事故の番組を見ると、被害にあった

人が心配になる」「現在、青少年の凶悪な犯
罪や事件を大げさに扱った番組が多すぎる」
が多い。スポーツ番組については、中継を見
ることで臨場感を得ることができると思い、
かつアナウンサーの実況という現場では実際
にいることのない人工物の必要性を肯定的に
捉えている。これはメディアが作り出した架
空の世界を、現実のものと考えさせる効果が
浸透している事例であろう。このように、メ
ディアの目論見を高校生は受動的に解釈して
いる側面が強い。しかし、「暴力的な映像は
どのような番組であれ、放送しない方がよい」
では、文脈を重視しようとする彼らの主体的
な意見もある。
表４－10では、性別・地域別・父母の学
歴別で、この価値伝達の特徴をみた。女子は
事故の被害や暴力の扱い方などに高い回答を
示す。これらの報道に対して感情的である。
地域別では、東京と秋田とも大きな差異はな
い。父母の学歴別については、fm型の高校生
にメディアに対して、従来言われているよう
な価値観を素直に受けとめる傾向がある。一
方、FM型の高校生はメディアからの情報伝
達について、やや距離を置いた意識がみられ
る。

３）テレビからの情報の受けとめ方
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図４－７　テレビを見ていて感じること�

（％）�

とてもそう思う� ややそう思う� あまりそう�
思わない�

まったくそう思わない�
�無回答�

オリンピックなどを見ると、日�
本選手の結果が気になる�

43.0 36.6 12.4 5.5 2.6

2.2事件や事故の番組を見ると、被�
害にあった人が心配になる�

21.5 53.4 18.9 4.0

現在、青少年の凶悪な犯罪や事件を�
大げさに扱った番組が多すぎる�

27.9 46.0 20.0 3.9

スポーツ中継を見れば、わざわ�
ざ試合を観に行かなくてもよい�

24.7 36.8 26.7 9.3

スポーツ中継の迫力は、実況す�
るアナウンサーによって決まる�

17.5 35.2 32.8 12.1

世界の話題といっても、アメリカ�
やヨーロッパの話題が大半である�

13.4 36.8 41.0 5.9

海外の事故や災害の報道を見る�
と、日本人が巻き込まれていな�
いか気になる�

7.8 32.4 42.1 15.3

暴力的な映像はどのような番�
組であれ、放送しない方がよい�

9.4 26.9 47.4 13.9

2.2

2.6

2.5

2.9

2.4

2.5

表４－10　テレビを見ていて感じること × 属性�

（％）�

性　　別� 地　　域� 父母学歴�
全　体�

79.6�

74.9�

73.9�

61.5�

52.7�

50.2�

40.2�

36.3

男　子�

81.3�

70.8�

74.6�

62.1�

53.1�

54.0�

35.5�

33.9

女　子�

82.1�

82.5�

76.6�

64.1�

54.9�

49.5�

46.9�

40.5

東　京�

80.6�

78.1�

78.1�

61.6�

51.2�

50.4�

38.4�

35.8

秋　田�

82.7�

75.2�

73.2�

64.4�

56.7�

53.1�

43.9�

38.6

fm

85.5�

78.4�

73.6�

65.0�

59.2�

54.1�

42.5�

37.8

FM

80.4�

77.1�

77.0�

62.5�

51.3�

47.8�

44.1�

34.3

オリンピックなどを見ると、日本選手の�
結果が気になる�

事件や事故の番組を見ると、被害にあっ�
た人が心配になる�

現在、青少年の凶悪な犯罪や事件を大げ�
さに扱った番組が多すぎる�

スポーツ中継を見れば、わざわざ試合を�
観に行かなくてもよい�

スポーツ中継の迫力は、実況するアナウ�
ンサーによって決まる�

世界の話題といっても、アメリカやヨー�
ロッパの話題が大半である�

海外の事故や災害の報道を見ると、日本�
人が巻き込まれていないか気になる�

暴力的な映像はどのような番組であれ、�
放送しない方がよい�

「とても」＋「やや」そう思う割合�
不等号は10ポイント以上の開きを表す�

�

＜�

＜�
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ニュース番組について、いくつかの2者択
一の質問に回答してもらった。回答割合の多
い順番に並べてみると（図４－８）、ニュー
ス番組とは、ためになって（86.4％）、暗い
話題が多くて（85.9％）、真実に基づいてい

て（80.6％）、何かしながら見ることができ
て（75.5％）、見ていてよくわかる（70.1％）
ものと捉えられているようだ。
一方で、意見が分かれる質問項目もある。
ニュース内容は＜どの番組でも同じ－番組に
よって違う＞の質問では、やや「どの番組で
も同じ」という意見があるが、その差は大き
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４）ニュース番組・内容・情報の感じ方

図４－８　ニュースに対する感じ方�
（％）�

0 50 100

　番組を見るとためにならない� 9.4

　番組を見るとためになる� 86.4

9.1

85.9

15.4

80.6

21.0

75.5

25.8

70.1

29.8

66.1

31.2

64.6

　ニュースの中身は明るい話題が多い�

　ニュースの中身は暗い話題が多い�

　番組で流れるニュースはフィクションだ�

　番組で流れるニュースは真実だ�

　番組は集中して見ている�

　番組は何かしながら見ている�

　番組を見ていてわからない�

　番組を見ていてよくわかる�

　番組を見て自分の意見を言いたくなることはない�

　番組を見て自分の意見を言いたくなる�

　番組の情報量は少ない�

　番組の情報量は多い�

　番組の情報は信用できない�

　番組の情報は信用できる�

　放送時間は短い�

　放送時間は長い�

　番組はつまらない�

　番組はおもしろい�

　内容はそれぞれの番組によって違う�

　内容はどの番組を見ても同じだ�

31.8

63.2

35.1

59.8

39.5

56.2

42.6

53.7
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くない。また、ニュース番組は＜つまらな
い－おもしろい＞では、やや「おもしろい」
が多い。ニュース番組の放送時間は＜長い－
短い＞では、やや「長い」と思われている。
表４－11は属性別でみたものである。性別
でみると、男子に「よくわかる」が多く、女
子に「暗い」「ためになる」「真実」「意見を
言いたい」「どの番組でも同じ」が多い。ニ
ュースをまじめに見ている女子と、やや斜に
構えて見ようとする男子がいる。性別によっ
て、ニュースの受けとめ方が異なっている。
地域別にみていくと、東京の高校生では

「よくわかる」「おもしろい」が比較的多く、
秋田の高校生では「情報量が多い」「放送時

間が長い」が比較的多い。ニュースへの理解
が深い東京の高校生と、ニュースを退屈・窮
屈にみる秋田の高校生である。ニュースから
情報を獲得し、その獲得した情報をいくつか
掛け合わせたり、自分のこれまでの知識と合
わせていったりすることによって、情報に対
する能動的な行動が可能になる。ニュースを
楽しんだり、理解したりする傾向のある東京
の高校生に、情報を自分とあった世界に読み
変えていく能力が高いように思われる。
父母の学歴別にみると、FM型の高校生に、
ニュース内容の理解に対して肯定的な回答割
合が高い。
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表４－11　ニュースに対する感じ方 × 属性�

（％）�

性　　別� 地　　域� 父母学歴�
全　体�

86.4�

85.9�

80.6�

75.5�

70.1�

66.1�

64.6�

63.2�

59.8�

56.2�

53.7

男　子�

86.1�

87.5�

80.1�

76.3�

75.7�

66.6�

68.0�

65.7�

61.3�

59.6�

50.5

女　子�

94.3�

93.3�

87.8�

80.2�

70.4�

71.2�

66.9�

67.3�

64.9�

57.8�

61.2

東　京�

91.6�

90.7�

81.9�

76.8�

77.0�

70.5�

64.6�

67.2�

59.8�

63.5�

56.1

秋　田�

88.8�

90.1�

85.9�

79.7�

69.3�

67.3�

70.2�

65.9�

66.2�

54.0�

55.5

fm

90.9�

91.0�

86.6�

78.2�

69.8�

68.4�

67.0�

69.2�

65.4�

55.4�

60.0

FM

89.5�

90.6�

81.0�

75.1�

75.8�

73.9�

65.7�

64.4�

57.9�

64.4�

52.1

番組を見るとためになる�

ニュースの中身は暗い話題が多い�

番組で流れるニュースは真実だ�

番組は何かしながら見ている�

番組を見ていてよくわかる�

番組を見て自分の意見を言いたくなる�

番組の情報量は多い�

番組の情報は信用できる�

放送時間は長い�

番組はおもしろい�

内容はどの番組を見ても同じだ�

不等号は10ポイント以上の開きを表す�

＜�
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５）ニュースキャスターについて

ニュースキャスターは、そのニュース番組
の顔である。ニュース番組は言ってみれば１
つのエンターテイメント・ショー番組であ
る。報道の中身の他に、司会役であるキャス
ターの役割が注目される。キャスターによっ
て、視聴率だけでなく、そのニュース番組の
カラーや評価が決まるといっても言いすぎで
はなかろう。
図４－９より、最もニュースキャスターに

ついて関心が高い項目（「とても関心がある」
+「やや関心がある」）は、「キャスターの話し
方や言葉づかい」で53.3％である。次いで「キ
ャスターの見た目やファッション」（46.0％）、
「キャスターの人気や知名度」（45.0％）、「キ
ャスターのコメント」（44.6％）と続く。ただ
し、全体としてニュースキャスターについて
の関心は半々くらいという結果であった。
表４－12では、属性別に関心をみてみた。
すると、ニュースキャスターに対して関心が
高いのは、男子よりも女子である。女子は

―67―

図４－９　ニュースキャスターについて�

（％）�

やや関心がある� あまり関心がない� まったく関心がない�とても�
関心がある�

キャスターの話し方や�
言葉づかい�

キャスターの見た目や�
ファッション�

15.0

キャスターの人気や�
知名度�

11.3

キャスターのコメント�

10.5

自分もキャスターに�
なれるかどうか�

8.2

2.7

38.3 35.8 8.1 2.7

34.7 38.2 12.9

34.5 37.5 14.9

36.4 43.0 9.7

6.3 23.1 65.2

無回答�

2.8

2.7

2.7

2.7

表４－12　ニュースキャスターについて × 属性�

（％）�

地　域 × 性　別� 本の数２グループ�
全　体�

53.3�

46.0�

45.0�

44.6�

9.0

東京・男子�

53.5�

36.6�

40.1�

49.7�

9.2

秋田・男子�

47.4�

42.6�

48.2�

46.0�

9.5

東京・女子�

63.2�

53.0�

43.0�

43.7�

8.8

秋田・女子�

55.4�

57.2�

53.4�

44.3�

9.8

60冊未満�

52.1�

47.2�

48.7�

40.8�

9.7

60冊以上�

57.2�

46.9�

43.7�

50.1�

8.9

キャスターの話し方や言葉づかい�

キャスターの見た目やファッション�

キャスターの人気や知名度�

キャスターのコメント�

自分もキャスターになれるかどうか�

「とても」＋「やや」関心がある割合�
不等号は10ポイント以上の開きを表す�

＜�
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「キャスターの話し方や言葉づかい」「キャス
ターの見た目やファッション」に関心を持っ
ている。
地域・性別でみると、東京の女子は「キャ
スターの話し方や言葉づかい」に関心を持ち、
秋田の女子は「キャスターの見た目やファッ
ション」「キャスターの人気や知名度」に関
心がある。地域によって、キャスターについ
て、関心を持つ部分が異なる結果となった。
家にある本の数別にみると、60冊以上が

「キャスターの話し方や言葉づかい」「キャス
ターのコメント」について関心を持っている。
60冊未満では、「キャスターの人気や知名度」
への関心が高い。

６）ニュースを集中して見ること・
見ないこと

これまで、ニュース番組の受けとめ方につ
いて、いくつかの属性別に差異があるかみて
きた。しかし、情報の捉え方は属性によって
決まるとは言いすぎである。むしろ、高校生
自身が情報に対してどれだけ考えようとして
いるのか、その姿勢の有無によって、差異が
あらわれるのではないか。
そこでニュースに対する視聴者のタイプを
表４－13のように、４つに分類してみた。こ
のタイプを作成した意図としては、次のよう
な理由がある。まず、ニュースへ接触する量

の問題（番組を見ている方か／見ていない方
か）を重要とした。情報収集量が少なければ、
その時点で彼らが獲得する情報が限られ、視
野の広さに差が生じると考えられるからだ。
その次に、ニュースへ接触する質の問題（番
組を集中して見ている方か／何かしながら見
ている方か）を重要とした。よくニュース番
組を見ているからといって、情報に対して積
極的であるとはいえない。むしろ、多くの情
報に対して、考えていける姿勢（ここでは集
中する態度）の有無が、積極性や情報の読み
替え能力を大きく左右させるものと考えられ
るからである。
ニュース視聴者タイプの４類型は、表４－
13にあるように、「ながら視聴派」が約半数
を占める（50.2％）。要するに、ニュース番組
は見るが、情報は受け流しているということ
である。次いで、「たまに見てもながら視聴
派」（24.4％）である。彼らは、ニュースへの
接触も少なく、番組を見たとしても情報を受
け流す程度である。筆者が、新たな視聴者像
として関心を寄せている「考え視聴派」は
16.3％である。この数字の判断は難しいが、
多く触れる情報に対して、積極的な態度を見
せている人々である。また、ふだんのニュー
ス接触は少ないものの、獲得する情報につい
ては積極的になる「見るときは集中派」（4.4％）
も存在することもわかった。
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表４－13　ニュース視聴者タイプ（欠損値を含めての100.0％）�

ニュース番組についての意見（Ｑ19-11）�

番組は集中して見ている� 番組は何かしながら見ている�

お天気を含む�
ニュース番組�
（Ｑ17-１）�

見る方�
（よく＋まあ見る）�

見ない方�
（少しは見る　　　�
   ＋ほとんど見ない）�

考え視聴派�
（16.3％）�

見るときは集中派�
（4.4％）�

ながら視聴派�
（50.2％）�

たまに見てもながら視聴派�
（24.4％）�

無回答4.7％�
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表４－14は、ニュース視聴者タイプの属性
別の割合をみたものである。「考え視聴派」
が多いのは父母の学歴がFM型の19.8％であ
る。「考え視聴派」が突出して高い属性とい
うのはない。しかし、「ながら視聴派」と
「たまに見てもながら視聴派」は属性によっ
て、その構成割合が異なる。「ながら視聴派」
が多いのは、女子、東京の高校生、家の本の

数が60冊以上の高校生である。「たまに見
てもながら視聴派」が多いのは、秋田の高
校生、家の本の数が60冊未満の高校生であ
る。この差は、ニュースへの接触量の差で
ある。
ニュース視聴者タイプ別にニュース番組や
内容についての意見をみたものが表４－15で
ある。同じニュースへの接触量の多い「考え

―69 ―

表４－14　ニュース視聴者タイプ × 属性�

（％）�

性　　別� BS・CS・CATV加入�地　　域� 本の数２グループ� 父母学歴�

全　体�

16.3�

50.2�

4.4�

24.4

18.6�

50.1�

5.0�

26.4

15.6�

55.2�

4.3�

24.8

19.3�

56.3�

3.9�

20.4

14.9�

49.1�

5.4�

30.7

16.7�

51.5�

3.9�

27.8

18.0�

53.7�

5.3�

23.0

16.7�

48.5�

4.7�

30.0

18.4�

56.1�

4.0�

21.5

17.3�

51.6�

4.3�

26.8

19.8�

54.9�

5.5�

19.8

考え視聴派�

ながら視聴派�

見るときは集中派�

たまに見てもながら視聴派�

男　子�女　子�東　京�秋　田� fm FM60冊�
未満�

60冊�
以上�

して�
いない�

して�
いる�

表４－15　ニュースに対する感じ方 × ニュース視聴者タイプ�

（％）�

ニュース視聴者タイプ�

全　体�
考え視聴派� 見るときは�

集中派�

86.4�

85.9�

80.6�

70.1�

66.1�

64.6�

63.2�

59.8�

56.2�

53.7

番組を見るとためになる�

番組を見ていてよくわかる�

番組の情報量は多い�

番組の情報は信用できる�

放送時間は長い�

番組はおもしろい�

内容はどの番組を見ても同じだ�

番組で流れるニュースは真実だ�

ニュースの中身は暗い話題が�
多い�

番組を見て自分の意見を言い�
たくなる�

94.1�

85.3�

83.0�

82.3�

82.7�

68.6�

69.4�

47.0�

82.2�

44.1

ながら視聴派�

92.3�

91.3�

84.2�

77.1�

69.7�

66.6�

67.6�

63.6�

62.1�

55.2

85.0�

87.9�

81.7�

76.7�

66.7�

60.0�

60.0�

50.8�

57.6�

58.3

たまに見ても�
ながら視聴派�

84.8�

92.2�

86.3�

57.9�

58.2�

70.5�

64.6�

74.5�

35.8�

63.5

は最大値 　　　は最小値�
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高校生のテレビの視聴行動に注目してみ
た。テレビからの情報（とりわけニュース番
組について）に、彼らなりに能動的に接しよ
うとしている姿は捉えられたのであろうか。
結果からいうと、現在の高校生は情報に対
して能動的な意識を持つまでには至っていな
い。これは筆者の思惑とややズレている。と
いうのも、高校生はニュース・教養・ドキュ

メンタリーといった番組をドラマ・音楽・ク
イズやバラエティー番組と比べると見ていな
い。オン・タイムで今の社会が伝えているニ
ュース番組をあまり見ないというのは、情報
行動として能動的であるとはいえないだろ
う。
また、たとえニュース番組を見ているとし
ても、その情報の受けとめ方が能動的・積極
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bまとめ

表４－16　ニュースキャスターについて × ニュース視聴者タイプ�

（％）�

ニュース視聴者タイプ�

全　体�
考え視聴派� 見るときは�

集中派�

53.3�

46.0�

45.0�

44.6�

9.0

キャスターのコメント�

キャスターの人気や知名度�

キャスターの見た目やファッ�
ション�

キャスターの話し方や言葉づ�
かい�

自分もキャスターになれるか�
どうか�

66.7�

50.9�

50.9�

61.2�

13.2

ながら視聴派�

58.4�

49.0�

47.9�

49.1�

9.5

46.7�

45.0�

40.0�

35.0�

10.0

たまに見ても�
ながら視聴派�

42.9�

42.9�

42.9�

32.2�

6.4

は最大値 　　　は最小値�

視聴派」と「ながら視聴派」でも、このよう
にニュースの受けとめ方にズレがある。「考
え視聴派」の回答が高い項目としては、「番
組を見るとためになる」「番組を見ていてよ
くわかる」「番組を見て自分の意見を言いた
くなる」「番組の情報は信用できる」「番組は
おもしろい」である。一方、「たまに見ても
ながら視聴派」の回答が高い項目としては、
「ニュースの中身は暗い話題が多い」「番組で
流れるニュースは真実だ」「番組の情報量は
多い」「放送時間は長い」「内容はどの番組を
見ても同じだ」である。
「考え視聴派」にニュース番組に対して積

極的にかかわろうとする意識がみられ、「た
まに見てもながら視聴派」にニュース番組に
対して消極的・受動的・否定的にかかわろう
とする意識がみられる。同じ高校生でも、ニ
ュースの関与の仕方に大きな開きがある。
同様に、ニュースキャスターに対する関心
についてみたものが表４－16である。どの項
目も高い関心を寄せているのは「考え視聴派」
である。反して、キャスターへの関心が低い
傾向にあるのは、「たまに見てもながら視聴
派」である。特に「キャスターの話し方や言
葉づかい」「キャスターのコメント」への関
心の低さが目立つ。
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的であるとはいいがたい。ニュースから得ら
れる情報も、断片的な情報でしかない。ニュ
ース番組のニュースとは、テレビ局のニュー
ス作成者が、ある情報を加工して伝えている。
つまり、ニュースは完全に真実というわけで
はなく、ドラマほどではないにしろ、フィク
ション性がある。しかしながら、本結果をみ
ると、「ニュース番組の内容は真実だ」と感
じられている。情報への解釈がとても素直す
ぎる。他の質問などをみても、情報の送り手
の意識をそのまま受けとる傾向が強い。マス
メディアの情報は必ずといってよいほど、送
り手の意志が強く反映されているわけで、今
後はその背後を見抜く力が問われていくはず
である。
以上、テレビからの情報の受けとめ方につ
いて全体像を概観すると、どうやら高校生は
従来言われているような情報の氾濫に流され
るままに、日々ブラウン管を見つめているよ
うである。
だが、ある特性を持つ高校生には能動的な
側面があることも発見できた。性別では、男
子よりも女子が、教養・生活・テレビコマー
シャルをよく見る。地域別では、東京の高校
生の方が秋田の高校生よりもニュース番組を

よく見る傾向がある。チャンネル数の差では、
地上波以外のテレビに加入している高校生は
視聴時間も長く、国内外のスポーツ中継やス
ポーツニュースをよく見る。文化資本といわ
れる家庭の本の数や父母学歴の差異別には、
本の数が多く、父母とも高学歴の高校生ほど、
テレビからの情報やニュースの内容に対して
積極的で、理解を示す回答が多い。ニュース
視聴態度の類型を作成して、ニュースを集中
して見ている生徒と、そうでない生徒を比べ
たところ、その態度や意識はとても異なって
いた。高校生内部でも差がある。
今後、インターネットを筆頭にして、情報
化社会は急速に進展していくだろう。情報は
より豊富になり、世に氾濫していくだろう。
高校生がこの社会で生活していくためには、
自らの力で主体性を持って、どの情報を必要
とし、自分の知識として獲得するのかが問わ
れよう。これは同時に、多くの不要な情報を
捨てていく能力も問われていく。
筆者は、情報化社会に生き残っていけるた
めの高度な技能を高校生に培ってほしいと願
う。テレビ番組を単なる暇つぶしや気晴らし
で見るだけではなく、いろいろ社会を考える
教材として視聴してほしい。
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〔注〕

・父母の学歴類型表とその構成割合について
＊父母学歴については、最終学歴をそれぞれ、「中学・高

校卒業／専修・専門学校卒業」グループと、「短大・高専

卒業／大学・大学院卒業」グループとに分けた。父親を

例にとると、「中学・高校卒業／専修・専門学校卒業」の

場合は小文字のfとし、「短大・高専卒業／大学・大学院

卒業」の場合は大文字のFとした。母親の場合もm、Mと

いう記号で同じくグループ分けを行った。本章の分析表

の父母学歴類型は、fm型とFM型のみを提示する。

母親の学歴�

父親の�
学歴�

専門学校卒まで�

fm（37.8％）�

Fm（12.7％）�

専門学校卒まで�

短大・高専・大卒�

（欠損値を含んでの100.0％）� 短大・高専・大卒�

その他・わからない・NA/DK　18.0％�

fM（4.9％）�

FM（26.6％）�
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この章ではメデイアの基本となる「言葉」
について、高校生の印象に残った言葉、話す
・読む・かくの基本的関係、若者言葉の場面
による使い分け、メディアによる使い分けな

どを考えていくことにしたい。また、特に日
本の長い歴史がある文学である短歌・俳句を
取り上げ、言葉の様々な問題について考える
ことにしたい。

まず具体的な言葉について調べてみよう。
高校に入ってから聞いたり読んだりした言葉
の中で最も印象に残った言葉を聞くと、それ
は表５－１のようになる。表にみられるよう
に、「友だち・恋人から」（16.6％）の言葉が
最も多く、特に男子より女子に多い。そして
次に、「歌詞から」（9.1％）、「本や雑誌から」
（8.9％）が多かった。ただし無回答も37.9
％あり、高校に入ってから印象的な言葉がな
い、という者も４割近くに達していた。
これを「親、先生、友だち・恋人、その他
の人」という直接人から言われた言葉（合計
30.5％）と、「本や雑誌、マンガ、テレビ・
映画、歌詞」というメディアからきた言葉（合

計28.4％）に分けて比べてみると、やや直接
人から聞いた言葉の方が多くなっていた。こ
れは高校生において、現実空間と情報空間の
重要性があまり変わらないことを示している
のではないかと思う。
また直接人から聞いた言葉の中では、「先
生から」（6.3％）、「親から」（4.4％）などの
上下関係からの言葉よりも、「友だち・恋人
から」（16.6％）の対等な関係からの言葉の
方が印象に残っているようであった。

次に自由回答より、具体的な言葉の内容を
分析してみよう。
まず言葉を、はげまし系と癒し系に分類し
てみた。この場合はげまし系とは「現在から
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高校生の言葉・つかい

第５章

z印象に残っている言葉

１）どこからの言葉か？

２）どのような言葉か？
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未来（次の段階）を志向するもの」、癒し系
とは「現在を受け入れる（肯定する）もの」
と考えてみた。このように定義して、直接人
から言われた言葉を分類してみると、「友だ
ち・恋人から」言われた言葉は、はげまし系
が約１割に対して癒し系は約2.5割であり、
癒し系の方が倍以上多かった。その例として
は、友だちからの「しばらく会えないけど、
うちらは永遠にずーっと親友だよ。離れてて
もずっと友だちだからね」、恋人からの「大
好き」などをあげることができる。それに対
して、先生、親からは、癒し系はどれも数パ
ーセントだったのに対し、はげまし系が先生
で約２割、親で約4割あった。これらのはげ
まし系の例としては、端的に「がんばれ」
（親から）、「継続は力なり」（親から）など、
また「（吹奏楽コンクール前に）おそれるも
のは何もない。どんなに広いステージでも、
そこには必ず50人の仲間がいる」（先生から）、
などがあった。このように、先生、親ははげ

まし、友だち・恋人は癒すという古典的な役
割分担は、現在の高校生でもみられるようで
あった。なお「うるせー」「あんた死んだ方
がいい」などの傷つけられたと考えられる言
葉も、先生、親から数パーセントずつみられ
た。
次に「歌詞から」は、はげまし系、癒し系
ともに、約1.5割ずつみられた。はげまし系
の例としては、モーニング娘。の歌など、癒
し系の例としては、浜崎あゆみの歌などがあ
げられていた。
「本や雑誌から」は、はげまし系が約１割
あるが、８割以上は「好きこそ物の上手なれ」
などの格言などであった。また「テレビ・映
画などから」も「進もうと思うやつだけが前
へ進める」（つんく）などのはげまし系が２
割弱あったが、８割弱は「おっはー」「明日
がある」「ファイナル・アンサー」などの流
行語などであった。

表５ー１　印象に残っている言葉 × 性・学年　�

男　子� 女　子� １　年� ２　年�全　体�

  4.4�

  6.3�

16.6�

  3.2�

  8.9�

  4.1�

  6.3�

  9.1�

  3.3

  6.5�

12.5�

21.1�

  6.3�

14.2�

  7.9�

11.6�

12.8�

  7.2

  7.8�

  7.5�

32.5�

  3.9�

14.6�

  5.1�

  8.7�

16.5�

  3.4

  7.4�

10.2�

28.1�

 4.2�

11.4�

  7.2�

  9.7�

15.8�

  6.0

 6.8�

10.0�

25.2�

 6.1�

17.5�

  5.8�

10.7�

13.3�

  4.6

（%）�

聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た
と
こ
ろ�

＞�

＜�

１.親から�

２.先生から�

３.友だち・恋人から�

４.その他の人から�

５.本や雑誌から�

６.マンガから�

７.テレビ・映画などから�

８.歌詞から�

９.その他から�

�

●モノグラフ・高校生vol.63



次に言葉の基本的な使い方である、話す、
読む、かくの基本的関係について調べてみよ
う。
表５－２にみられるように、「とてもそう」
でみると、好きな順が、「マンガを読むのが
好き」（62.0％）、「（マンガを除く）本や雑
誌を読むのが好き」（52.8％）、「人と話すの
が好き」（34.8％）、「ものを書くのが好き」
（19.3％）、「マンガを描くのが好き」（5.2％）、
という、読む＞話す＞か（書、描）く、の順
になっていた。そして女子の方が、「（マン
ガを除く）本や雑誌を読む」「人と話す」「も
のを書く」のが好きのパーセントが高くなっ
ていた。
次にこれらの関係をみると、変数間の関係
の強さをみる相関係数において、「（マンガ
を除く）本や雑誌を読むのが好き」と「マン
ガを読むのが好き」（0.43）、「ものを書くの
が好き」と「マンガを描くのが好き」（0.40）、
の間の数値が大きかった。このように高校生
の間では、「読む」「かく」の中での相関がみ
られ、マンガばかり読んでいるからといって
本を読まなくなるわけではなく、むしろマン
ガを読む者は本も読む、という興味深い関係
がみられた。
なお、日常での「書くこと」については、

「今年の正月は年賀状をたくさん書いた」
（14.0％）、「日記をつけている」（8.3％）、「も
のを書くときにはワープロ、パソコンを使う
ことが多い」（4.6％）の順であった。またこ
れらの「書くこと」の、読む、話す、かくへ
の影響は特にみられなかった。また、「日本
語はすてきな言葉だと思う」者も、約３割
（28.2％）いた。

現在はマルチメディアの時代といわれてお
り、高校生も様々なメディアでコミュニケー
ションを行っている。ところでそれぞれのメ
ディアは、相互に活性化する関係にあるのだ
ろうか、それとも対立する関係にあるのだろ
うか？　言葉を話す、読む、かく、というこ
とと、携帯電話、音楽、テレビというメディ
アの関係についてみることにしたい。

q 携帯電話との関係
まず携帯電話（ＰＨＳを含む）の使用と、
話す、読む、かくこととの関係をみると、携
帯電話を１週間に友だちにかける回数が多い
ほど、話すことが好き、という傾向がみられ
た。またさらにメール機能についてみると、
１週間に友だちに送るメールが多いほど、話
すこと、そしてマンガを描くことが好き、と
いう傾向がみられた。
このように携帯電話は、高校生の話すこと
と相互に活性化する関係にあるようであっ
た。またメールも、書くこと、読むことより
も、話すことやマンガを描くことと相互に活
性化するようであった。これは、現在メール
がおしゃべりに使われたり、絵文字（笑いを
（＾＿＾）で表すことなど）を使ったりするこ
とと関係していると思うが、将来さらに長い
文章が送れるようになれば、その影響も変わ
っていくと思う。また写真や動画の送信機能
が普及していけば、さらに別の関係も現れる
のではないかと思う。
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表５ー２　話す、読む、かく × 性・学年　�
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w 音楽との関係
１．話す──音楽と活性化
次に音楽との関係をみてみよう。話すこと
については、「授業で音楽を選択」している
者、「音楽系の部活動に参加」「曲をつくる」
「楽器を演奏する」という音楽活動に参加し
ている者、そして「コンサートやライブに行
く」「カラオケに行く」「外出するときに音
楽を聴く」「家でＣＤなどを聴く」「音楽番
組を聴く」「ながら聴きをする」「お店でＣＤ
を買う」「レンタルＣＤを借りる」「好きな
歌をダウンロードする」という音楽が生活に
溶け込んでいる者、そして「メロディより歌
詞が大切だと思う」者ほど、人と話すのが好
き、という傾向がみられた。
このように音楽と話すこととは相互に活性
化する傾向があるが、これは高校生と音楽と
の関係が、静かに音楽を聴くというよりも、
この調査でみたように、音楽活動に参加した
り、「カラオケに行く」「外出するときに音
楽を聴く」などの幅広い関係を含んでいるた
め、と考えられる。

２．読む──本・雑誌は活性化、マンガは
対立

読むことについては、「楽器を演奏する」
者、そして「コンサートやライブに行く」「カ
ラオケに行く」「外出するときに音楽を聴く」
「家でＣＤなどを聴く」「音楽番組を聴く」
「ながら聴きをする」「ＣＤを買う」、そし
て「メロディより歌詞が大切だと思う」者ほ
ど、（マンガを除く）本や雑誌を読むのが好
きであった。このように音楽と本・雑誌を読
むことは、相互に活性化する傾向があった。
それに対してマンガは、「音楽系の部活動
に参加」「バンドを組む」「曲をつくる」「楽
器を演奏する」という音楽活動に参加してい
る者、「コンサートやライブに行く」「メロデ
ィより歌詞が大切だと思う」者ほど、マンガ
を読むのが好きでない傾向があった。このよ
うに同じサブカルチュアでも、特に音楽の実
際の活動に参加することなどと、マンガを読

むことは、対立する関係にあるようであった。
ただし「授業で音楽を選択する」「好きな歌
をダウンロードする」者は、マンガを読むの
が好きであった。

３．かく──ものを書く、マンガを描く、
ともに活性化

次に音楽とかくこととの関係をみると、「音
楽系の部活動に参加」「バンドを組む」「曲
をつくる」「楽器を演奏する」という音楽活
動に参加している者、そして「コンサートや
ライブに行く」「カラオケに行く」「外出す
るときに音楽を聴く」「家でＣＤなどを聴く」
「音楽番組を聴く」「ながら聴きをする」「お
店でＣＤを買う」「レンタルＣＤを借りる」
「好きな歌をダウンロードする」という音楽
が生活に溶け込んでいる者、そして「メロデ
ィより歌詞が大切だと思う」者ほど、ものを
書くのが好きな傾向がみられた。
また「音楽系の部活動に参加」「地域の音
楽活動に参加」「曲をつくる」「楽器を演奏
する」という音楽活動に参加している者、そ
して「音楽番組を聴く」「ながら聴きをする」
という音楽が生活に溶け込んでいる者は、マ
ンガを描くことが好きな傾向があった。
このように音楽と、ものを書く、マンガを
描くことは、相互に活性化する傾向があった。

e テレビとの関係
１．話す──テレビと活性化
次にテレビとの関係をみると、テレビを見
る者ほど話すことが好き、という傾向がみら
れた。またテレビの内容をみても、映画・ド
ラマ・アニメ、そして教養・生活・情報番組
・コマーシャルを見る者ほど話すことが好
き、という傾向がみられた。これは高校生が
テレビの内容を日頃の話題にしているため、
話すこととテレビを見ることが相互に活性化
しているのではないかと思う。
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２．読む──本・雑誌は活性化、マンガは
見る内容による

テレビを見る者ほど、本や雑誌（マンガを
除く）を読む傾向があった。
またテレビを見る者ほど、マンガは読ま
ない傾向があった。ただし映画・ドラマ・ア
ニメを見る者は、マンガを読む傾向があった。

３．かく──顕著な関係はみられない
テレビを見ることと、ものを書く、マンガ
を描くこととの顕著な傾向はみられなかった。

次に、言葉と友人との関係について考えて
いくことにしたい。言葉の、話す、読む、か
くという機能は、高校生同士を結びつけるの
だろうか、それとも切り離すのだろうか？

q 話す──広く、深い関係
人と話すのが好きな者は「友だちの数は多
い方がよい」「嫌いな人だと思っても、とり
あえず友だちになる」「親しくない人でも自
分をどう思っているのか気になる」、そして
実際に友だちが多い。また「友だち関係は深
入りはしない」とは思わない、「１人でいる
時間の方が大切だ」とは思わない、「悩みご
とはあまり友だちに話さない」わけではない、
「友だちと話をしていて、夢中になる」「友
だちと一緒にいても、自分のやりたいことを
優先する」わけではない、「友だちなどが自
分をどう思っているのか気になる」、という
深い関係がある。

w 読む──本を読むは深い関係、マンガを
読むは広く、深い関係

（マンガを除く）本や雑誌を読む者は、「嫌
いな人だと思っても、とりあえず友だちにな
る」「親しくない人でも自分をどう思ってい
るのか気になる」。ただし実際に友だちが多
いわけではない。また「友だち関係は深入り
はしない」とは思わない、「１人でいる時間
の方が大切だ」とは思わない、「悩みごとは

あまり友だちに話さない」わけではない、「フ
ルネームがわからない友だちが結構いる」わ
けではない、さらに「友だちと話をしていて、
夢中になる」「友だちなどが自分をどう思っ
ているのか気になる」という深い関係がある。
マンガを読むことが好きな者は、「嫌いな
人だと思っても、とりあえず友だちになる」
「親しくない人でも自分をどう思っているの
か気になる」、そして実際に友だちが多い。
また「１人でいる時間の方が大切だ」とは思
わない、「フルネームがわからない友だちが
結構いる」わけではない、さらに「友だちと
話をしていて、夢中になる」「友だちなどが
自分をどう思っているのか気になる」という
深い関係があった。
ところでW･J･オングによれば、書かれた文
字の文化に対して声の文化は人間的な生活世
界に密着し、集合的な性格があるという。そ
してこの調査で明らかになった、話すことが
好きな者は広く、深い友人関係、読むことが
好きな者は深い関係、というのもそのような
言葉の性格に関係している、と考えられる。
またマンガを読むことは、友人関係の点では、
文字の文化より声の文化に近かったが、これ
はマンガの方が友だちと一緒に読んだり、貸
し借りをしたりするため、と考えられる。

e かく──書くのが好きは、せまいが、深
い関係を志向する。マンガを描
くのが好きは、自分の世界を大
切にする

書くことが好きな者は、「友だちは多い方
がよい」とは思わず、「嫌いな人だと思って
も、とりあえず友だちになる」わけではなく、
「親しくない人でも自分をどう思っているの
か気になる」わけではない。しかし「友だち
関係は深入りはしない」とも思わず、「１人
でいる時間の方が大切だ」とは思わない、
「悩みごとはあまり友だちに話さない」わけ
ではない、「フルネームがわからない友だち
が結構いる」が、「友だちと話をしていて、
夢中になる」「友だちなどが自分をどう思っ
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３）話す、読む、かくと友人との関係

１）
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ているのか気になる」という深い関係がある。
マンガを描くことが好きな者は、「友だち
は多い方がよい」とは思わないが、「嫌いな
人だと思っても、とりあえず友だちになる」。
ただし友だちが多いわけではない。また「１
人でいる時間の方が大切だ」「悩みごとはあ
まり友だちに話さない」「友だちといても、
自分のやりたいことを優先する」という自分
の世界を大切にする傾向がある。
このように「かく」という行為はかなり孤
独な行為であるため、友人関係の広さ・深さ
を限定してしまう場合があるようだ。そして
それは、特にマンガを描くことに顕著にみら
れた。

その他の要因と読む、話す、かくとの関係
をみると、家に本がたくさんあるほど、もの

を書く、マンガを描くことが好きな傾向が
あった。
親の学歴とは、両親の学歴が長いほど話す
のが好きで、母親の学歴が短いほどマンガを
読むのが好きな傾向があった。
部活動は文芸系、マンガ系、その他の文化
部に入っている者は書くことが好きな傾向が
あり、マンガ系に入っている者はマンガを描
くことが好きな傾向があった。
またアルバイトをするほど話すのが好き
で、しないほどマンガを読むのが好きな傾向
があった。
学校の成績は、現代国語の成績がよい者は
本や雑誌を読むことが好きな傾向があり、全
教科の成績がよい者はマンガを読むことが好
きな傾向があった。また国語、古典の成績が
よい者は、マンガを描くことが好きな傾向が
あった。

次に高校生が使っている、様々な若者言葉
についてみることにしたい。「日本語が乱れ
ている」といわれているが、高校生は相手に
よって若者言葉を使い分けているのだろう
か？
高校生の若者言葉の使い方は、表５－３の
ようになる。表にみられるように、「『○○
入っている』『へこむ』などの若者言葉」（86.2
％）、「『見れる』『食べれる』などのら抜き
言葉」（85.6％）、「（イントネーションが上
がる）『すごくない？』などの半疑問の言葉」
（80.7％）、「『～～とか』『～～のほう』な
どのぼかし言葉」（85.8％）、「『ムカつく』『キ
レる』などの人を攻撃する言葉」（82.7％）
ともに、「友だちに」に対して使っているこ
とが最も多い。またこれらを「ぜんぜん使っ
ていない」者は、約１割前後であった。文化

庁の調査によれば、ぼかし言葉の「鈴木さん
と話とかしてました」を使う者は全体で16
％であった。また「お荷物のほう、お預かり
します」は、全体で30％、20代で男子50％、
女子49％使っていた。これらと比較すると、
やはり高校生は若者言葉をかなり使っている
ことがわかる。なお、これら全てについて男
子より女子の方がパーセントが高く、学年に
よる差はほとんどみられなかった。
また、これらの言葉を使う相手としては、
２番目には親に対して使う場合が、「『○○
入っている』『へこむ』など」（41.6％）、「ら
抜き言葉」（72.1％）、「半疑問」（49.4％）、
「ぼかし言葉」（63.0％）、「『ムカつく』『キレ
る』など」（48.4％）とも多かった。またそ
れは男子より女子に多く、母親に対して友だ
ち感覚で使っていることが考えられる。なお、
どの言葉も、３番目は「先輩」、４番目は
「先生」に使っていた。そして「バイトの客」、
あ
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４）その他の要因との関係

１）若者言葉の使い分け

c若者言葉とその使い分け

２）
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表５ー３　若者言葉とその使い分け × 性・学年�

（%）�

友だちに�

先輩に�

親に�

先生に�

バイトの客に�

初対面のおとなに�

ぜんぜん使わない�

友だちに�

先輩に�

親に�

先生に�

バイトの客に�

初対面のおとなに�

ぜんぜん使わない�

友だちに�

先輩に�

親に�

先生に�

バイトの客に�

初対面のおとなに�

ぜんぜん使わない�

友だちに�

先輩に�

親に�

先生に�

バイトの客に�

初対面のおとなに�

ぜんぜん使わない�

友だちに�

先輩に�

親に�

先生に�

バイトの客に�

初対面のおとなに�

ぜんぜん使わない�

友だちに�

先輩に�

親に�

先生に�

バイトの客に�

初対面のおとなに�

ぜんぜん使わない�

82.6�

35.7�

32.9�

10.9�

1.2�

1.6�

14.3�

81.9�

43.5�

65.0�

33.6�

5.6�

10.6�

13.4�

70.8�

25.5�

35.5�

10.6�

1.8�

2.1�

26.0�

80.4�

42.6�

54.0�

30.1�

3.4�

6.8�

13.4�

79.6�

22.7�

40.7�

11.7�

1.9�

3.2�

15.8�

8.0�

31.6�

10.5�

52.4�

25.2�

60.2�

17.7

89.8�

27.5�

50.2�

8.8�

0.3�

0.7�

9.0�

89.4�

44.3�

79.1�

37.8�

4.6�

7.7�

7.1�

90.6�

21.2�

63.3�

10.5�

0.0�

0.7�

8.0�

91.2�

43.0�

72.0�

36.4�

4.9�

9.1�

4.7�

85.7�

18.3�

56.1�

9.4�

0.0�

1.2�

9.0�

4.4�

32.1�

5.0�

52.6�

37.8�

72.3�

10.0

86.0�

31.9�

40.6�

10.0�

0.3�

1.0�

12.1�

87.0�

45.8�

72.5�

36.8�

4.8�

9.5�

9.4�

81.4�

25.7�

50.1�

10.3�

0.9�

1.4�

15.9�

86.0�

43.5�

62.4�

32.2�

4.3�

9.7�

8.7�

82.1�

21.2�

48.4�

9.7�

0.9�

2.0�

12.7�

6.6�

33.2�

9.2�

54.2�

30.3�

67.3�

13.0

86.5�

31.3�

42.6�

9.8�

1.2�

1.4�

11.1�

84.2�

42.0�

71.6�

34.6�

5.4�

8.7�

11.1�

80.0�

20.9�

48.7�

10.8�

0.9�

1.4�

18.0�

85.6�

42.1�

63.6�

34.3�

3.9�

6.2�

9.5�

83.3�

19.7�

48.4�

11.4�

1.1�

2.4�

12.0�

5.7�

30.4�

6.2�

50.7�

32.8�

65.1�

14.7

＜�

＞�

＜�

�

�

�

＞�

＜�

�

＜�

�

�

�

＞�

＜�

�

＜�

�

＞�

＞�

＞�

＜�

�

＜�

＜�

�

�

＞�

＜�

＞�

＜�

�

＞�

＞�

＞�

＞�

�

＞�

�

＜�

＜�

＞�

�

�

�

�

＜�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

＞�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

＞�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

＞�

86.2�

31.6�

41.6�

9.9�

0.7�

1.2�

11.6�

85.6�

43.9�

72.1�

35.7�

5.1�

9.1�

10.2�

80.7�

23.4�

49.4�

10.5�

0.9�

1.4�

16.9�

85.8�

42.8�

63.0�

33.2�

4.1�

8.0�

9.1�

82.7�

20.5�

48.4�

10.5�

1.0�

2.2�

12.4�

6.2�

31.8�

7.7�

52.5�

31.5�

66.2�

13.9

全　体� 男　子� 女　子� １　年� ２　年�

１.「○○入っている」�
　「へこむ」などの�
　  若者言葉�

２.「見れる」「食べれ�
　  る」などのら抜き�
　  言葉�

３. （イントネ－ショ�
　  ンが上がる）「す�
　  ごくない？」など�
　  の半疑問の言葉�

４.「～～とか」「～～�
　  のほう」などのぼ�
　  かし言葉�

�
５.「ムカつく」「キレ�
　  る」などの人を攻�
　  撃する言葉�

６.「お待ちする」�
　「～～いたします」�
　  などの敬語�

（複数回答）�
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「初対面のおとな」に使っている者は、どれ
も数パーセントであった。
最後に敬語については、「初対面のおとな
に」（66.2％）最も多く使っていた。その次
は「先生に」（52.5％）使っていることが多
かった。
このように現在の高校生も、それなりに相
手によって若者言葉を使い分けている傾向が
みられた。

次に、これらの若者言葉と友人関係につい
てみることにしたい。辻大介によれば、特に
「とか」「っていうか」などの若者言葉の語
用論的方略として、発話内容の不特定化、発
話主体のメタ化（第三者化）、聞き手の共犯
化が行われる。そしてこれらが若者を、対人
関係の「重力場」から身を引き離す機能があ
る、としている。本稿ではこのような機能を
対人関係のチャンネル能力と捉え、友人関係
の広さ、深さなどとともに若者言葉との関係
についてみることにしたい。
まず上記の語用論的方略については、本稿
の調査では「ぼかし言葉」、そして「半疑問」
も聞き手の共犯化などの点であてはまる、と
考えられる。そこでこれらの言葉についてみ
ると、「半疑問」を友だちに使う若者は、「友
だちは多い方がよい」が友だちの数が多いわ
けではない。また「１人でいる時間の方が大
切だ」とは思わない、「悩みごとはあまり友

だちに話さない」わけではない、「フルネー
ムがわからない友だちが結構いる」わけでは
ない、「友だちと話をしていて、夢中になる」
「友だちなどが自分をどう思っているのか気
になる」という深い関係がある。そして「ど
こに行くかによって、友だちを選ぶ」という
チャンネル能力があった。
また「ぼかし言葉」を友だちに使う若者は、

「友だちは多い方がよい」「嫌いな人だと思っ
ても、とりあえず友だちになる」わけではな
いが、「親しくない人でも自分をどう思って
いるのか気になる」。そして友だちの数は多
い。また「１人でいる時間の方が大切だ」と
は思わない、「悩みごとはあまり友だちに話
さない」わけではない、「フルネームがわか
らない友だちが結構いる」わけではない、
「友だちと話をしていて、夢中になる」「友だ
ちなどが自分をどう思っているのか気にな
る」という深い関係がある。そして「どこに
行くかによって、友だちを選ぶ」というチャ
ンネル能力があった。
このように「半疑問」「ぼかし言葉」を友
だちに使っている者は、友だちのチャンネル
能力があった。また「半疑問」を使っている
者は友人関係の深さ、「ぼかし言葉」を使っ
ている者は広さ、深さもあった。これはやは
りこのような若者言葉を使うことが、友人関
係の広さ、深さを作りだしていく力も持って
いることを示唆している、といえるだろう。

次に高校生のメディア自体の使い分けにつ
いてみることにしたい。高校生はメッセージ
の内容（遊びの誘い、告白、仲直りなど）に
よって、コミュニケーションのツール（道具）
を使い分けているのだろうか。
様々なメッセージの内容とコミュニケーシ
ョンのツール（道具）の関係は、「好きな人

に告白をする」（70.6％）、「ケンカした友だち
と仲直りする」（53.1％）、「親戚のおじさんに
進路について相談する」（41.6％）、「親しい友
だちを遊びに誘う」（34.8％）で、「直接会っ
て話す」が最も多くなっていた。このように
携帯などのメディアを使っている現在の高校
生も、告白、仲直りなどの深刻な問題では、
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２）若者言葉と友人関係

３）

vメディアの使い分け
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face to faceの対面的関係を重視しているよう
であった。
また、「あまり親しくない友だちを遊びに
誘う」ときには、「ＰＨＳや携帯電話でメー
ルを送る」（36.8％）という、携帯というメ
ディアを使い声も直接聞かない、というツー

ルが最も多くなっていた。そして「親戚のお
じさんへの相談」では、音などが安定する「家
の電話で話す」（34.0％）が、「ＰＨＳや携帯
電話で話す」（1.6％）より、ずっと多くなっ
ていた。

それでは最後に、高校生と短歌・俳句を詠
むこと、読むことの関係について考えていく
ことにしたい。ここでなぜ短歌・俳句をとり
あげたかというと、日本の伝統的な詩型であ
り、それを分析することは、高校生の「言
葉・つかい」にとって基本的に重要と考えら
れるからである。

q 周りの人間
高校生に短歌・俳句について聞くと、それ

は表５－４のようになる。表にみられるよう
に、まず周りの人間については、「先生に短
歌や俳句に熱心な人がいた」が約４分の１
（24.9％）、「親や親戚で短歌や俳句をつくっ
ている人がいる」が１割弱（7.7％）であっ
た。短歌や俳句に熱心な先生が約４分の１い
たのは、予想よりもかなり多かった。また、
それは東京に多かった。

w 日常の知識と行動
短歌・俳句に関する知識については、「短歌
は５・７・５・７・７、俳句は５・７・５であると
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b短歌・俳句の詠みと読み

１）短歌・俳句に影響を与える要因

表５－４　読みと詠みの構造 × 性・学年　�

１. 短歌は５・７・５・７・７、俳句は５・７・５で�
�

２. 若山牧水という歌人を聞いたことがある�

３. 短歌、俳句は古い、というイメ－ジがある�

４. 短歌、俳句は難しい、というイメ－ジがある�

５. 今年の正月に百人一首をした�

６. 親や親戚で短歌や俳句をつくっている�
�

７. 先生に短歌や俳句に熱心な人がいた�

８. この１年間、授業以外で短歌、俳句�
�

９. 短歌、俳句をつくったことがある�

全　体� 男　子� 女　子� １　年� ２　年�

80.8

55.3

61.3

65.9

17.2

  7.7

24.9

27.2

41.9

82.3

51.0 ＜�

61.8

63.6

15.2

  6.8

24.2

26.0

35.8 ＜�

79.2

59.5

60.8

68.2

19.1

  8.5

25.6

28.4

48.0

84.4 ＞�

45.8 ＜�

63.2

69.7 ＞�

23.8 ＞�

  7.8

23.1

26.4

40.0

77.0

65.1

59.4

62.0

10.2

  7.5

26.8

28.0

43.9

（％）�

あると思う�

人がいる�

を読んだことがある�

（複数回答）�
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思う」が約８割（80.8％）、「若山牧水という
歌人を聞いたことがある」が５割強（55.3％）
であった。ただし、百人一首という伝統文
化については、「今年の正月に百人一首をし
た」は２割弱（17.2％）であった。

e 短歌・俳句へのイメージ
短歌・俳句へのイメージについては、「短
歌、俳句は難しい、というイメージがある」
（65.9％）、「短歌、俳句は古い、というイメ
ージがある」（61.3％）がともに約６割で、
どちらかというとマイナスイメージがあるよ
うであった。

r 短歌・俳句の読みと詠み
実際の短歌・俳句への接触については、「こ
の１年間、授業以外で短歌、俳句を読んだこ
とがある」が約３割（27.2％）、今までに
「短歌、俳句をつくったことがある」が約４
割（41.9％）であった。このように、とにか
く短歌・俳句を詠んだことがある者が約４割
おり、男子（35.8％）よりも女子（48.0％）
に多かった。
作品としては、

奥入瀬の若葉を磨く滝の音（２年女子）
雪うさぎ何を思うか雪原に（２年女子）
ふらここが私を空に放り出し（１年女子、
「ふらここ」とはブランコのこと）
のような文学的な俳句、
ＵＦＯがきてもバレちゃう五月晴れ（２年
男子）
夏休みせみに対抗母の声（１年女子）
今はかずルーズソックスいつはくか（１年
女子）
かき氷シロップけちるなオバタリアン（１年
女子）
などの川柳的な俳句があった。また、
目があった！！それが今日の生きる糧（２年
女子）
のような相聞（恋）の句は意外に少なかった。
また短歌を詠んだ例は少なかったが、
通学路会う猫皆逃げてゆく畜生！顔を覚えら
れたか？！（２年女子）
などのおもしろい歌などがあった。

t 諸要因の関係
次にこれらの関係をみると、それは図５－１
のようになる。図に示されるように、周りの
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図５－１　読みと詠みの構造　�

周りの人間� 知識・行動� イメ－ジ� 読み� 詠み�

親や親戚で短歌や俳句を�
つくっている人がいる�
�

短歌・俳句は古い�

短歌・俳句は�
難しい�

短歌・俳句を�
つくった�

先生に短歌や俳句に�
熱心な人がいた�

正月に百人一首をした�

若山牧水を聞いたことが�
ある�

短歌・俳句を�
読んだ�

短歌は５・７・５・７・７、�
俳句は５・７・５だと思う�

因果（相関）関係あり（「逆」とは、百人一首をするほど、古い、難しいと思わない、などの逆の関係を示す）

逆�逆�

逆�逆�

逆�逆�

逆�逆�
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人間については、親や親戚で短歌や俳句をつ
くっている人がいたことと、先生に短歌や俳
句に熱心な人がいたことは相関している。こ
れは、たとえば親や親戚が短歌や俳句をつく
っていてそれに興味を持った場合、先生に短
歌や俳句について聞きに行ったり、短歌や俳
句に熱心な先生を記憶していたりするため、
と考えられる。そして親や親戚が短歌や俳句
をつくっていたことは、百人一首をしたこと、
そして短歌・俳句を読むこと、詠むことに直
接の影響を与えていた。また先生が熱心だっ
たことも、若山牧水を聞いたことがあること、
百人一首をしたこと、そして短歌・俳句を読
むこと、詠むことに直接の影響を与えていた。
次に日常の知識・行動では、「短歌は５・
７・５・７・７、俳句は５・７・５であると思う」
ことと「若山牧水を聞いたことがある」こと、
そして「若山牧水を聞いたことがある」こと
と「正月に百人一首をした」ことは相関して
いた。このように短歌・俳句に関する知識と
行動は、関係があるようであった。ただし短
歌は５・７・５・７・７、俳句は５・７・５である
という教科書的な知識は、短歌・俳句は古い、
短歌・俳句は難しい、というマイナスイメー

ジをむしろ増加させていた。それに対して若
山牧水を知っていることは、短歌・俳句を読
むこと、詠むことに直接の影響を与えていた。
そして百人一首をしたことは、短歌・俳句は
古い、短歌・俳句は難しい、というマイナス
イメージを減少させ、短歌・俳句を読むこと、
詠むことに直接影響を与えていた。
短歌・俳句のイメージでは、短歌・俳句は
古い、短歌・俳句は難しいは互いに関係があ
り、またそう思う者は、それを読まない、と
いう傾向があった。
最後に短歌・俳句を読む者は、やはりそれ
らを詠む、という傾向があった。

それでは次に、具体的な作品を鑑賞しても
らい、さらに高校生と言葉の問題について考
えていくことにしたい。
作者名は伏せて、高校生にＡ、Ｂのどちら
の文（歌）が好きかを選ばせてみると、それ
は表５－５のようになる。
１は、Ａ〈やは肌のあつき血潮にふれも見
でさびしからずや道を説く君〉が与謝野晶子
『みだれ髪』の当時（明治34年）としては女
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２）作品鑑賞

表５ー５　作品鑑賞（A、Bのどちらの歌や文が好きか）× 性・学年　�

（%）�

全　体� 男　子� 女　子� １　年� ２　年�

55.0�

40.3�

26.3�

68.9�

81.7�

13.9�

37.1�

58.4

56.0�

44.0�

32.5�

67.5�

82.1�

17.9�

44.1�

55.9

59.4�

40.6�

22.6�

77.4�

88.8�

11.2�

33.6�

66.4

54.9�

45.1�

27.0�

73.0�

86.5�

13.5�

37.5�

62.5

60.6�

39.4�

28.2�

71.8�

84.4�

15.6�

40.2�

59.8

＞�

＜�

＜�

＜�

＜�

＞�

＞�

＞�

１�

２�

３�

４�

A.やは肌のあつき血潮にふれも見でさびしか�

B.生き物をかなしと言いてこのわれに寄りか�
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性の主張がみられる歌、Ｂ〈生き物をかなし
と言いてこのわれに寄りかかるなよ　君は男
だ〉が梅内美華子『横断歩道』の現代の、よ
り女性のリーダーシップがみられる歌であ
る。これを選ばせると、与謝野が約６割
（55.0％）、梅内が約４割（40.3％）と、意
外と明治の歌の方が人気があった。そして学
年とともにこの傾向が増加した。これは与謝
野が教科書などにも載っている有名な歌人で
あること、また言葉遣いは古いが、内容とし
ては現在の高校生にも共感するところがある
ためではないかと思う。
２はともに現代の歌だが、Ａ〈昼食に誘い
しだけであるものを友達つれて女現わる〉が
寒川猫持『猫とみれんと』のユーモアの歌、
Ｂ〈終バスにふたりは眠る紫の＜降りますラ
ンプ＞に取り囲まれて〉が穂村弘『シンジケ
ート』の切なさの歌である。これを選ばせる
と、寒川が約３割（26.3％）、穂村が約７割
（68.9％）と、鑑賞が難しいと思われる切なさ
の歌への共感が広くみられ、特に女子にその
傾向がみられた。これは寒川の歌が、ユーモア
の歌ではあるがその〈女〉の表現の仕方に女子
がひいてしまった、ということが考えられる。
３のＡ〈せまい日本そんなに急いでどこへ
行く〉は交通標語だが５（６）・７（８）・５の韻
文になっている。簡単に覚えてもらうため交
通標語は、５・７・５の韻文になっているもの
が多い。そしてＢ〈せまい日本そんなに急い
でどこへ行くのだ〉は、それをふつうの文章
になおしたものである。これについてどちら
が好きか選ばせると、Ａが８割以上（81.7％）
になっており、５・７・５の韻文への支持が圧
倒的に多い。特に女子にその傾向がみられた。
ところで３の韻文への嗜好は、交通標語で
聞き慣れているから、ということが考えられ
る。そこで４では、俵万智『サラダ記念日』
の５・７・５・７（８）・７の歌Ｂ〈思い出の一

つのようでそのままにしておく麦わら帽子の
へこみ〉と、それを言葉の順を意味どおりに
変えたＡ〈麦わら帽子のへこみ思い出の一つ
のようでそのままにしておく〉について選ん
でもらった。するとBの本歌の方の支持が
約６割（58.4％）と高かった。このように有
名歌とはいえないこの歌についても、５
・７・５・７・７の韻文が好まれ、特に女子にそ
の傾向がみられた。なおどれについても、地
域差はみられなかった。
最近は文語に接する機会がほとんどないこ
と、若者言葉の変化により、短歌・俳句と若者
の距離が問題にされている。しかし実際には
高校生にも歌への理解、５・７・５や５・７・５・
７・７の韻律を好む傾向がみられたのである。
なお表５－３の若者言葉の使用と韻律への志
向については、特別な関係はみられなかった。

［注］

１）Ｗ・Ｊ・オング『声の文化と文字の文化』藤

原書店、1991。

２）文化庁「国語に関する世論調査」2000年。

３）辻大介「若者語と対人関係」「東京大学社会

情報研究所紀要」57，1999年。なお辻はこの先駆

的な研究で、 若者を対人関係の「重力場」から身

を引き離す機能が対人関係の「重い－軽い」と結び

ついているとし、「濃い－薄い」「深い－浅い」と

区別している。しかし日本語の語感として、対人関

係の「重い－軽い」は、必ずしも「濃い－薄い」

「深い－浅い」と区別できない、と考えられる。ま

た辻は対人関係の「重い－軽い」を測る質問として、

「仲のいい友だちでも、ずっといっしょにいると離

れたくなる」「どこに何をしに遊びに行くかによっ

て、いっしょに行く友だちを選ぶ」をもちいている。

そして他の論文ではこれを、「密着した人間関係に

拘束されることを好まず、いつでも手軽にON／

OFFできる人間関係を好むようなこのメンタリテ

ィ」と表現している（「ケータイと『とか』弁」

「学叢」62号、日本大学文理学部、1998）。これら

のことから考えて、本稿では対人関係の「重力場」

から身を引き離す機能をとりあえず対人関係のチャ

ンネル能力と名づけて、検討していくことにした。
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深谷 今回のモノグラフ・高校生のタイトル
は「電子メディアの中の高校生」ということ
ですが、携帯電話・音楽・テレビ・言葉とそ
れぞれのお立場で、それぞれのアプローチか
ら入っていただきたいと思います。なんとな
くよく電子メディアといわれますが、「電子
メディア社会」とは、どういう社会をいうの
でしょうか。
浜島 「電子メディア」という言葉がふさわ
しいのは、携帯電話ではないでしょうか。お
そらく「電子メディア社会」とは携帯電話を
中心に置いた人々の生活をさすのだと思いま

す。この携帯電話を代表として置き、僕たち
はそれ以外の３者（音楽・テレビ・言葉）と
の接点について―たとえば、携帯電話とはそ
れらのどのメディアとの関連性が強いのか、
あるいは全く関連性のない新たなメディアな
のか―考える必要を感じました。
深谷 今のは大事なご指摘ですね。今までの
メディアに新しいメディアが加わった状況を
考えた方がいいのですね。
浜島 携帯電話がこれらのメディアの先を走
っている気がとてもするのです。３者がその
中でどういう形で引っ張られているのか、そ
れとも独立した分野を形成しているのか。
深谷 初歩的な質問ですけれど、どうしてマ
ルチメディアと言わなくなったのでしょうか。
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大野道夫（大正大学助教授）
西島　央（東京大学助手）
岩田　考（東京学芸大学大学院生）
浜島幸司（上智大学大学院生）
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今回は、携帯電話・音楽・テレビ・言葉という高校生に身近な４領域のメ

ディアを取り上げ、かかわり方や意識などを調査しました。そこから新しい

メディアをうまく生活に取り入れ、いきいきと活用している高校生の姿を捉

えることができました。ここでは、担当された方々に高校生とメディアとの

関係について、執筆後の印象や問題点、今後の方向性について語っていただ

きました。
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岩田 マルチメディアという言葉が使われな
くなった理由はよくわかりませんが、｢携帯
電話のマルチメディア化｣という言い方はし
ますね。先生はどのような意味でおっしゃっ
ているのでしょうか。
深谷 ごく素朴に考えると、テレビもあり、
音楽もあり、携帯電話もあり、インターネッ
トもありというように子どもたちが多様なメ
ディアに接しているという意味ですよ。ある
時期までは、マルチメディアという言い方が
多かった時期があって、今はだいたい電子メ
ディアという言い方ですが…。携帯電話とは、
今までのメディアと基本的に違ってくるので
しょうか。今までのメディアの中に携帯電話
が入ることで何か変わってくるのでしょうか。
岩田 難しいご質問です。携帯電話が電子メ
ディアを代表するとすれば、その影響もメデ
ィアの歴史的な変化の中に位置づけて考える
必要があるからです。携帯電話単体で考える
場合には、利用者側のコミュニケーションの
特質がメディアの特性を規定していくという
逆の向きの影響も重要だと思います。つまり、
利用者のコミュニケーションの特質が他のメ
ディアにも程度の差こそあれ共通した影響を
与えるのではないかということです。現時点
では、若者のコミュニケーションを特徴づけ
る「選択的」という特質が重要だと考えてい
ます。
深谷 西島さん、電子メディア社会のことや
執筆を終えた後の印象も含めていかがですか。
西島 僕自身は、まずめずらしいことに携帯
電話を持っていないので…（笑）。今回の音
楽では電子メディアにかかわるようなこと
は、ほとんど出てきませんでした。ただ最初
にイメージしていたこういう関係があるのだ
ろうなと思っていたのが、結構崩れました。
深谷 それはどういうことですか。
西島 以前の音楽社会学では、音楽の接し方
に階層性があるとか、音楽のそれまでの経験
というものが音楽行動にどう影響しているか

と言われてきていますが、そうじゃないよう
な他に何かあるだろうなという感じで、メデ
ィアなり、そこにのっかってくるものに対す
る高校生の接し方というものが大きく変わっ
てきているのではないでしょうか。自分で使
っていないのでわからないのですが、携帯電
話にはいろいろな機能がついていて、従来と
比べると受け手としての割合が減っています
よね。自分の方から非常に容易に発信するこ
とができるので、その部分で音楽に対する接
し方も変わってきているという可能性はある
なと皆さんの原稿を読んだ後に感じます。
大野 いろいろなメディアが出てきて子ども
の生活世界が少しずつ変わっていると思いま
すが、子どもの肉体は１つで、食事をしたり、
遊んだりはそんなに変わらないのですから、
序々に変わっていくというのが正直なところ
ではないでしょうか。僕の調査したところで
いえば、５・７・５とか５・７・５・７・７という
韻律に対し高校生がわりと好むというような
傾向が出ましたが、そういう結果をみても日
本語がすごく変わるということはない気がい
たしました。

深谷 高校生サイドからいうと電子メディア
化されても変わっていない部分があるのでは
ないでしょうか。テレビの場合はどうでしょ
うか。
浜島 全体としては変化しているのではなく、
むしろもっと分化している気がします。テレ
ビを見ている人と見ていない人では大きな差
があり、見方次第でずいぶんものの考え方が
変わっています。マスメディアというのは、
その人の使い方次第かなというのがあり、多
くの高校生がそれをうまく使いこなしていく
ことがすごく弱い。結局、携帯などからの情
報についても何を選んでいくのかということ
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と、かかわってくる問題ではないでしょうか。
武内 新しいものは、若い人たち―特に高校
生に一番早く取り入れられています。今回取
り上げたメディアも携帯電話や言葉などは、
新しいものといってよいでしょう。高校生と
メディアの関係には２つの側面があります。
１つは高校生が新しいメディアを使って今ま
でにない問題行動をとっている側面。もう１
つは新しいメディアを高校生が積極的に生活
の中に活かしている側面です。旧世代から見
ると、今の高校生のメディアの使い方には
「問題あり」と感じることが多いのですが、
実際今回のデータを見ると、問題があるとい
うよりはそれを生活の中によく活かしている
という印象を受けました。
深谷 高校生サイドから見たら、それほど大
きく変わっているようには見えない。うまく
利用しているという感じですね。
武内 そうですね。ただ、携帯電話の使用料
金がかなりの高額で、高校生の小遣いの中で
大きな比重を占めています。ここから派生す
る問題があるでしょう。携帯電話料金の支払
いのためにアルバイトをする高校生もいると
思います。
岩田 確かに、アルバイトをしているかどう
かということと、携帯電話の利用や利用頻度
には関連がみられます。ただ、アルバイトを
するというライフスタイルが、利用を促進し
たり、利用頻度を高めたりする可能性も考慮
すべきだと思います。
深谷 今までのお話を聞いていると「電子メ
ディア」を高校生レベルで押さえたときに、
携帯電話というのが一番新しいインパクトの
あるメディアなのでしょうか。メールやイン
ターネットはどうでしょうか。
浜島 そうですね。メールやインターネット
の機能がもう携帯電話の中にありますからね。
無理して家にあるパソコンを開かなくてもこ
ちらの小さな端末でやってしまえますので。

深谷 携帯電話を持つと人間関係が深まるの
でしょうか。
岩田 これまでの携帯電話に関する多くの調
査では、基本的には人間関係は深まるという
結果になっています。
深谷 それについてはどう思われますか。確
かに、携帯電話で人間関係の幅も人数も増え
るし、人間関係のコンタクトができますけど、
何かコンタクトの仕方が違うような気もしま
すが…。
大野 相手が限定される、ということはない
ですか。たとえばこれは大学生の例ですが、
最近はゼミのコンパなどで、ゼミ生以外の他
大学の友だちや彼女とかが来たりすることが
あります。これは友人関係が広くなるという
面はあると思うのですが、好きな人だけを集
めて限定してしまう、という面もあるのでは
ないですか。
岩田 確かに、初期の研究ではそうした指摘
もなされています。特定の人たちと24時間、
常にコミュニケーションするようになったと
いう指摘です。メール機能の登場で、状況に
変化があるかもしれませんが…。
西島 教師の立場から見ていても、自分たち
の高校生や大学生の時期と比べると連絡をと
る回数が確実に増えていると思います。
深谷 時間を気にせず、いつでもコンタクト
できますからね。
西島 そういう意味では深くはなると思う
し、かといってそれ以外の友だちとの関係を
とっていないかというとそうではない。むし
ろそういう友だちには、電話をいきなりかけ
るのはちょっと抵抗感があるけど、簡単にメ
ールで「ちょっとどう？」ということができ
たりして、少し遠い友だちとの連絡が、とり
やすくなってきたのではと感じます。自分自
身も親しい友だちは電話で話しますが、少し
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遠い友だちにはメールで出すということを考
えますとむしろ深まる部分もあるのではない
でしょうか。
武内 携帯電話の場合、親を介さずに直接相
手と話せることが高校生としてメリットが大
きいのではないでしょうか。今までは電話す
れば相手の親が出てきて、いろいろ気を遣う
ことが大きかったわけですから。
深谷 デメリットみたいなものはありますか。
岩田 しいてあげれば、24時間コミュニケー
ションをしていなければ落ち着かないという
ような、コミュニケーションへの依存がみら
れるということでしょうか。
浜島 連絡が入ることで楽になりますが、逆
にどういう連絡が入るかわからず、24時間い
つでも画面を見ないと落ち着かないような状
況があると思います。たとえある場面では電
源を切っていたとしても、別の時間にちょっ
と着信履歴などを見たら、強迫観念とまでは
いえないでしょうが、コミュニケーションを
とらねばならないようなことがあるのかもし
れません。
深谷 メールや携帯電話というのは、仕事に
は非常に役に立つものだと思っています。今
は仕事関係の連絡はオンタイムでほとんど携
帯電話に入りますよね。時間を節約するとい
う意味でしたら、昔は速達で返事をしたのが、
ファックスになりメールになった。しかし、
メールやファックスでコンタクトをとるよ
り、生で会ってしゃべる方が何十倍もいろい
ろなことをしゃべっていますね。だからメー
ルを含めて携帯電話でのコミュニケーション
は、コンタクトをしているように見えても意
外と浅いのではないかという気がしてならな
いのですが。
大野 深い―浅いという見方の他に、相手の
顔や表情が見えないのでコンタクトが身体
的、全面的ではない、といえないでしょうか。
好きな人へ告白とかケンカの仲直りでは、直
接話すという調査結果が出ています。ですか

ら携帯電話と生のコンタクトとの使い分けが
ある気がします。
岩田 僕は、携帯電話やパソコンによるメー
ルやチャットなどを介した関係が必ずしも浅
いとは思えないのですが。たとえば、直接会
っている人よりも、メールだけでつながって
いる人に、より親しみを感じたりすることも
あると思います。両者の「親密さ」を同じ物
差しではかれるのかという問題もあります
し、携帯電話でのコミュニケーションが浅く、
対面的なコミュニケーションは深いというの
は、少し単純すぎるように思います。
深谷 僕は、メールを打っているとき、自我
が全然傷つかない。完全にカプセルに入った
上でお互いがコンタクトしているので、クー
ルですよ。逆にいうと好きなことが勝手にか
けるのです。でも生で会ったときとかなりコ
ミュニケーションの中味が変わるような気が
します。本心をガードしているのではと思い
ます。高校生はそうじゃないのかもしれませ
んが。
岩田 チャットや掲示板では、対面的な状況
ではいえないような攻撃的な発言をしてしま
い、トラブルが発生するということもありま
す。自分というものがしっかりとあって、仮
面をつけるように使い分けしているのかとい
うと必ずしもそうではないように思います。
最初は使い分けの意識があるかもしれません
が、チャットなどをしているとある段階から
没頭して、それをこえていくようなところが
あるように感じます。チャットとメールには
無視できない違いもありますが、今回の調査
でも悩みの相談に通話よりもメールが使われ
るという結果がみられました。メル友と心中
するような事件もあるように、先生がおっし
ゃるのとは、若干違うコミュニケーションが
みられるのではないでしょうか。
深谷 常に人と会ってコミュニケーションが
成り立っているというのは、ある時代のある
コミュニケーションスタイルで、これからは、
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今のようなメールとかでコンタクトするスタ
イルが普通になるのではないかと思いますね。

武内 日本では聴く音楽が中心で、生活の中
に音楽が入っている感じがしません。西洋の
人たちの方が、日常的に音楽が生活の中にも
入り込んでいるように思います。日本でも若
い人の音楽とのかかわりは大きく変化してい
ますか。
西島 生活の中の音楽についてはおっしゃる
通りだと思います。今回、歴史を持っている
日本の音楽、大衆の中の音楽、学校で習う音
楽すなわちクラシック音楽についてみたとこ
ろ、高校生が音楽を嫌いになるときとは、音
楽の授業で評価をされるときが２番目くらい
に高かった。また、生活に根づいた音楽はど
れなのかはっきりしていない。ピアノを習う
ことについては、今回東京の女子では７割ほ
どだったと思いますが、やはりそれは西洋の
音楽であり、音楽教室などの中で閉じ込めら
れている感じがします。それにもかかわらず、
音楽から離れられないのは、いったいどうし
てなのかについてはもう少し追究しないと今
の段階ではわかりません。ただ大衆文化とし
ての音楽という部分では、ターゲットである
高校生や大学生の気持ちを表していることが
多いわけですから、彼らはそこにコミットし
ている部分が強く、音楽は好きだが、学校で
習う音楽は嫌いだといっています。
深谷 今の高校生は、自分で音を持てるよう
になってきたのでしょうか。
西島 自分で作ることもできます。携帯電話に
しても自分で着メロをつくっています。今回岩
田さんが提案された「習いに行くだけでなく、
自分で楽器をさわる」というような質問項目を
入れたところ、わりと数値が高かったです。
深谷 全体としては、メジャーな音楽は減っ

てきているのでしょうか。
西島 これが主流というものが減ってきてい
ると思います。それぞれが自分の好きなもの
を使い分けていて、それに固執しているのか
というとそうではなく多様性があるのでは。
深谷 テレビはどうでしょうか。どういう意
味を持つのでしょうか。
浜島 好き嫌いで見ていると思いますが、も
のを考える道具かどうか…。娯楽が１番であ
り、情報を得るという意味では、ニュースや
ドキュメントはあまり見ていないようです。
テレビについては、昔ながらのマスメディア
論で説明されてきたことがあてはまっている
気がします。
武内 今回、東京と秋田での地域差は大きか
ったのでしょうか。
浜島 東京の方が全国ニュースに気を配って
いたようですし、ニュースキャスターの言葉
遣いやコメントに関心を持っていました。逆
に秋田の方はファッションがどうかなどに関
心を持っていました。全国一様だと思われて
いるマスメディアも自分がいる場所によって
若干違うのではないでしょうか。
深谷 言葉については、どうなのでしょうか。
大野 短歌や俳句に限って言えば、僕もやっ
ていますが、ネット上で歌会などが開かれて
いて、顔の知らない同士、歌の批評をしていま
す。そうすると歌がすごく変わったというほ
どでもないのですが、昔の啄木のような〈は
たらけどはたらけど猶わが生活

くらし

楽にならざり
ぢっと手をみる〉みたいな告白調ではなく
「こう思うのだけどどうだろう」のように、
ちょっと友だちにたずねるような、そういう
歌がありますね。若い人たちには、おもしろ
い発想でつくるみたいなところがあり、そう
いうところから短歌や俳句に参入していった
のかもしれません。
深谷 誰でも参加していいのですか。また、
歌集などこれから次第に出なくなるのですか。
大野 今までは、地域ごとの結社での歌会で
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やっていたのですが、ネット上では誰でも参
加でき、外国の人とかもいます。基本的には
ネットを使っている年齢層の関係で、若い人
が多いですね。そして、ネット上の歌集など
があり、オンデマンド出版で欲しい人だけプ
リントするものがもう出ています。ただ今ま
でのちゃんとしたつくりでの歌集の方がいい
という人もいて、全部が取って代わるという
ことではないと思います。

武内 人とメディアとの関係は、人がメディ
アに支配されるという側面と人がメディアを
使って何かをやっていくという２つの側面が
あると思います。テレビに対しては、基本的
に人は受け身にならざるを得なくて、テレビ
を使って積極的に何かをやっていくことは、
とても難しいことかもしれません。しかし、
能動的な視聴者への転換が今望まれていま
す。携帯電話は、若者が主体的に使いこなせ
るメディアだと思います。その中間に音楽や
言葉などがあるのではないでしょうか。
深谷 電子メディア社会でよいことをいえ
ば、高校生も発言権を持てるようになったと
いうことですかね。今まで普通の人たちは、
メディアを持っていなかったわけですね。こ
れからは、草の根からの民主主義というのか
市民社会が成り立つのでしょうか。
浜島 声としてはよく出ていますけど、それ
が大きな問題になるかというとたぶんならな
いような気がします。今のまま続いていけば、
意見を言い合っているだけでおしまいって感
じでしょう。携帯電話を通じて高校生同士で
共有する情報もあるのでしょうが、それが１
つの運動として何かを変えていく若者の形へ
と発展するかどうか…。

武内 インターネットはどうでしょうか。
深谷 身近にインターネットが使えるように
なるということは可能性として強いとして、
コーディネーターがいないと、かなりグジグ
ジとこぼし話をして終わってしまうというこ
とですね。
浜島 不満の捌け口先ということでメディア
に対して満足しているのではないでしょうか。
深谷 それ以上の力にはなれないのでしょう
か。新しい形のネットのリーダーなど政治家
とかがやりかけていますよね。
大野 可能性としてはありますよね。我々に
見えていないだけなのかもしれないし。ちょ
っと古い例かもしれませんが、テレビ番組で
あるタレントがオーディションに合格してす
ごく伸びていくなかで、視聴者が投票したり、
コンサートに行ったりして、そのプロセスに
参加していくわけです。それも結局メディア
に利用されているといえば、そういえなくは
ないのですが、視聴者の側でテレビに参加し
たい、という意識があるのでしょう。
浜島 一緒に動きたいと思わせる情報である
と彼らが受け止めたということは、やはり、
何らかのコミュニケーションがメディアを媒
体にしてなされたといえるでしょう。
深谷 こう考えていくと、メディアといかに
コントロールして接触するかが大事になりま
すね。一口でいえば、メディア・リテラシー
になると思いますが、メディア・リテラシー
が形成されていれば、一人ひとりがしっかり
とした市民社会が実現しますね。しかし、リ
テラシーが欠けるとメディアに支配される専
制社会が登場しそうです。それだけに高校で
もメディア・リテラシーの形成に積極的に取
り組んでほしいという気持ちがします。
今日はありがとうございました。
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● 資料１　調査票見本

アンケートのお願い

このアンケートは高校生とメディアとの関係（特にＰＨＳ・携

帯電話、音楽、言葉、マスメディアとの関係）を調べるためにつ

くったものです。

あなたの大切な時間をいただいて申しわけありませんが、ご協

力くださいますようお願い申しあげます。

（お名前はいりませんので、ありのままをお答えください）

高校教育研究会
東京成徳短期大学教授　深谷昌志
上 智 大 学 教 授 武内　 清
明治学院大学教授 望月重信

《回答のしかた》特にことわりのない場合は、あてはまる数字に１つだけ○をつけてください。

Ⅰ．まず、ＰＨＳや携帯電話の利用についておたずねします。

z まず、あなたの学校、学年、性別についておたずねします。

１）学校名……（ ）高等学校
２）学　年……（ ）年生
３）性　別……（１．男子　　　２．女子）

x あなたは日頃、ＰＨＳや携帯電話を使用していますか。あてはまるものに１つだけ○をつけ

てください。

１．現在、ＰＨＳのみを使用している

２．現在、携帯電話のみを使用している

３．現在、ＰＨＳと携帯電話の両方を使用している（ＰＨＳと携帯電話の兼用機を含む）

４．以前はＰＨＳや携帯電話を使用していたが、現在はどちらも使用していない

５．使用したことはないが、今後どちらか（または両方）を使用したいと思う

６．使用したこともないし、今後もどちらも使用したいと思わない
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● 資料１　調査票見本

【以下のＳＱ１～ＳＱ12は、ＰＨＳ・携帯電話のいずれかまたは両方を現在使用中の方のみお答えくださ
い。いずれも使用していない方は、cへお進みください。】

ＳＱ１．ＰＨＳや携帯電話を自分で所有して使用するようになってからどのくらいですか。

約（ ）年（ ）か月

ＳＱ２．現在使用しているＰＨＳや携帯電話の費用は、全部で１か月平均いくらくらいですか。

１か月平均（ ００）円くらい

ＳＱ３．あなたのＰＨＳや携帯電話のメモリには、何人くらいの友だちの電話番号が登録してありますか。

（ ）人くらい

ＳＱ４．ＰＨＳや携帯電話で友だちと話す時間は、１回の通話につき平均何分くらいですか。

１．自分から友だちにかけたときの通話時間：１回平均（ ）分くらい

２．友だちがかけてきたときの通話時間　　：１回平均（ ）分くらい

ＳＱ５．ＰＨＳや携帯電話で友だちと話す回数は、１週間に平均何回くらいですか。

１．自分から友だちにかける通話回数：１週間平均（ ）回くらい

２．友だちがかけてくる通話回数　　：１週間平均（ ）回くらい

ＳＱ６．ＰＨＳや携帯電話で友だちとどのような話をすることが多いですか。 の中から３つ選び、

最も多いものから順にそれぞれ（ ）内に番号を記入してください。

１番目に多い内容（ ） ２番目に多い内容（ ） ３番目に多い内容（ ）

１．待ち合わせの連絡　　　２．遊びの誘い　３．特に用件のないおしゃべり

４．緊急の用件　　　　　　５．悩みごと　　６．相手や自分の居場所の確認

７．近況報告や様子うかがい

８．その他（具体的に ）

ＳＱ７．ＰＨＳや携帯電話で友だち以外の相手と話すことはどの程度ありますか。

１────２────３────４────５

ほとんど
友だちと

友だちの方が
多い 半々くらい

友だち以外の
人の方が多い

ほとんど友だち
以外の人と
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● 資料１　調査票見本

ＳＱ８．あなたはＰＨＳや携帯電話の使用に関して、次のようなことをしたり、感じたりすることがあり

ますか。

１．発信者番号の表示されない電話に出ない…………………１───２───３───４

２．発信者番号が表示されても、相手によって電話に
出ない…………………………………………………………１───２───３───４

３．電波状態の悪さを理由にして、通話中にわざと電話を
切る……………………………………………………………１───２───３───４

４．初めて会った人にも気軽にＰＨＳや携帯電話の番号を
教える…………………………………………………………１───２───３───４

５．ＰＨＳや携帯電話を常に持っていないと不安になる……１───２───３───４

６．いつでも、どこにいても電話がかかってきそうで
しばられているように感じる………………………………１───２───３───４

７．いつでも、どこにいても自分から連絡できるので
便利だと感じる………………………………………………１───２───３───４

８．いつでも、どこにいても連絡をしてもらえるので
便利だと感じる………………………………………………１───２───３───４

よく
ある

ときどき
ある

あまり
ない

まったく
ない

ＳＱ９．ＰＨＳや携帯電話を使用するようになったことで、あなたの行動や生活に変化はありましたか。

１．ＰＨＳや携帯電話を持っている人と連絡を
とりあうことが増えた………………………………１────２────３────４

２．ＰＨＳや携帯電話を持っていない人と連絡を
とりあうことが減った………………………………１────２────３────４

３．ちょっとした用件で連絡をとりあうことが
増えた…………………………………………………１────２────３────４

４．学校外の友だちが増えた……………………………１────２────３────４

５．予定外の外出が増えた………………………………１────２────３────４

６．友だちと直接会って話をすることが少なく
なった…………………………………………………１────２────３────４

７．家に連絡を入れたり、家族とコミュニケーション
をとることが増えた…………………………………１────２────３────４

８．自分の人間関係について家族が知らないことが
増えた…………………………………………………１────２────３────４

９．ＰＨＳや携帯電話の料金の支払いのために
自由に使えるお金が減った…………………………１────２────３────４

ＳＱ10．あなたは、次のようなときにＰＨＳや携帯電話の電源を切ったり、マナーモードにしたりしますか。

１．混んだ電車やバスの中にいるとき……１───２───３───４…………（５）

とても
そう

どちらか
といえば
そう

どちらか
といえば

そうではない

まったく
そうでは
ない

いつも
する

ときどき
する

あまり
しない

まったく
しない

混んだ電車やバスに
乗ることがない
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● 資料１　調査票見本

２．コンサートやライブの最中……………１───２───３───４…………（５）

３．学校の授業中……………………………１───２───３───４…………（５）

いつも
する

ときどき
する

あまり
しない

まったく
しない

コンサートやライブに
行くことがない

学校にＰＨＳや携帯電話
を持っていかない

ＳＱ11．ＰＨＳや携帯電話でサイト接続サービスやインターネット接続サービスを利用することはありま
すか。利用することがある場合、どのようなサービスをよく利用しますか。よく利用するものす
べてに○をつけてください。

１．利用しない

２．利用する　→ １．着メロや待受画像のダウンロード
２．ホームページの閲覧
３．掲示板
４．チャット
５．ニュースや情報などの検索・閲覧
６．チケットの購入
７．その他（具体的に ）

ＳＱ12．ＰＨＳや携帯電話でメールを使用していますか（メールは、Ｅメールとショートメッセージの両
方を含みます）。

１．使用していない　→　cへお進みください。

２．使用している
↓

【以下のＳＱ12－１～ＳＱ12－３は、ＰＨＳや携帯電話でメールを使用している方のみお答えく
ださい。】

ＳＱ12－１．１週間に何通くらいのメールを友だちとやりとりしていますか。

１．自分から友だちに送るメール　：１週間平均（ ）通くらい

２．友だちから送られてくるメール：１週間平均（ ）通くらい

ＳＱ12－２．ＰＨＳや携帯電話で友だちにどのような内容のメールを送ることが多いですか。 の中

から３つ選び、最も多いものから順にそれぞれ（ ）内に番号を記入してください。

１番目に多い内容（ ） ２番目に多い内容（ ） ３番目に多い内容（ ）

１．待ち合わせの連絡　　　２．遊びの誘い　　３．特に用件のないおしゃべり

４．緊急の用件　　　　　　５．悩みごと　　　６．相手や自分の居場所の確認

７．近況報告や様子うかがい

８．その他（具体的に ）
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● 資料１　調査票見本

ＳＱ12－３．ＰＨＳや携帯電話によるメールの使用に関して、次のようなことをすることがありますか。
あてはまるものすべてに○をつけてください。

１．ふだんあまり話さない学校の友だちとメールのやりとりをする

２．直接会ったことのない学校外の人とメールのやりとりをする

３．出会いのサイトなどで友だちやメル友を募集する

Ⅱ．音楽についておたずねします。

c あなたは今まで、小・中学校での音楽の授業以外に、次にあげるようなかたちで音楽を習っ

たり、したことがありますか。

１．高校の芸術の授業で音楽を選択する……………………………１――――２――――３

２．学校で音楽系のクラブ活動や部活動に参加する………………１――――２――――３

３．地域の音楽活動（ジュニアオーケストラなど）に参加する…１――――２――――３

４．友だちとバンドを組む……………………………………………１――――２――――３

５．ピアノを習う………………………………………………………１――――２――――３

６．オルガンや電子オルガンを習う…………………………………１――――２――――３

７．管楽器（トランペットやフルートなど）を習う………………１――――２――――３

８．弦楽器（バイオリンやチェロなど）を習う……………………１――――２――――３

９．その他の楽器を習う………………………………………………１――――２――――３

10．習ったことはないが、自分でギターを弾いたりピアノを
弾いたりする………………………………………………………１――――２――――３

v あなたの音楽へのかかわり方についておたずねします。あなたはふだん、次のようなことを

どれくらいしますか。

１．コンサートやライブに行く………………１―――２―――３―――４―――５―――６

２．カラオケに行く……………………………１―――２―――３―――４―――５―――６

３．曲をつくる…………………………………１―――２―――３―――４―――５―――６

４．外出するときにポータブルＣＤ
プレーヤーなどで音楽を聴く……………１―――２―――３―――４―――５―――６

５．家でＣＤなどを聴く………………………１―――２―――３―――４―――５―――６

６．家でテレビやラジオの音楽番組を聴く…１―――２―――３―――４―――５―――６

現在
している

かつてしていた
ことがある

したこと
がない

毎日の
ようにする

よく
する

ときどき
する

あまり
しない

ほとんど
しない

まったく
しない
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７．勉強をしているときなどに“ながら
聴き”をする………………………………１―――２―――３―――４―――５―――６

８．おけいこごとなどとは関係なく楽器を
演奏する……………………………………１―――２―――３―――４―――５―――６

９．お店でＣＤを買う…………………………１―――２―――３―――４―――５―――６

10．レンタルＣＤを借りる……………………１―――２―――３―――４―――５―――６

11．好きな歌をダウンロードする……………１―――２―――３―――４―――５―――６

毎日の
ようにする

よく
する

ときどき
する

あまり
しない

ほとんど
しない

まったく
しない

b 次のようなときに、あなたは音楽を聴きたくなりますか。それとも聴きたくないですか。

１．勉強をしているとき……………………………………１――――――２――――――３

２．集中してなにかをしているとき………………………１――――――２――――――３

３．ひまなとき………………………………………………１――――――２――――――３

４．みんなで盛り上がっているとき………………………１――――――２――――――３

５．気分がいいとき…………………………………………１――――――２――――――３

６．なにもやりたくないとき………………………………１――――――２――――――３

７．イライラしているとき…………………………………１――――――２――――――３

８．悩みごとや考えごとをしているとき…………………１――――――２――――――３

９．気分の落ち込んでいるとき……………………………１――――――２――――――３

10．疲れて休みたいとき……………………………………１――――――２――――――３

音楽を
聴きたくなる

どちらでも　
ない

音楽を
聴きたくない

n 次のようなとき、あなたは音楽が嫌いになることがありますか。

１．うまく歌ったり演奏したりできなかったとき………１――――２――――３――――４

２．街中などで雑音のように音楽が聞こえてきたとき…１――――２――――３――――４

３．自分の嫌いなアーティストの歌や嫌いな曲を耳に
したとき…………………………………………………１――――２――――３――――４

４．歌詞の意味やメロディのノリのよくわからない曲
を耳にしたとき…………………………………………１――――２――――３――――４

５．学校で音楽の勉強をしているとき……………………１――――２――――３――――４

６．学校の音楽の授業で評価されるとき…………………１――――２――――３――――４

とても
嫌いになる

やや
嫌いになる

あまり嫌い
にならない

まったく嫌い
にならない
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m もし音楽がまったくなくなってしまったら、あなたはどんなふうになると思いますか。

１．集中力がなくなる……………………………………１――――２――――３――――４

２．やる気がなくなる……………………………………１――――２――――３――――４

３．イライラしたり怒ったりしやすくなる……………１――――２――――３――――４

４．時間をもてあますようになる………………………１――――２――――３――――４

５．悩んだり考えこんだりするようになる……………１――――２――――３――――４

６．ストレスがたまるようになる………………………１――――２――――３――――４

７．感性のない人間になる………………………………１――――２――――３――――４

８．あまり変わらない……………………………………１――――２――――３――――４

, あなたは、以下にあげるような音楽に対してどんなイメージをもっていますか。「親しみやす

い－近づきがたい」「わかりやすい－よくわからない」「気分が落ち着く－気分が盛り上がる」

「心地よい－心地悪い」の４つの組み合わせのそれぞれについて、あなたのイメージに近い方

に○をつけてください。

とても
そう思う

やや
そう思う

あまり
そう思わない

まったく
そう思わない

１.
モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。
や
Ｖ
６
や
嵐

な
ど
の
ア
イ
ド
ル
の
歌

２.
ゆ
ず
や
19
な
ど
の
癒
し
系
バ
ン
ド

の
歌

３.
ド
ラ
ゴ
ン
ア
ッ
シ
ュ
な
ど
の
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
系
の
歌

４.
小
柳
ゆ
き
やaiko

な
ど
の
女
性
ボ
ー

カ
リ
ス
ト
の
歌

５.
福
山
雅
治
や
山
崎
ま
さ
よ
し
な
ど

の
男
性
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
歌

６.
さ
だ
ま
さ
し
や
中
島
み
ゆ
き
な
ど

の
80
年
代
か
ら
活
躍
し
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
歌

７.
ジ
ャ
ズ

８.
洋
楽

９.
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

10.
《
故
郷
》
や
《
荒
城
の
月
》
な
ど
の

日
本
の
古
い
歌

１.  親しみやすい
２.  近づきがたい

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.
２. 

１.  わかりやすい
２.  よくわからない

１.  気分が落ち着く
２.  気分が盛り上がる

１.  心地よい
２.  心地悪い

●モノグラフ・高校生vol.63



― 98 ―

● 資料１　調査票見本

. 音楽について、あなたには次のことがどのくらいあてはまりますか。

１．聴く歌はアーティストより曲で選ぶ方だ……………１────２────３────４

２．歌はメロディより歌詞の方が大切だと思う…………１────２────３────４

３．試聴やジャケットだけでＣＤを買うことがある……１────２────３────４

４．クラシック音楽は学校の勉強っぽい感じがする……１────２────３────４

５．音楽で人生が大きく変わったことがある……………１────２────３────４

６．自分の生活の中で音楽は必要だ………………………１────２────３────４

とても
あてはまる

やや
あてはまる

あまりあて
はまらない

まったくあて
はまらない

⁄1 あなたがふだんしていることや考えていることに、一番あてはまるものに○をつけてくださ

い。

１．人と話すのが好き…………………………………１―――２―――３―――４

２．ものを書くのが好き………………………………１―――２―――３―――４

３．ものを書くときにはワープロ、パソコンを
使うことが多い……………………………………１―――２―――３―――４

４．日記をつけている…………………………………１―――２―――３―――４

５．今年の正月は年賀状をたくさん書いた…………１―――２―――３―――４………（５）

６．マンガを描くのが好き……………………………１―――２―――３―――４

７．本や雑誌（マンガを除く）を読むのが好き……１―――２―――３―――４

８．マンガを読むのが好き……………………………１―――２―――３―――４

９．日本語はすてきな言葉だと思う…………………１―――２―――３―――４

とても
そう

やや
そう

あまり
そうでない

ぜんぜん
そうでない

喪中だった

Ⅲ．次は言葉についておたずねします。

⁄0 あなたは次のような言葉を、どのような相手に使いますか。あてはまるものすべてに○をつ

けてください。

１．「○○入っている」「へこむ」
などの若者言葉……………………１―――２―――３―――４―――５―――６―――７

２．「見れる」「食べれる」などの
ら抜き言葉…………………………１―――２―――３―――４―――５―――６―――７

３．（イントネーションが上がる）
「すごくない？」などの半疑問
の言葉………………………………１―――２―――３―――４―――５―――６―――７

４．「～～とか」「～～のほう」など
のぼかし言葉………………………１―――２―――３―――４―――５―――６―――７

５．「ムカつく」「キレる」などの
人を攻撃する言葉…………………１―――２―――３―――４―――５―――６―――７

６．「お待ちする」「～～いたします」
などの敬語…………………………１―――２―――３―――４―――５―――６―――７

友だちに 先輩に 親に 先生に
バイト
の客に

初対面の
おとなに

ぜんぜん
使わない
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⁄2 あなたが高校に入ってから聞いたり読んだりした言葉の中で、最も印象に残っているものに

ついておたずねします。

１）それはどういうところから聞いたり、読んだりした言葉ですか。

１．親から　　２．先生から　　３．友だち・恋人から
４．その他の人（ ）から　 ５．本や雑誌から
６．マンガから　　７．テレビ・映画などから　　８．歌詞から
９．その他（ ）から

２）どんな言葉か具体的に教えてください。

⁄3 あなたは次のようなときに、どのような手段を使いますか。それぞれの場合について、

の中からあてはまる番号を１つ選び、（ ）内に記入してください。

１．親しい友だちを遊びに誘う　　　　　　（ ）

２．あまり親しくない友だちを遊びに誘う　（ ）

３．好きな人に告白する　　　　　　　　　（ ）

４．ケンカした友だちと仲直りする　　　　（ ）

５．親戚のおじさんに進路について相談する（ ）

⁄4 短歌、俳句についておたずねします。

１）あてはまるものすべてに○をつけてください。

１．短歌は５・７・５・７・７、俳句は５・７・５であると思う

２．若山牧水という歌人を聞いたことがある

３．短歌、俳句は古い、というイメージがある

４．短歌、俳句は難しい、というイメージがある

５．今年の正月に百人一首をした

６．親や親戚で短歌や俳句をつくっている人がいる

７．先生に短歌や俳句に熱心な人がいた

８．この１年間、授業以外で短歌、俳句を読んだことがある

９．短歌、俳句をつくったことがある
↓　　

覚えている人は、ぜひ書いてください。

１．直接会って話す　　２．友だちに頼む　　３．ＰＨＳや携帯電話で話す
４．家の電話で話す　　５．手紙を書く　　　６．ＰＨＳや携帯電話でメールを送る
７．パソコンでメールを送る
８．その他（具体的に ）
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⁄7 あなたは、次のようなテレビ番組をどのくらい見ていますか。

１．お天気を含むニュース番組……………………………１――――２――――３――――４

２．ドキュメンタリー………………………………………１――――２――――３――――４

３．映画・ドラマ・アニメ番組……………………………１――――２――――３――――４

４．クイズ・バラエティー番組……………………………１――――２――――３――――４

５．音楽番組…………………………………………………１――――２――――３――――４

６．スポーツ中継やスポーツニュース……………………１――――２――――３――――４

７．教養・生活・情報番組や番組途中のコマーシャル…１――――２――――３――――４

よく
見る

まあ
見る

少しは
見る

ほとんど
見ない

Ⅳ．ここからは、テレビ番組やニュースのことについておたずねします。

２）次の１～４について、ＡかＢの好きな方の歌や文に○をつけてください。

Ａ．やは肌のあつき血潮にふれも見でさびしからずや道を説く君

Ｂ．生き物をかなしと言いてこのわれに寄りかかるなよ　君は男だ

Ａ．昼食に誘いしだけであるものを友達つれて女現わる

Ｂ．終バスにふたりは眠る紫の＜降りますランプ＞に取り囲まれて

Ａ．せまい日本そんなに急いでどこへ行く

Ｂ．せまい日本そんなに急いでどこへ行くのだ

Ａ．麦わら帽子のへこみ思い出の一つのようでそのままにしておく

Ｂ．思い出の一つのようでそのままにしておく麦わら帽子のへこみ

１．

２．

３．

４．

⁄5 あなたは平日、１日にテレビを何分くらい見ていますか。

１――２――３――４――５――６――７――８――９――10

見ない
（0分）

0～
30分

30～
60分

60～
90分

90～
120分

120～
150分

150～
180分

180～
210分

210～
240分

240分
以上

⁄6 あなたは平日、テレビをどの時間帯によく見ていますか（最もよく見る時間帯１つに○をつ

けてください）。

１―――２―――３―――４―――５―――６―――７―――８
見ない

午後5～
7時

7～
9時

9～
11時

11～
0時

0時
以降 早朝

まんべんなく
見る
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⁄8 あなたは、次のようなニュースをどのくらい見ていますか。

１．自分が住む県内・都内のお天気を含むニュース…１―――２―――３―――４―――５

２．自分が住む県内・都内以外の日本国内のお天気
を含むニュース………………………………………１―――２―――３―――４―――５

３．世界各国のお天気を含むニュース…………………１―――２―――３―――４―――５

４．国内で人気のあるスポーツ中継やスポーツ
ニュース………………………………………………１―――２―――３―――４―――５

５．世界各国のスポーツ中継やスポーツニュース……１―――２―――３―――４―――５

⁄9 ニュース番組について、ＡとＢの意見を用意しました。どちらの意見が、あなたの考えにあて

はまりますか。

１．番組で流れるニュースはフィクションだ…１―２…番組で流れるニュースは真実だ

２．内容はどの番組を見ても同じだ……………１―２…内容はそれぞれ番組によって違う

３．放送時間は長い………………………………１―２…放送時間は短い

４．番組を見ていてよくわかる………………１―２…番組を見ていてわからない

５．番組はつまらない……………………………１―２…番組はおもしろい

６．ニュースの中身は暗い話題が多い…………１―２…ニュースの中身は明るい話題が多い

７．番組を見て自分の意見を言いたくなる……１―２…番組を見て自分の意見を言いたくなる
ことはない

８．番組の情報量は多い…………………………１―２…番組の情報量は少ない

９．番組を見るとためになる……………………１―２…番組を見るとためにならない

10．番組の情報は信用できる……………………１―２…番組の情報は信用できない

11．番組は集中して見ている……………………１―２…番組は何かしながら見ている

かなり
見る 見る方

どちらとも
いえない 見ない方

まったく
見ない

¤0 テレビ番組に関することについて、あなたはどのように思いますか。

１．現在、青少年の凶悪な犯罪や事件を大げさに
扱った番組が多すぎる………………………………１――――２――――３――――４

２．事件や事故の番組を見ると、被害にあった人が
心配になる……………………………………………１――――２――――３――――４

３．暴力的な映像はどのような番組であれ、放送
しない方がよい………………………………………１――――２――――３――――４

とても
そう思う

やや
そう思う

あまり
そう思わない

まったく
そう思わない

Ａ Ｂ
Ａ Ｂ
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４．海外の事故や災害の報道を見ると、日本人が
巻き込まれていないか気になる……………………１――――２――――３――――４

５．世界の話題といっても、アメリカやヨーロッパ
の話題が大半である…………………………………１――――２――――３――――４

６．オリンピックなどを見ると、日本選手の結果が
気になる………………………………………………１――――２――――３――――４

７．スポーツ中継を見れば、わざわざ試合を観に
行かなくてもよい……………………………………１――――２――――３――――４

８．スポーツ中継の迫力は、実況するアナウンサー
によって決まる………………………………………１――――２――――３――――４

¤1 ニュースキャスターについて、あなたはどの程度関心がありますか。

１．キャスターのコメント………………………………１――――２――――３――――４

２．キャスターの話し方や言葉づかい…………………１――――２――――３――――４

３．キャスターの見た目やファッション………………１――――２――――３――――４

４．キャスターの人気や知名度…………………………１――――２――――３――――４

５．自分もキャスターになれるかどうか………………１――――２――――３――――４

¤2 次のような人たちから「テレビのニュースを見るように」と言われていますか。

１．お父さん…………………………………１――――２――――３――――４

２．お母さん…………………………………１――――２――――３――――４

３．担任の先生………………………………１――――２――――３――――４

４．社会科の先生……………………………１――――２――――３――――４

５．学校の友だち……………………………１――――２――――３――――４

¤3 あなたの家では衛星放送（ＢＳ）・有料放送（ＣＳ）・ケーブルテレビ（ＣＡＴＶ）などに

加入していますか。

１．している　　　２．していない

¤4 あなたが「友だち」だと思う人は何人いますか。

（ ）人

とても
そう思う

やや
そう思う

あまり
そう思わない

まったく
そう思わない

とても
関心がある

やや
関心がある

あまり
関心がない

まったく
関心がない

よく
言われる

ときどき
言われる

あまり
言われない

まったく
言われない

Ⅴ．最後に、友だちやあなた自身についておたずねします。
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● 資料１　調査票見本

¤5 あなたの友だちとのつきあい方は、どのようなものですか。

１．友だちの数は多い方がよい……………………１─────２─────３─────４

２．友だち関係はあっさりしていて、
お互いに深入りはしない方だ…………………１─────２─────３─────４

３．友だちといるよりも１人でいる
時間の方が大切だ………………………………１─────２─────３─────４

４．悩みごとはあまり友だちに話さない方だ……１─────２─────３─────４

５．友だち同士はお互いに知り合いではない……１─────２─────３─────４

６．フルネームで本名がわからない友だちが
結構いる…………………………………………１─────２─────３─────４

７．どこに何をしに行くかによって、
一緒に行く友だちを選ぶ………………………１─────２─────３─────４

¤6 日頃の生活の中で、次にあげるようなことがどの程度ありますか。

１．友だちとＣＤなどの貸し借りをする………………１――――２――――３――――４

２．友だちとＪ－Ｐｏｐや洋楽の話をする……………１――――２――――３――――４

３．友だちとテレビのニュース番組の話をする………１――――２――――３――――４

４．友だちとテレビのクイズ番組やバラエティー
番組の話をする………………………………………１――――２――――３――――４

５．友だちとテレビで見た海外の情報について
話をする………………………………………………１――――２――――３――――４

６．友だちと話をしていて、夢中になる………………１――――２――――３――――４

７．友だちと一緒にいても、自分のやりたいこと
を優先する……………………………………………１――――２――――３――――４

８．嫌いな人だと思っても、とりあえず友だちに
なる……………………………………………………１――――２――――３――――４

９．友だちなど親しい人が自分をどう思っている
のか気になる…………………………………………１――――２――――３――――４

10．親しくない人でも自分をどう思っているのか
気になる………………………………………………１――――２――――３――――４

とても
そう

どちらかと
いえばそう

どちらかといえば
そうではない

まったく
そうではない

よく
ある

ときどき
ある

あまり
ない

まったく
ない
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● 資料１　調査票見本

¤7 あなたの家には、あなた以外の本棚に（雑誌やマンガ以外）本がどのくらいありますか。

１．本棚０～３段くらい（60冊未満） ４．本箱３本くらい（300冊くらい）

２．本箱１本くらい（100冊くらい） ５．本箱４本以上（400冊以上）

３．本箱２本くらい（200冊くらい）

¤8 あなたのご両親が最後に卒業した学校は、次のどれにあてはまりますか。

１．お父さん………………１――――２――――３――――４――――５…………（６）

２．お母さん………………１――――２――――３――――４――――５…………（６）

¤9 あなたは、学校で部活動をしていますか。

１．運動部に入っている　　　　　　　　　５．その他の文化部に入っている

２．文芸系の部に入っている　　　　　　　６．以前入っていたが、今は入っていない

３．マンガ系の部に入っている　　　　　　７．入ったことがない

４．放送、ディベート系の部に入っている　８．その他（ ）

‹0 あなたは現在、アルバイトをしていますか。

１．している　　２．以前したことがあるが、今はしていない　　３．したことがない

‹1 あなたが自由に使えるお金は（お小遣いなど）、１か月で平均するとどのくらいですか。

１か月平均（ ００）円くらい

‹2 あなたの成績は、クラスの中のどのあたりですか。

１．音楽………………………………１―――２―――３―――４―――５………（６）

２．現代国語…………………………１―――２―――３―――４―――５………（６）

３．古典………………………………１―――２―――３―――４―――５………（６）

４．全教科の平均……………………１―――２―――３―――４―――５

‹3 あなたは10年後、どこで暮らしたいと思いますか。

１．現在、自分が住む県内・都内

２．現在、自分が住んでいない大都市部

３．現在、自分が住んでいない大都市部でないところ

４．日本以外の国

５．どこでもかまわない

～以上で終わりです。長い間ご協力いただきありがとうございました。～

中学・
高校卒業

上 中の上 中 中の下 下 選択していない

専門・専修
学校卒業

短大・
高専卒業

大学・
大学院卒業 その他 わからない
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質問項目�

サンプル数�

全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

5．2年以上�
1．5000円未満�
2．5000円以上7500円未満�
3．7500円以上10000円未満�
4．10000円以上15000円未満�
5．15000円以上�
1．50人未満�
2．50人以上100人未満�
3．100人以上150人未満�
4．150人以上�

1．2分未満�
2．2分以上5分未満�
3．5分以上10分未満�
4．10分以上30分未満�
5．30分以上�
1．2分未満�
2．2分以上5分未満�
3．5分以上10分未満�
4．10分以上30分未満�

1．2回未満�
2．2回以上5回未満�
3．5回以上10回未満�
4．10回以上�
1．2回未満�
2．2回以上5回未満�
3．5回以上10回未満�
4．10回以上�

5．30分以上�

678
女　子�
679

１　年�
692

２　年�
665

東　京�
673

秋　田�
1, 357
22.5�
52.7�
1.2�
1.9�
14.4�
6.9�
11.9�
29.9�
25.7�
14.0�
17.5�
31.1�
39.2�
9.8�
12.5�
4.6�
20.5�
34.9�
28.9�
13.8�
21.4�
25.1�
18.4�
18.8�
12.7�
12.4�
19.6�
17.2�
24.5�
23.1�
30.8�
36.4�
13.3�
11.3�
23.3�
37.5�
16.4�
16.6�
20.8�
20.4�
18.4�
12.5�
5.4�
14.4�
5.3�
1.7�
�

18.9�
49.9�
1.2�
2.4�
18.3�
9.3�
14.8�
29.4�
27.9�
12.9�
15.0�
30.6�
39.9�
8.9�
15.2�
5.4�
21.7�
36.6�
28.8�
12.9�
27.4�
28.3�
18.4�
16.4�
9.5�
17.5�
23.1�
21.4�
20.5�
17.5�
26.3�
39.6�
17.3�
16.9�
20.2�
36.6�
20.6�
22.6�
20.4�
29.6�
19.4�
9.1�
4.0�
11.1�
4.0�
2.3

26.2�
56.0�
1.2�
1.5�
10.7�
4.4�
9.7�
30.9�
24.3�
15.2�
19.9�
33.2�
40.7�
11.2�
10.8�
4.2�
20.1�
34.8�
29.9�
15.1�
17.7�
24.0�
19.7�
22.2�
16.4�
8.7�
17.8�
14.7�
29.5�
29.3�
39.9�
39.7�
12.1�
8.3�
28.8�
43.0�
14.8�
13.4�
21.6�
13.0�
18.0�
15.5�
6.7�
17.5�
6.5�
1.3�
�

23.4�
51.6�
1.2�
1.5�
16.1�
6.3�
13.1�
45.5�
31.1�
3.5�
6.9�
32.3�
40.0�
10.0�
13.4�
4.3�
17.3�
36.3�
30.5�
15.9�
21.4�
27.5�
19.0�
18.6�
13.5�
10.8�
20.9�
18.1�
26.4�
23.8�
33.2�
39.0�
16.0�
11.8�
23.0�
40.9�
19.5�
16.7�
19.4�
21.0�
19.4�
13.8�
5.8�
12.7�
6.3�
1.5

21.7�
54.3�
1.2�
2.4�
12.8�
7.5�
10.9�
14.5�
20.6�
25.2�
28.8�
31.7�
40.7�
10.2�
12.2�
5.2�
24.6�
34.9�
28.3�
12.2�
23.0�
24.4�
19.2�
20.4�
12.9�
14.8�
19.6�
17.4�
24.3�
23.9�
33.9�
40.3�
13.0�
12.8�
26.7�
39.2�
15.4�
18.8�
22.8�
20.2�
17.8�
11.3�
5.1�
16.4�
4.4�
2.0

12.0�
67.3�
0.6�
1.2�
10.9�
8.1�
9.2�
29.2�
22.6�
16.4�
22.5�
32.6�
36.7�
11.6�
13.1�
6.0�
20.0�
35.0�
30.6�
14.4�
23.6�
28.7�
20.5�
18.2�
8.9�
12.6�
22.3�
19.0�
29.1�
17.1�
37.1�
36.9�
14.3�
11.7�
27.0�
36.7�
17.5�
18.8�
25.9�
20.2�
15.1�
13.2�
3.8�
15.1�
4.5�
2.1

33.0�
38.9�
1.8�
2.6�
18.0�
5.7�
14.9�
31.3�
29.5�
11.7�
12.5�
31.3�
44.2�
8.6�
12.5�
3.5�
21.8�
36.3�
28.2�
13.7�
20.7�
23.1�
17.6�
20.9�
17.8�
13.0�
18.1�
16.5�
21.4�
31.1�
29.7�
42.6�
14.7�
13.0�
22.4�
43.6�
17.5�
16.5�
15.9�
21.0�
22.4�
11.9�
7.3�
13.9�
6.3�
1.4

684

x



P

H

S

や

携

帯

電

話

の

利

用

�

P
H
S
や
携
帯
�

電
話
の
利
用
�

1．現在、PHSのみを使用している�
2．現在、携帯電話のみを使用している�
3．現在、PHSと携帯電話の両方を使用している�
4．以前はPHSや携帯電話を使用していたが、現在はどちらも使用していない�
5．使用したことはないが、今後どちらか（または両方）を使用したいと思う�
6．使用したこともないし、今後もどちらも使用したいと思わない�
1．半年未満�
2．半年以上1年未満�
3．1年以上1年半未満�
4．1年半以上2年未満�

S
Q
1
�

利
用
期
間
�

S
Q
2
�

費
用
�

S
Q
4
�

通
話
時
間
�

S
Q
5
�

通
話
回
数
�

S
Q
6
�

友
だ
ち
と
話
す
内
容
�

1
番
目
に
多
い
内
容
�

友
だ
ち
に
か
�

け
た
と
き
�

友
だ
ち
か
ら
か
か
っ
�

て
き
た
と
き
�

友
だ
ち
に
か
�

け
る
回
数
�
友
だ
ち
か
ら
か
か
っ
�

て
く
る
回
数
�

S
Q
3
�

登
録
し
て
あ
る
友
だ
ち
�

1．待ち合わせの連絡�
2．遊びの誘い�
3．特に用件のないおしゃべり�
4．緊急の用件�
5．悩みごと�
6．相手や自分の居場所の確認�
7．近況報告や様子うかがい�
8．その他�

● 資料２　基礎集計表

・『全体』の数値は、全調査対象者1，357人を母数として算出したもので、無回答のパーセンテージは、紙幅の関係上、表からはずした。
・『性別』『学年別』『地域別』の数値は、無回答者をはずして算出した。
・x－SQ１～SQ12では、xで「１」「２」「３」を選択した者、すなわちPHSや移動電話を利用している者（1，036名）における割合を
示している。また、SQ12－１～SQ12－３はx－SQ12で「２」を選択した者、すなわちPHSや携帯電話でメールを利用している者
（982名）における割合を示している。

（単位：サンプル数以外はパーセント）
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

1．ほとんど友だちと�
2．友だちの方が多い�
3．半々くらい�
4．友だち以外の人の方が多い�
5．ほとんど友だち以外の人と�
� 1．よくある�

2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�

女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�
21.9�
21.3�
10.9�
11.3�
7.3�
17.2�
7.5�
0.4�
17.2�
18.2�
14.8�
11.8�
8.5�
15.8�
8.6�
0.7�
41.9�
26.3�
19.4�
8.1�
3.3�
23.5�
24.0�
27.6�
24.3�
6.8�
23.5�
28.2�
41.1�
3.7�
10.0�
22.6�
62.9�
11.5�
27.5�
39.4�
20.8�
25.0�
25.4�
32.8�
16.1�
2.9�
9.6�
32.8�
54.1�
66.0�
28.0�
4.1�
1.4

21.5�
24.7�
11.4�
10.8�
5.6�
18.5�
7.1�
0.4�
19.6�
18.1�
15.3�
11.5�
8.1�
19.8�
7.0�
0.7�
48.8�
28.3�
16.5�
4.7�
1.7�
23.2�
19.6�
27.9�
29.4�
5.3�
18.9�
26.8�
48.9�
2.6�
9.2�
22.0�
66.2�
11.9�
27.9�
40.1�
20.0�
17.3�
24.8�
38.9�
19.0�
3.2�
9.4�
33.6�
53.8�
62.8�
28.9�
6.2�
2.1

23.1�
19.3�
10.9�
12.2�
9.1�
16.8�
8.2�
0.4�
16.6�
20.0�
15.6�
13.0�
9.6�
13.7�
10.7�
0.8�
36.9�
25.1�
22.2�
11.1�
4.7�
23.9�
28.0�
27.7�
20.4�
8.0�
27.5�
29.6�
34.9�
4.6�
10.9�
23.4�
61.1�
11.3�
27.5�
39.4�
21.8�
31.7�
26.2�
28.2�
13.9�
2.7�
9.8�
32.6�
54.9�
69.4�
27.5�
2.3�
0.7

20.0�
21.6�
11.3�
11.1�
8.8�
20.2�
6.6�
0.4�
17.3�
20.3�
17.7�
12.7�
7.4�
15.7�
8.3�
0.6�
40.9�
28.4�
19.4�
8.8�
2.5�
21.8�
21.6�
29.9�
26.6�
5.7�
22.6�
27.7�
44.0�
2.5�
11.3�
21.0�
65.2�
15.4�
29.8�
36.9�
18.0�
23.0�
28.6�
33.6�
14.8�
2.9�
7.6�
33.1�
56.4�
65.5�
28.4�
5.4�
0.8

24.8�
22.0�
11.0�
12.0�
6.2�
14.8�
8.8�
0.4�
18.7�
17.9�
13.1�
11.9�
10.5�
17.5�
9.7�
0.8�
43.8�
24.6�
19.8�
7.5�
4.2�
25.4�
26.8�
25.6�
22.2�
7.9�
24.6�
28.9�
38.6�
5.0�
8.9�
24.6�
61.6�
7.7�
25.6�
42.6�
24.1�
27.4�
22.4�
32.5�
17.7�
3.0�
11.7�
33.0�
52.4�
67.3�
28.0�
2.8�
2.0

25.1�
21.5�
8.0�
13.3�
7.2�
18.6�
5.5�
0.8�
18.0�
20.3�
15.4�
12.5�
7.4�
16.2�
8.8�
1.4�
42.6�
26.5�
20.3�
7.4�
3.2�
25.1�
22.8�
27.7�
24.3�
7.0�
23.5�
28.4�
41.1�
4.0�
8.3�
23.2�
64.6�
8.1�
29.0�
40.9�
22.0�
24.1�
25.4�
33.1�
17.3�
2.8�
9.8�
33.7�
53.7�
60.6�
33.4�
4.5�
1.5�
�

19.5�
22.1�
14.5�
9.6�
7.8�
16.4�
10.0�
0.0�
18.0�
17.8�
15.5�
12.1�
10.5�
16.9�
9.2�
0.0�
42.1�
26.6�
18.9�
9.1�
3.4�
22.0�
25.6�
27.8�
24.6�
6.6�
23.6�
28.2�
41.6�
3.4�
12.1�
22.3�
62.2�
15.3�
26.4�
38.4�
19.9�
26.3�
25.7�
32.9�
15.1�
3.0�
9.4�
32.3�
55.2�
72.6�
22.6�
3.6�
1.2

x



P

H

S

や

携

帯

電

話

の

利

用

�
S
Q
8
�

次
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
り
、
感
じ
た
り
す
る
か
�

S
Q
6
�

友
だ
ち
と
話
す
内
容
�

2
番
目
に
多
い
内
容
�

3
番
目
に
多
い
内
容
�

発
信
者
番
号
の
�

表
示
さ
れ
な
い
�

電
話
に
出
な
い
�

電
波
状
態
の
悪
�

さ
を
理
由
に
電
�

話
を
切
る
�

初
め
て
会
っ
た
人
�

に
も
P
H
S
や
携
�

帯
番
号
を
教
え
る
�

P
H
S
や
携
帯
�

電
話
を
持
っ
て
�

い
な
い
と
不
安
�

し
ば
ら
れ
て
�

い
る
よ
う
に
�

感
じ
る
�

自
分
か
ら
連
�

絡
で
き
る
の
�

で
便
利
�

番
号
表
示
さ
れ
�

て
も
、
相
手
に
�

よ
っ
て
出
な
い
�

S
Q
7
�

通
話
す
る
相
手
�

1．待ち合わせの連絡�
2．遊びの誘い�
3．特に用件のないおしゃべり�
4．緊急の用件�
5．悩みごと�
6．相手や自分の居場所の確認�
7．近況報告や様子うかがい�
8．その他�
1．待ち合わせの連絡�
2．遊びの誘い�
3．特に用件のないおしゃべり�
4．緊急の用件�
5．悩みごと�
6．相手や自分の居場所の確認�
7．近況報告や様子うかがい�
8．その他�
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�
女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�

60.9�
30.5�
6.5�
1.7�
54.4�
38.6�
4.5�
1.7�
6.7�
30.8�
35.4�
26.2�
35.9�
44.7�
14.2�
4.3�
20.8�
31.3�
31.5�
15.6�
9.5�
25.9�
41.6�
22.2�
2.0�
13.0�
40.0�
44.2�
14.4�
38.9�
33.8�
12.1�
15.6�
34.3�
33.8�
15.4�
18.7�
25.5�
26.8�
28.3�
57.5�
17.2�
9.6�
4.8�
10.3�
49.6�
7.9�
5.7�
4.6�
31.3

55.8�
34.2�
7.6�
2.3�
51.8�
39.9�
5.3�
3.0�
6.8�
26.1�
37.6�
29.5�
29.4�
49.7�
14.5�
6.4�
19.0�
29.9�
34.1�
17.1�
11.7�
29.4�
38.0�
20.9�
2.3�
13.2�
40.0�
44.5�
10.0�
36.3�
40.3�
13.4�
16.6�
36.6�
31.7�
15.1�
21.3�
28.7�
26.4�
23.6�
58.0�
13.8�
9.3�
6.4�
12.5�
47.3�
7.2�
6.4�
5.7�
33.3

65.6�
27.6�
5.5�
1.2�
57.3�
38.0�
3.9�
0.7�
6.6�
35.3�
34.2�
23.8�
41.9�
41.2�
14.2�
2.7�
22.7�
32.9�
29.7�
14.7�
7.7�
23.3�
45.3�
23.7�
1.8�
13.1�
40.5�
44.6�
18.3�
41.7�
28.8�
11.2�
15.1�
32.9�
36.1�
16.0�
16.8�
23.1�
27.5�
32.6�
57.8�
20.2�
9.8�
3.6�
8.6�
52.3�
8.6�
5.2�
3.8�
30.0

62.0�
30.9�
5.9�
1.1�
57.6�
37.1�
4.0�
1.3�
7.1�
33.0�
35.1�
24.9�
36.3�
46.0�
13.5�
4.2�
23.9�
30.8�
31.7�
13.6�
10.1�
27.7�
40.5�
21.6�
2.3�
13.9�
41.0�
42.7�
15.1�
36.8�
36.3�
11.8�
17.8�
35.8�
33.0�
13.4�
19.5�
25.8�
25.6�
29.1�
58.6�
17.2�
9.0�
5.2�
10.1�
50.5�
9.0�
5.6�
3.6�
31.3

60.2�
30.3�
7.1�
2.4�
52.0�
40.7�
5.1�
2.2�
6.3�
29.2�
36.5�
28.0�
36.2�
44.1�
15.1�
4.6�
18.0�
32.3�
31.7�
18.0�
8.9�
24.4�
43.5�
23.2�
1.8�
12.3�
39.5�
46.4�
13.9�
41.7�
31.8�
12.5�
13.7�
33.3�
35.2�
17.8�
18.2�
25.5�
28.5�
27.9�
57.1�
17.4�
10.3�
4.5�
10.7�
49.6�
6.9�
5.9�
5.7�
31.8

56.0�
34.8�
7.0�
2.3�
54.7�
38.9�
4.3�
2.1�
6.6�
32.9�
35.0�
25.5�
36.2�
45.3�
13.8�
4.7�
18.3�
31.6�
33.1�
16.9�
11.2�
31.8�
38.0�
19.1�
2.3�
13.2�
39.1�
45.5�
14.3�
38.0�
34.5�
13.2�
16.6�
36.3�
32.4�
14.7�
21.1�
27.2�
24.0�
27.7�
68.2�
17.5�
7.9�
3.0�
3.4�
61.6�
7.8�
4.9�
3.6�
22.1

66.6�
26.2�
6.0�
1.2�
54.9�
38.9�
4.8�
1.4�
6.8�
29.2�
36.6�
27.4�
36.2�
44.9�
14.9�
4.0�
23.9�
31.4�
30.2�
14.5�
7.8�
20.1�
46.2�
25.9�
1.8�
13.1�
41.6�
43.6�
14.7�
40.5�
33.7�
11.1�
14.9�
32.7�
35.9�
16.5�
16.4�
24.0�
30.3�
29.3�
46.9�
17.0�
11.4�
6.8�
17.8�
37.8�
8.2�
6.6�
5.8�
41.6

x



P

H

S

や

携

帯

電

話

の

利

用

�

S
Q
10
�

電
源
を
切
る
と
き
�

S
Q
9
�

S
Q
8
�

行
動
や
生
活
の
変
化
�

1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．いつもする�
2．ときどきする�
3．あまりしない�
4．まったくしない�
5．混んだ電車やバスに乗ることがない�

連
絡
を
し
て
�

も
ら
え
る
の
�

で
便
利
�

P
H
S
や
携
帯
電
話
�

を
持
っ
て
い
な
い
人
�

と
連
絡
が
減
っ
た
�

ち
ょ
っ
と
し
た
用
件
�

で
連
絡
を
と
り
あ
う
�

こ
と
が
増
え
た
�

学
校
外
の
友
だ
�

ち
が
増
え
た
�

予
定
外
の
外
�

出
が
増
え
た
� 直
接
会
っ
て
話
�

を
す
る
こ
と
が
�

少
な
く
な
っ
た
�
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
�

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
�

増
え
た
�

人
間
関
係
に
つ
い
�

て
家
族
が
知
ら
な
�

い
こ
と
が
増
え
た
�
料
金
支
払
い
の
�

た
め
使
え
る
お
�

金
が
減
っ
た
�

電
車
や
バ
ス
の
中
�
コ
ン
サ
ー
ト
や
�

ラ
イ
ブ
の
最
中
�

P
H
S
や
携
帯
電
話
�

を
持
っ
て
い
る
人
と
�

連
絡
が
増
え
た
�

1．いつもする�
2．ときどきする�
3．あまりしない�
4．まったくしない�
5．コンサートやライブに行くことがない�

次
の
よ
う
な
こ
と
を
し
�

た
り
、感
じ
た
り
す
る
か
�
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1．待ち合わせの連絡�
2．遊びの誘い�
3．特に用件のないおしゃべり�
4．緊急の用件�
5．悩みごと�
6．相手や自分の居場所の確認�
7．近況報告や様子うかがい�
8．その他�
1．待ち合わせの連絡�
2．遊びの誘い�
3．特に用件のないおしゃべり�
4．緊急の用件�
5．悩みごと�
6．相手や自分の居場所の確認�
7．近況報告や様子うかがい�
8．その他�
1．待ち合わせの連絡�
2．遊びの誘い�
3．特に用件のないおしゃべり�
4．緊急の用件�
5．悩みごと�
6．相手や自分の居場所の確認�
7．近況報告や様子うかがい�
8．その他�

質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�
女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�

84.5�
3.9�
3.5�
3.8�
3.9�
23.4�
75.7�
71.1�
21.1�
9.9�
5.7�
15.0�
2.0�
1.9�
4.5�
94.8�
2.5�
8.0�
10.5�
48.8�
12.6�
15.4�
2.3�
7.7�
9.6�
47.7�
13.8�
16.2�
9.5�
16.5�
40.4�
5.5�
8.5�
2.9�
14.0�
1.9�
15.6�
26.1�
14.5�
6.2�
15.1�
7.1�
13.5�
0.7�
18.0�
18.4�
15.7�
7.1�
11.7�
9.9�
15.2�
1.2

82.4�
5.1�
3.6�
5.1�
3.8�
22.1�
77.9�
72.5�
24.3�
10.4�
5.1�
18.0�
3.2�
1.1�
6.2�
93.8�
2.6�
10.7�
12.8�
44.8�
12.8�
16.5�
2.3�
10.3�
12.1�
44.8�
13.5�
17.0�
9.0�
23.9�
41.1�
5.3�
5.1�
3.4�
9.7�
2.5�
17.3�
26.3�
13.4�
5.1�
13.8�
10.1�
13.1�
0.9�
18.6�
17.2�
17.5�
7.5�
11.4�
14.7�
12.1�
0.9

87.1�
2.9�
3.4�
2.7�
3.9�
24.8�
75.2�
70.0�
18.5�
9.6�
6.2�
12.4�
1.1�
2.7�
3.2�
96.8�
2.6�
6.2�
9.1�
54.0�
13.0�
15.1�
2.5�
6.1�
8.0�
52.4�
14.8�
16.3�
10.0�
10.8�
40.5�
5.8�
11.3�
2.4�
17.7�
1.5�
14.6�
26.5�
15.7�
7.3�
16.4�
4.9�
14.2�
0.6�
18.4�
20.3�
15.0�
7.2�
12.5�
6.5�
18.4�
1.5

85.1�
3.8�
2.5�
3.6�
5.0�
23.1�
76.9�
72.7�
21.8�
8.8�
5.7�
13.4�
1.1�
2.5�
4.0�
96.0�
1.8�
8.0�
9.6�
46.6�
15.1�
18.8�
1.8�
6.5�
10.0�
45.4�
16.8�
19.4�
8.8�
17.3�
42.2�
4.0�
9.0�
2.6�
14.5�
1.6�
13.9�
28.6�
15.5�
6.6�
15.9�
7.4�
11.3�
0.8�
17.5�
20.9�
15.8�
7.0�
11.5�
11.9�
14.2�
1.2

84.8�
4.0�
4.5�
4.0�
2.8�
24.1�
75.9�
69.5�
20.5�
11.1�
5.7�
16.6�
2.9�
1.4�
5.1�
94.9�
3.4�
8.5�
11.9�
53.2�
10.6�
12.5�
3.0�
9.4�
9.6�
52.7�
11.6�
13.7�
10.3�
16.0�
39.4�
7.2�
8.0�
3.2�
13.7�
2.3�
17.8�
24.1�
13.7�
5.9�
14.6�
7.0�
16.3�
0.6�
19.7�
16.9�
16.5�
7.7�
12.6�
8.3�
17.1�
1.3

88.7�
3.8�
4.0�
2.8�
0.8�
22.2�
77.8�
71.2�
27.3�
11.6�
4.9�
16.9�
2.8�
2.1�
4.0�
96.0�
2.8�
4.8�
9.3�
45.9�
15.1�
22.1�
1.6�
5.6�
8.7�
44.1�
16.5�
23.5�
12.1�
16.7�
40.6�
5.2�
6.8�
3.2�
13.7�
1.8�
20.5�
28.1�
14.9�
6.4�
12.5�
6.4�
10.6�
0.6�
23.1�
20.6�
14.8�
6.3�
11.1�
7.7�
14.8�
1.6

81.0�
4.0�
3.0�
4.8�
7.2�
25.1�
74.9�
71.1�
14.5�
8.2�
6.6�
12.9�
1.2�
1.8�
5.2�
94.8�
2.4�
11.9�
12.3�
54.1�
10.6�
8.8�
3.3�
10.5�
11.1�
54.2�
11.8�
9.2�
6.8�
16.6�
41.1�
6.0�
10.4�
2.6�
14.5�
2.1�
10.7�
24.6�
14.3�
6.2�
18.2�
8.1�
17.1�
0.9�
13.7�
17.1�
17.6�
8.5�
13.0�
12.8�
16.5�
0.9

x



P

H

S

や

携

帯

電

話

の

利

用

�

S
Q
12�
ー
2
�

メ
ー
ル
の
内
容
�

S
Q
12�
ー�
1
�

メ
ー
ル
の
送
受
信
数
�

S
Q
11
�

ウ
ェ
ブ
の
利
用
�

メ
ー
ル
の
利
用
�

S
Q
12
�
�

1．いつもする�

1．利用しない�
2．利用する�
1．着メロや待受画像のダウンロード�
2．ホームページの閲覧�
3．掲示板�
4．チャット�
5．ニュースや情報などの検索・閲覧�
6．チケットの購入�

1．2通未満�
2．2通以上5通未満�
3．5通以上10通未満�
4．10通以上50通未満�
5．50通以上100通未満�
6．100通以上�
1．2通未満�
2．2通以上5通未満�
3．5通以上10通未満�
4．10通以上50通未満�
5．50通以上100通未満�
6．100通以上�

7．その他�
1．使用していない�
2．使用している�

2．ときどきする�
3．あまりしない�
4．まったくしない�
5．学校にPHSや携帯電話を持っていかない�

利
用
す
る
内
容
�

友
だ
ち
に
送
る
メ
ー
ル
�
友
だ
ち
か
ら
送
ら
�

れ
て
く
る
メ
ー
ル
�

利
用
�

学
校
の
授
業
中
�

2
番
目
に
多
い
内
容
�

1
番
目
に
多
い
内
容
�

3
番
目
に
多
い
内
容
�

S
Q
10
�

電
源
を
切
る
と
き
�
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．現在している�
2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．現在している�
2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．現在している�
2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．現在している�
2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．現在している�
2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．現在している�
2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．現在している�
2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�

43.0
23.8
7.2
45.0
7.7
47.3
9.3
9.6
81.0
1.8
4.3
93.9
15.1
12.2
72.8
3.0
14.5
82.5
0.9
5.0
94.0
1.2
5.0
93.7
1.7
2.0
96.3
4.6
6.7
88.7
32.5
20.9
46.6
0.3
3.7
20.7
11.5
20.7
43.2
0.4
15.9
36.3
13.3
17.0
17.0
2.1
3.4
8.2
8.9
8.9

43.5
29.9
8.7
45.9
7.1
45.0
11.6
18.1
67.3
1.9
5.4
89.2
8.6
8.3
79.8
9.1
30.5
58.1
1.5
8.6
86.4
2.8
9.9
83.8
1.1
2.4
93.0
3.5
6.7
85.8
25.1
20.1
50.0
0.1
4.7
26.9
11.8
20.3
35.1
0.8
22.8
40.2
11.6
12.7
11.4
1.3
2.2
6.6
8.2
9.1

女　子�
43.9
35.0
9.8
48.7
6.7
44.5
14.5
27.5
57.9
2.1
6.9
91.0
2.7
4.9
92.4
15.5
47.7
36.8
2.1
12.8
85.1
4.6
15.5
79.9
0.6
2.9
96.5
2.8
7.2
90.0
20.0
21.4
58.6
0.0
5.8
33.7
12.4
20.4
27.7
1.2
30.0
44.4
10.1
8.4
5.9
0.4
1.0
5.2
7.6
9.5

１　年�
50.0
33.7
8.2
58.0
2.8
39.2
14.8
19.5
65.7
2.4
5.9
91.7
10.6
8.5
80.8
10.5
29.6
59.9
1.4
8.7
89.9
3.9
9.9
86.2
1.8
2.1
96.1
5.1
7.6
87.3
28.7
19.6
51.7
0.1
4.5
27.7
12.3
21.2
34.1
0.7
24.8
39.3
10.0
12.8
12.5
1.2
2.3
6.1
9.5
8.2

２　年�
36.7
26.0
9.2
35.3
11.8
52.8
9.0
17.7
73.3
1.6
5.3
93.2
7.1
8.5
84.3
8.2
32.9
59.0
1.7
9.2
89.1
1.9
10.7
87.4
0.5
2.8
96.7
2.2
6.4
91.4
23.8
22.7
53.4
0.2
5.0
26.7
11.5
19.8
36.8
0.9
21.0
41.5
13.5
12.7
10.4
1.4
2.1
7.3
7.0
10.4

東　京�
44.6
24.8
8.6
42.8
4.9
52.3
13.8
20.4
65.8
2.5
7.1
90.4
10.8
7.4
81.7
11.1
39.4
49.5
1.4
10.7
87.9
2.5
13.8
83.7
1.7
2.8
95.5
4.2
8.7
87.1
27.5
16.9
55.6
0.2
7.4
26.8
14.0
18.5
33.1
1.3
24.9
38.3
11.7
12.3
11.5
1.2
2.0
7.7
7.5
8.4

秋　田�
42.3
35.5
8.7
50.8
9.5
39.7
10.2
16.9
72.9
1.5
4.1
94.4
7.1
9.6
83.3
7.6
23.2
69.2
1.7
7.2
91.1
3.3
6.9
89.8
0.6
2.1
97.3
3.2
5.3
91.5
25.2
25.2
49.5
0.1
2.2
27.5
9.9
22.5
37.7
0.3
21.1
42.3
11.7
13.2
11.4
1.3
2.5
5.7
9.0
10.0

x



c



v



小

・

中

学

校

の

授

業

以

外

の

音

楽

学

習

経

験

�

音

楽

へ

の

か

か

わ

り

方

�

P
H
S
や
携
帯
�

電
話
の
利
用
�

1．ふだんあまり話さない学校の友だちとのメール�
2．直接会ったことのない学校外の人とのメール�
3．出会いのサイトなどで友だちやメル友を募集�
1．現在している�
2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．現在している�
2．かつてしていたことがある�
3．したことがない�
1．現在している�

授
業
で
音
�

楽
を
選
択
�

す
る
�

S
Q
12
ー
3

メ
ー
ル
の
使
い
方
�

音
楽
系
の
�

部
活
動
に
�

参
加
す
る
� 地

域
の
音
�

楽
活
動
に
�

参
加
す
る
� 友
だ
ち
と
�

バ
ン
ド
を
�

組
む
�

コ
ン
サ
ー
ト
や
�

ラ
イ
ブ
に
行
く
�

カ
ラ
オ
ケ
に
行
く
�

曲
を
つ
く
る
�

ギ
タ
ー
を
弾
い
�

た
り
ピ
ア
ノ
を
�

弾
い
た
り
す
る
�

オ
ル
ガ
ン
や
�

電
子
オ
ル
ガ
�

ン
を
習
う
�

ピ
ア
ノ
を
�

習
う
�

管
楽
器
を
�

習
う
�

弦
楽
器
を
�

習
う
�

そ
の
他
の
�

楽
器
を
習
�

う
�

5．ほとんどしない�
6．まったくしない�
1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�
5．ほとんどしない�
6．まったくしない�
1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�
5．ほとんどしない�
6．まったくしない� 68.471.5 76.2 72.7 71.8 73.2 71.4
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�

19.3
18.2
21.8
9.2
10.1
21.4
56.7
22.1
13.9
2.8
1.9
2.5
32.1
31.4
20.9
7.2
4.3
4.1
15.1
30.1
23.5
10.0
7.7
13.6
14.1
11.5
12.1
7.0
8.0
47.3
7.5
29.3
37.1
11.5
8.3
6.2
4.6
25.1
22.0
13.8
11.6
23.0
5.9
23.5
20.7
10.9
8.9
30.0
45.1
35.5

15.1
17.3
22.5
9.5
13.0
21.7
55.3
25.1
12.5
3.1
1.8
1.5
34.1
35.4
18.8
5.3
3.5
2.6
15.0
29.5
24.1
9.7
8.8
12.7
10.7
10.8
16.0
9.1
10.0
42.7
4.9
29.0
41.0
11.3
8.1
5.3
3.2
26.2
25.6
13.9
11.5
18.9
4.8
25.5
23.6
10.2
9.1
26.3
44.0
34.4

女　子�
11.2
16.7
23.5
10.0
16.2
22.4
54.8
28.5
11.1
3.4
1.6
0.4
36.3
39.6
16.8
3.4
2.8
1.0
15.1
29.0
24.8
9.5
9.9
11.8
7.5
10.1
20.1
11.5
12.2
38.6
2.4
28.8
45.1
11.2
8.0
4.4
1.8
27.7
29.7
14.1
11.6
15.1
3.7
27.7
26.7
9.6
9.5
22.8
43.2
33.6

１　年�
14.7
17.4
21.9
9.2
13.4
23.4
56.6
25.5
11.5
2.6
2.2
1.6
35.0
35.3
19.2
4.3
3.5
2.7
15.6
32.2
24.4
8.5
7.7
11.6
13.0
12.2
15.6
8.6
10.8
39.9
5.1
30.6
39.5
11.6
7.8
5.5
2.9
26.6
26.1
12.6
12.2
19.6
5.2
27.8
23.2
10.3
8.4
25.1
48.4
33.2

２　年�
15.8
17.6
23.5
10.0
12.9
20.3
54.9
25.1
13.7
3.6
1.4
1.4
33.4
35.7
18.5
6.4
3.6
2.4
14.5
26.7
23.9
11.0
10.0
13.9
8.5
9.4
16.7
9.8
9.4
46.2
4.8
27.4
42.9
11.2
8.5
5.2
3.5
26.3
25.5
15.3
10.9
18.5
4.4
23.3
24.2
10.3
10.0
27.8
39.7
35.9

東　京�
17.4
18.1
20.5
9.7
11.5
22.6
49.6
26.9
15.7
3.9
1.9
1.9
30.8
37.0
18.2
6.9
4.3
2.8
14.5
29.1
23.1
9.2
8.6
15.5
10.6
12.7
16.9
8.4
9.6
41.7
3.7
26.1
39.1
12.7
10.9
7.5
3.3
27.6
26.7
14.5
11.4
16.5
3.1
25.2
22.8
11.3
10.9
26.6
44.3
33.1

秋　田�
13.1
16.8
24.8
9.4
14.7
21.1
61.9
23.7
9.4
2.4
1.6
1.0
37.5
34.0
19.5
3.8
2.8
2.3
15.7
30.0
25.2
10.2
8.9
10.0
10.9
9.0
15.3
10.0
10.6
44.3
6.2
32.0
43.1
10.1
5.4
3.2
3.1
25.3
25.0
13.4
11.7
21.6
6.5
26.0
24.5
9.3
7.5
26.3
44.0
35.9

v

b

音

楽

へ

の

か

か

わ

り

方

�

音
楽
を
聴
き
た
く
な
る
�

か
、聴
き
た
く
な
い
か
�

お
店
で
C
D
を
買
う
�
レ
ン
タ
ル
C
D
を
�

借
り
る
�

好
き
な
歌
を
ダ
ウ
ン
�

ロ
ー
ド
す
る
�

勉
強
し
て
�

い
る
と
き
�

5．ほとんどしない�
6．まったくしない�
1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�
5．ほとんどしない�
6．まったくしない�
1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�
5．ほとんどしない�
6．まったくしない�
1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�

19.421.2 23.2 18.4 24.4 22.5 20.1

外
出
す
る
と
き
に
�

音
楽
を
聴
く
�

1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�
5．ほとんどしない�
6．まったくしない�

家
で
C
D
な
ど
を
�

聴
く
�

家
で
音
楽
番
組
を
�

聴
く
�

”な
が
ら
聴
き
“を
�

す
る
�

1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�
5．ほとんどしない�
6．まったくしない�
1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�
5．ほとんどしない�
6．まったくしない�
1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�
5．ほとんどしない�
6．まったくしない�

お
け
い
こ
ご
と
な
ど
�

と
は
関
係
な
く
楽
器
�

を
演
奏
す
る
�

1．毎日のようにする�
2．よくする�
3．ときどきする�
4．あまりしない�
5．ほとんどしない�
6．まったくしない�

3．音楽を聴きたくない�
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

1．とても嫌いになる�
2．やや嫌いになる�
3．あまり嫌いにならない�
4．まったく嫌いにならない�
1．とても嫌いになる�
2．やや嫌いになる�
3．あまり嫌いにならない�
4．まったく嫌いにならない�
1．とても嫌いになる�
2．やや嫌いになる�
3．あまり嫌いにならない�
4．まったく嫌いにならない�
1．とても嫌いになる�
2．やや嫌いになる�
3．あまり嫌いにならない�
4．まったく嫌いにならない�
1．とても嫌いになる�

3．あまり嫌いにならない�
4．まったく嫌いにならない�
1．とても嫌いになる�
2．やや嫌いになる�
3．あまり嫌いにならない�
4．まったく嫌いにならない�

2．やや嫌いになる�

18.5
41.6
39.9
82.1
15.1
2.8
36.2
44.0
19.8
62.0
30.6
7.4
59.1
26.6
14.3
47.9
32.9
19.1
37.3
35.4
27.4
53.6
30.6
15.8
38.1
31.2
30.7
9.5
22.6
35.6
32.3
7.6
19.4
37.0
36.0
13.8
19.6
36.6
30.0
8.7
19.0
40.3
32.0
8.4

29.0

16.1
38.1
45.4
84.7
12.8
2.2
33.3
47.0
19.2
66.9
27.4
5.5
60.6
25.6
13.6
49.1
31.5
18.9
39.1
34.5
26.2
58.5
27.7
13.5
36.0
31.2
32.5
8.8
25.3
36.4
28.9
7.7
19.5
39.6
32.8
12.4
25.1
37.0
25.1
6.5
20.6
42.9
29.6
7.0

26.9

女　子�
13.9
34.9
51.2
87.7
10.6
1.6
30.7
50.4
18.8
72.1
24.4
3.5
62.3
24.8
12.9
50.7�
30.5
18.8
41.1
33.8
25.1
63.8
25.0
11.2
34.2
31.4
34.5
8.3
28.3
37.6
25.8
7.8
19.7
42.6
29.9
11.1
30.8
37.7
20.4
4.3
22.4
45.9
27.4
5.8

25.5

１　年�
16.8
41.5
41.8
84.8
13.2
2.0
36.3
45.5
18.2
65.9
28.5
5.6
61.1
25.1
13.7
50.1
31.3
18.7
39.5
36.5
24.0
57.8
28.6
13.6
37.6
31.2
31.2
9.3
24.9
34.5
31.3
7.7
19.4
38.2
34.7
10.4
24.5
40.0
25.1
5.4
18.6
44.8
31.3
7.8

27.2

２　年�
15.6
34.8
49.5
85.0
12.5
2.4
30.5
49.0
20.5
68.3
26.4
5.3
60.3
26.3
13.4
48.6
32.2
19.3
38.8
32.6
28.5
59.6
26.9
13.5
34.6
31.3
34.0
8.5
25.9
38.8
26.7
7.7
19.7
41.5
31.1
14.5
25.9
34.2
25.3
7.7
22.9
41.4
28.0
6.5

27.4

東　京�
15.1
37.2
47.8
82.9
14.6
2.5
28.1
50.1
21.8
66.6
27.0
6.4
59.9
26.4
13.7
51.0
30.2
18.8
39.3
33.7
27.0
59.3
27.3
13.4
37.7
30.7
31.6
8.1
25.6
38.7
27.7
9.6
21.9
39.4
29.1
13.1
26.9
36.9
23.1
6.7
19.9
45.4
28.1
9.1

 

秋　田�
17.3
39.3
43.4
87.0
11.1
1.9
38.8
44.3
16.9
67.5
28.0
4.5
61.5
25.0
13.5
47.7
33.2
19.1
39.0
35.5
25.5
58.1
28.3
13.6
34.6
31.8
33.6
9.7
25.3
34.6
30.4
5.9
17.2
40.2
36.7
11.8
23.5
37.5
27.2
6.3
21.5
40.9
31.3
5.2
14.618.216.1 14.7 17.3 15.5 18.3

40.542.0 45.1 41.3 44.3 42.7 42.9
32.833.0 34.4 33.6 33.7 29.9 37.3
14.212.3 10.7 11.5 13.5 12.7 12.2
22.823.7 25.4 26.3 21.7 24.4 23.7
34.035.7 38.4 35.0 37.4 37.9 34.5

29.6

b



n



ひ
ま
な
と
き
�み
ん
な
で
盛
�

り
上
が
っ
て
�

い
る
と
き
�

学
校
で
音
楽
�

の
勉
強
を
し
�

て
い
る
と
き
� 音

楽
の
授
業
�

で
評
価
さ
れ
�

る
と
き
�

な
に
も
や
り
�

た
く
な
い
と
�

き
�

悩
み
ご
と
や
考
�

え
ご
と
を
し
て
�

い
る
と
き
�

気
分
の
落
ち
�

込
ん
で
い
る
�

と
き
�

う
ま
く
歌
っ
た
り
�

演
奏
し
た
り
で
き
�

な
か
っ
た
と
き
�
雑
音
の
よ
う
に
�

音
楽
が
聞
こ
え
�

て
き
た
と
き
�

�

自
分
の
嫌
い
な
ア
ー
�

テ
ィ
ス
ト
の
歌
や
曲
�

を
耳
に
し
た
と
き
�

歌
詞
の
意
味
や
メ
ロ
�

デ
ィ
の
わ
か
ら
な
い
�

曲
を
耳
に
し
た
と
き
�

音
楽
を
聴
き
た
く
な
る
か
、
聴
き
た
く
な
い
か
�

1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�
3．音楽を聴きたくない�
1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�
3．音楽を聴きたくない�
1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�
3．音楽を聴きたくない�
1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�
3．音楽を聴きたくない�
1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�
3．音楽を聴きたくない�
1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�
3．音楽を聴きたくない�
1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�
3．音楽を聴きたくない�
1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�
3．音楽を聴きたくない�
1．音楽を聴きたくなる�
2．どちらでもない�
3．音楽を聴きたくない�

集
中
し
て
�

い
る
と
き
�

気
分
が
い
�

い
と
き
�

イ
ラ
イ
ラ
し
�

て
い
る
と
き
�

疲
れ
て
休
み
�

た
い
と
き
�

音

楽

が

嫌

い

に

な

る

と

き

�
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

1．親しみやすい�
2．近づきがたい�
1．わかりやすい�
2．よくわからない�
1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�
1．親しみやすい�
2．近づきがたい�
1．わかりやすい�
2．よくわからない�
1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�
1．親しみやすい�
2．近づきがたい�
1．わかりやすい�
2．よくわからない�

1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�

1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�

1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�

1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�

m



,



イ
ラ
イ
ラ
し
た
�

り
怒
っ
た
り
し
�

や
す
く
な
る
�

時
間
を
も
て
�

あ
ま
す
よ
う
�

に
な
る
�

悩
ん
だ
り
考
え
�

こ
ん
だ
り
す
る
�

よ
う
に
な
る
�

ス
ト
レ
ス
が
た
�

ま
る
よ
う
に
な
�

る
�

音
楽
が
ま
っ
た
く
な
く
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
ふ
う
に
な
る
か
�

音
楽
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
�

集
中
力
が
な
�

く
な
る
�

や
る
気
が
な
�

く
な
る
�

感
性
の
な
い
�

人
間
に
な
る
�あ
ま
り
変
わ
�

ら
な
い
�

モ
ー
ニ
ン
グ
娘
。
や
V
６
や
�

嵐
な
ど
の
ア
イ
ド
ル
の
歌
�

ゆ
ず
や
19
な
ど
の
癒
し
系
�

バ
ン
ド
の
歌
�

ド
ラ
ゴ
ン
ア
ッ
シ
ュ
な
ど
�

の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
系
の
歌
�

18.8�
30.6�
36.6�
13.6�
32.3�
30.9�
26.3�
10.0�
30.4�
26.6�
30.3�
12.1�
32.6�
27.0�
27.3�
12.6�
18.8�
21.4�
42.3�
17.0�
31.8�
30.1�
25.6�
12.1�
35.5�
29.8�
23.3�
10.8�
9.7�
19.1�
31.0�
39.7�
69.0�
27.1�
67.6�
28.1�
5.2�
88.4�
62.6�
31.5�
85.0�
11.6�
84.8�
11.1�
83.9�
10.2�
85.6�
10.2�
46.0�
50.0�
34.0�
62.0

19.0�
30.6�
34.1�
16.3�
30.5�
31.6�
25.3�
12.6�
27.9�
24.6�
32.2�
15.3�
32.1�
24.4�
27.4�
16.0�
16.7�
20.0�
42.2�
21.0�
27.2�
29.1�
28.3�
15.4�
33.4�
27.3�
25.4�
13.9�
12.0�
21.2�
30.2�
36.6�
63.8�
36.2�
64.5�
35.5�
9.3�
90.7�
65.0�
35.0�
83.9�
16.1�
84.0�
16.0�
86.3�
13.7�
84.9�
15.1�
50.6�
49.4�
40.4�
59.6

18.8�
30.9�
39.4�
10.9�
34.4�
30.5�
27.6�
7.6�
33.2�
28.9�
28.8�
9.1�
33.4�
29.9�
27.4�
9.3�
21.0�
23.1�
42.8�
13.2�
36.7�
31.4�
23.1�
8.9�
38.0�
32.7�
21.4�
7.8�
7.6�
17.2�
32.0�
43.3�
79.6�
20.4�
76.8�
23.2�
1.9�
98.1�
68.1�
31.9�
92.0�
8.0�
92.7�
7.3�
91.8�
8.2�
93.6�
6.4�
45.3�
54.7�
30.5�
69.5

18.4�
33.9�
35.2�
12.6�
33.4�
30.7�
26.5�
9.4�
31.4�
27.5�
30.1�
10.9�
34.5�
27.3�
25.7�
12.4�
19.7�
21.5�
43.2�
15.6�
32.2�
30.1�
26.0�
11.7�
36.5�
30.2�
22.6�
10.7�
10.3�
17.7�
31.1�
41.0�
72.5�
27.5�
71.2�
28.8�
4.6�
95.4�
67.6�
32.4�
88.7�
11.3�
89.4�
10.6�
88.9�
11.1�
90.2�
9.8�
48.6�
51.4�
34.3�
65.7

19.4�
27.4�
38.5�
14.7�
31.4�
31.4�
26.4�
10.8�
29.6�
26.0�
30.9�
13.5�
31.0�
27.0�
29.1�
12.9�
18.1�
21.5�
41.7�
18.7�
31.6�
30.4�
25.4�
12.6�
34.9�
29.7�
24.3�
11.1�
9.3�
20.8�
31.1�
38.8�
71.0�
29.0�
70.1�
29.9�
6.5�
93.5�
65.4�
34.6�
87.2�
12.8�
87.3�
12.7�
89.4�
10.6�
88.4�
11.6�
47.2�
52.8�
36.6�
63.4

15.7�
29.7�
39.9�
14.8�
28.1�
32.0�
28.0�
12.0�
29.4�
27.1�
29.8�
13.6�
26.0�
27.1�
31.1�
15.8�
16.6�
20.5�
42.9�
20.0�
30.8�
30.0�
25.9�
13.3�
34.2�
30.3�
24.4�
11.1�
9.7�
20.7�
30.1�
39.5�
69.7�
30.3�
69.3�
30.7�
4.8�
95.2�
60.2�
39.8�
87.3�
12.7�
88.1�
11.9�
88.4�
11.6�
87.3�
12.7�
41.4�
58.6�
30.4�
69.6�
�

22.0�
31.7�
33.8�
12.5�
36.7�
30.1�
25.0�
8.2�
31.7�
26.4�
31.1�
10.7�
39.4�
27.3�
23.8�
9.5�
21.1�
22.6�
42.1�
14.2�
33.0�
30.4�
25.6�
11.0�
37.2�
29.7�
22.5�
10.7�
9.8�
17.7�
32.1�
40.3�
73.8�
26.2�
72.0�
28.0�
6.2�
93.8�
72.6�
27.4�
88.6�
11.4�
88.7�
11.3�
89.8�
10.2�
91.2�
8.8�
54.2�
45.8�
40.2�
59.8

�

女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

1．親しみやすい�
2．近づきがたい�
1．わかりやすい�
2．よくわからない�
1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�
1．親しみやすい�
2．近づきがたい�
1．わかりやすい�
2．よくわからない�
1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�

1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�

,



小
柳
ゆ
き
や
a
i
k
o
な
ど
�

の
女
性
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
歌
�福
山
雅
治
や
山
崎
ま
さ
よ
し
な
�

ど
の
男
性
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
歌
�

ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
�

ト
な
ど
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
�

1．親しみやすい�
2．近づきがたい�
1．わかりやすい�
2．よくわからない�
1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�
1．親しみやすい�
2．近づきがたい�
1．わかりやすい�
2．よくわからない�
1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�

ジ
ャ
ズ
�

1．親しみやすい�
2．近づきがたい�
1．わかりやすい�
2．よくわからない�
1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�
1．親しみやすい�
2．近づきがたい�
1．わかりやすい�
2．よくわからない�
1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�

洋
楽
�

ド
ラ
ゴ
ン
ア
ッ
シ
ュ
な
ど
�

の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
系
の
歌
�

13.0�
78.9�
57.8�
36.6�
84.7�
11.6�
83.7�
12.1�
56.2�
37.6�
86.2�
8.8�
82.0�
14.1�
81.6�
14.2�
79.7�
14.6�
85.0�
9.9�
30.7�
65.1�
37.1�
59.2�
80.0�
9.6�
50.3�
43.1�
28.4�
67.0�
21.4�
74.4�
54.9�
35.4�
55.6�
37.1�
59.3�
36.2�
38.4�
56.3�
47.4�
45.4�
80.8�
12.5�
36.3�
59.8�
31.2�
64.3�
84.6�
8.3�
67.7�
26.1

15.2�
84.8�
62.5�
37.5�
81.6�
18.4�
80.4�
19.6�
62.7�
37.3�
85.7�
14.3�
84.1�
15.9�
82.2�
17.8�
79.7�
20.3�
87.3�
12.7�
33.4�
66.6�
39.1�
60.9�
86.7�
13.3�
51.7�
48.3�
32.4�
67.6�
25.7�
74.3�
61.0�
39.0�
58.5�
41.5�
60.7�
39.3�
39.6�
60.4�
42.2�
57.8�
81.3�
18.7�
37.9�
62.1�
32.8�
67.2�
89.1�
10.9�
70.5�
29.5

13.2�
86.8�
60.0�
40.0�
94.2�
5.8�
94.2�
5.8�
57.2�
42.8�
95.8�
4.2�
86.6�
13.4�
88.1�
11.9�
89.3�
10.7�
91.7�
8.3�
30.7�
69.3�
37.9�
62.1�
91.9�
8.1�
56.0�
44.0�
27.1�
72.9�
19.1�
80.9�
60.5�
39.5�
61.4�
38.6�
63.5�
36.5�
41.5�
58.5�
59.8�
40.2�
92.0�
8.0�
37.6�
62.4�
32.6�
67.4�
93.2�
6.8�
73.9�
26.1

15.3�
84.7�
62.6�
37.4�
87.9�
12.1�
88.7�
11.3�
60.1�
39.9�
91.4�
8.6�
85.2�
14.8�
85.6�
14.4�
81.7�
18.3�
91.0�
9.0�
28.0�
72.0�
34.9�
65.1�
88.4�
11.6�
51.6�
48.4�
30.7�
69.3�
23.4�
76.6�
58.6�
41.4�
60.0�
40.0�
59.2�
40.8�
40.0�
60.0�
57.0�
43.0�
87.0�
13.0�
37.6�
62.4�
34.6�
65.4�
91.1�
8.9�
72.5�
27.5

13.1�
86.9�
59.8�
40.2�
88.0�
12.0�
86.1�
13.9�
59.7�
40.3�
90.2�
9.8�
85.6�
14.4�
84.7�
15.3�
87.4�
12.6�
87.9�
12.1�
36.3�
63.7�
42.3�
57.7�
90.3�
9.7�
56.1�
43.9�
28.8�
71.2�
21.3�
78.7�
63.0�
37.0�
59.9�
40.1�
65.2�
34.8�
41.1�
58.9�
44.9�
55.1�
86.2�
13.8�
38.0�
62.0�
30.8�
69.2�
91.1�
8.9�
71.9�
28.1

13.5�
86.5�
56.6�
43.4�
88.0�
12.0�
86.5�
13.5�
58.4�
41.6�
88.6�
11.4�
87.6�
12.4�
87.2�
12.8�
84.9�
15.1�
91.7�
8.3�
34.4�
65.6�
41.7�
58.3�
90.9�
9.1�
57.4�
42.6�
29.3�
70.7�
22.5�
77.5�
63.6�
36.4�
64.9�
35.1�
59.9�
40.1�
39.3�
60.7�
52.3�
47.7�
87.3�
12.7�
41.7�
58.3�
36.7�
63.3�
92.3�
7.7�
77.3�
22.7

14.8�
85.2�
65.8�
34.2�
88.0�
12.0�
88.2�
11.8�
61.3�
38.7�
92.8�
7.2�
83.2�
16.8�
83.2�
16.8�
84.1�
15.9�
87.4�
12.6�
29.8�
70.2�
35.4�
64.6�
87.8�
12.2�
50.4�
49.6�
30.2�
69.8�
22.2�
77.8�
58.1�
41.9�
55.2�
44.8�
64.3�
35.7�
41.8�
58.2�
49.9�
50.1�
86.0�
14.0�
33.9�
66.1�
28.9�
71.1�
90.0�
10.0�
67.2�
32.8

�

さ
だ
ま
さ
し
や
中
島
み
ゆ
き
な
�

ど
の
80
年
代
か
ら
活
躍
し
て
い
�

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
歌
�

�

音

楽

に

対

す

る

イ

メ

ー

ジ

�
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�
女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�

,

音
楽
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
�

⁄0



次
の
よ
う
な
言
葉
を
ど
の
よ
う
な
相
手
に
使
う
か
�

《
故
郷
》
や
《
荒
城
の
月
》
�

　な
ど
の
日
本
の
古
い
歌
�

聴
く
歌
は
ア
ー
�

テ
ィ
ス
ト
よ
り
�

曲
で
選
ぶ
方
だ
�

音
楽
で
人
生
が
�

大
き
く
変
わ
っ
�

た
こ
と
が
あ
る
�

「
○
○
入
っ
て
い
る
」「
へ
�

　こ
む
」な
ど
の
若
者
言
葉
�
「
見
れ
る
」「
食
べ
れ
る
」
�

　な
ど
の
ら
抜
き
言
葉
�

自
分
の
生
活
の
�

中
で
音
楽
は
必
�

要
だ
�

歌
は
メ
ロ
デ
ィ
よ
�

り
歌
詞
の
方
が
大
�

切
だ
と
思
う
�

試
聴
や
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
�

だ
け
で
C
D
を
買
う
�

こ
と
が
あ
る
�

ク
ラ
シ
ッ
ク
は
学
�

校
の
勉
強
っ
ぽ
い
�

感
じ
が
す
る
�

1．親しみやすい�
2．近づきがたい�

21.1�
74.3�
23.4�
72.5�
81.5�
8.2�
44.4�
48.4�
28.7�
49.4�
17.5�
3.9�
8.4�
37.8�
46.1�
6.8�
3.6�
13.3�
32.4�
50.0�
20.6�
27.5�
29.3�
22.0�
15.2�
26.5�
31.5�
26.3�
60.6�
28.0�
8.3�
2.4�
86.2�
31.6�
41.6�
9.9�
0.7�
1.2�
11.6�
85.6�
43.9�
72.1�
35.7�
5.1�
9.1�
10.2

21.3�
78.8�
23.5�
76.5�
88.5�
11.5�
42.4�
57.6�
31.4�
45.5�
17.3�
5.8�
7.4�
34.8�
47.1�
10.7�
5.6�
14.4�
32.3�
47.6�
20.3�
27.4�
28.1�
24.1�
15.3�
25.0�
30.7�
29.0�
55.1�
30.3�
10.8�
3.7�
82.6�
35.7�
32.9�
10.9�
1.2�
1.6�
14.3�
81.9�
43.5�
65.0�
33.6�
5.6�
10.6�
13.4

23.1�
76.9�
25.2�
74.8�
93.3�
6.7�
53.4�
46.6�
26.3�
53.9�
17.8�
2.1�
9.6�
41.5�
46.0�
3.0�
1.6�
12.4�
32.9�
53.0�
21.1�
27.9�
30.9�
20.1�
15.3�
28.1�
32.7�
23.9�
67.0�
26.1�
5.9�
1.0�
89.8�
27.5�
50.2�
8.8�
0.3�
0.7�
9.0�
89.4�
44.3�
79.1�
37.8�
4.6�
7.7�
7.1

20.2�
79.8�
22.4�
77.6�
90.5�
9.5�
46.1�
53.9�
30.5�
49.7�
16.8�
3.0�
9.1�
40.1�
44.3�
6.5�
3.5�
12.7�
34.2�
49.6�
23.6�
27.9�
28.2�
20.3�
17.3�
24.6�
31.5�
26.6�
62.1�
28.2�
7.1�
2.6�
86.0�
31.9�
40.6�
10.0�
0.3�
1.0�
12.1�
87.0�
45.8�
72.5�
36.8�
4.8�
9.5�
9.4

24.2�
75.8�
26.5�
73.5�
91.3�
8.7�
49.7�
50.3�
27.1�
49.6�
18.4�
4.9�
7.8�
36.1�
48.9�
7.2�
3.8�
14.1�
31.0�
51.1�
17.7�
27.4�
30.9�
24.0�
13.1�
28.7�
31.9�
26.3�
59.9�
28.2�
9.8�
2.1�
86.5�
31.3�
42.6�
9.8�
1.2�
1.4�
11.1�
84.2�
42.0�
71.6�
34.6�
5.4�
8.7�
11.1

23.0�
77.0�
27.5�
72.5�
91.4�
8.6�
50.2�
49.8�
29.2�
47.7�
19.0�
4.0�
7.5�
38.2�
48.0�
6.3�
3.7�
12.9�
29.4�
54.0�
17.1�
25.7�
32.1�
25.1�
15.3�
25.9�
30.8�
28.0�
58.3�
29.2�
9.7�
2.7�
85.1�
36.1�
44.3�
10.5�
1.2�
1.5�
13.1�
82.3�
46.5�
69.5�
37.1�
7.0�
10.7�
13.1

21.3�
78.7�
21.4�
78.6�
90.4�
9.6�
45.7�
54.3�
28.4�
51.6�
16.1�
3.8�
9.4�
38.1�
45.1�
7.4�
3.5�
13.9�
35.8�
46.8�
24.2�
29.6�
27.0�
19.2�
15.2�
27.3�
32.6�
24.9�
63.7�
27.2�
7.0�
2.1�
87.3�
27.2�
38.9�
9.2�
0.3�
0.9�
10.2�
88.9�
41.4�
74.6�
34.4�
3.2�
7.6�
7.5

1．わかりやすい�
2．よくわからない�
1．気分が落ち着く�
2．気分が盛り上がる�
1．心地よい�
2．心地悪い�

4．まったくあてはまらない�

1．とてもあてはまる�
2．ややあてはまる�
3．あまりあてはまらない�

4．まったくあてはまらない�

1．とてもあてはまる�
2．ややあてはまる�
3．あまりあてはまらない�

4．まったくあてはまらない�

1．とてもあてはまる�
2．ややあてはまる�
3．あまりあてはまらない�

4．まったくあてはまらない�

1．とてもあてはまる�
2．ややあてはまる�
3．あまりあてはまらない�

4．まったくあてはまらない�

1．とてもあてはまる�
2．ややあてはまる�
3．あまりあてはまらない�

4．まったくあてはまらない�

1．とてもあてはまる�
2．ややあてはまる�
3．あまりあてはまらない�

7．ぜんぜん使わない�

4．先生に�
5．バイトの客に�
6．初対面のおとなに�

1．友だちに�
2．先輩に�
3．親に�

7．ぜんぜん使わない�

4．先生に�
5．バイトの客に�
6．初対面のおとなに�

1．友だちに�
2．先輩に�
3．親に�

.

音

楽

に

つ

い

て

あ

て

は

ま

る

こ

と

�

● 資料２　基礎集計表

●モノグラフ・高校生vol.63



― 115 ―

質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�
女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�

⁄0



次

の

よ

う

な

言

葉

を

ど

の

よ

う

な

相

手

に

使

う

か

�

⁄1



ふ
だ
ん
し
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
に
一
番
あ
て
は
ま
る
も
の
�

（
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
上
�

　
が
る
）「
す
ご
く
な
い
？
」
�

　
な
ど
の
半
疑
問
の
言
葉
�
「
〜
〜
と
か
」「
〜
〜
の
ほ
�

　う
」
な
ど
の
ぼ
か
し
言
葉
�「
ム
カ
つ
く
」「
キ
レ
る
」
な
�

　ど
の
人
を
攻
撃
す
る
言
葉
�
「
お
待
ち
す
る
」「
〜
〜
い
�

　た
し
ま
す
」
な
ど
の
敬
語
�

人
と
話
す
�

の
が
好
き
�
も
の
を
書
く
�

の
が
好
き
�

日
記
を
つ
け
�

て
い
る
�

今
年
の
正
月
は
�

年
賀
状
を
た
く
�

さ
ん
書
い
た
�

も
の
を
書
く
と
き
�

に
は
ワ
ー
プ
ロ
、
�

パ
ソ
コ
ン
を
使
う
�

80.7�
23.4�
49.4�
10.5�
0.9�
1.4�
16.9�
85.8�
42.8�
63.0�
33.2�
4.1�
8.0�
9.1�
82.7�
20.5�
48.4�
10.5�
1.0�
2.2�
12.4�
6.2�
31.8�
7.7�
52.5�
31.5�
66.2�
13.9�
34.8�
44.1�
18.5�
2.1�
19.3�
32.0�
38.6�
9.7�
4.6�
9.0�
30.0�
55.9�
8.3�
12.7�
11.1�
67.4�
14.0�
21.7�
31.8�
25.4�
6.4

70.8�
25.5�
35.5�
10.6�
1.8�
2.1�
26.0�
80.4�
42.6�
54.0�
30.1�
3.4�
6.8�
13.4�
79.6�
22.7�
40.7�
11.7�
1.9�
3.2�
15.8�
8.0�
31.6�
10.5�
52.4�
25.2�
60.2�
17.7�
28.9�
46.1�
22.1�
3.0�
15.3�
25.8�
45.2�
13.8�
6.1�
9.3�
29.3�
55.3�
3.9�
3.4�
7.0�
85.8�
7.9�
14.9�
30.5�
39.3�
7.4

90.6�
21.2�
63.3�
10.5�
0.0�
0.7�
8.0�
91.2�
43.0�
72.0�
36.4�
4.9�
9.1�
4.7�
85.7�
18.3�
56.1�
9.4�
0.0�
1.2�
9.0�
4.4�
32.1�
5.0�
52.6�
37.8�
72.3�
10.0�
41.0�
42.6�
15.1�
1.3�
23.5�
38.5�
32.4�
5.6�
3.1�
8.7�
31.0�
57.2�
12.9�
22.2�
15.4�
49.6�
20.3�
28.7�
33.5�
12.0�
5.5

81.4�
25.7�
50.1�
10.3�
0.9�
1.4�
15.9�
86.0�
43.5�
62.4�
32.2�
4.3�
9.7�
8.7�
82.1�
21.2�
48.4�
9.7�
0.9�
2.0�
12.7�
6.6�
33.2�
9.2�
54.2�
30.3�
67.3�
13.0�
36.4�
43.6�
18.2�
1.7�
20.2�
34.7�
35.4�
9.7�
4.5�
8.5�
30.7�
56.3�
7.7�
12.4�
11.0�
68.9�
15.9�
20.1�
32.2�
25.0�
6.8

80.0�
20.9�
48.7�
10.8�
0.9�
1.4�
18.0�
85.6�
42.1�
63.6�
34.3�
3.9�
6.2�
9.5�
83.3�
19.7�
48.4�
11.4�
1.1�
2.4�
12.0�
5.7�
30.4�
6.2�
50.7�
32.8�
65.1�
14.7�
33.4�
45.1�
19.0�
2.6�
18.5�
29.4�
42.3�
9.7�
4.7�
9.6�
29.6�
56.1�
9.1�
13.2�
11.4�
66.3�
12.2�
23.7�
31.8�
26.3�
6.1

85.0�
28.7�
56.9�
14.0�
0.9�
1.2�
12.2�
84.0�
46.5�
63.7�
33.7�
6.4�
9.7�
10.5�
78.9�
21.4�
44.7�
8.9�
1.3�
2.1�
16.2�
7.7�
29.6�
9.4�
53.0�
42.6�
70.4�
10.3�
36.8�
44.2�
16.8�
2.2�
21.7�
34.9�
33.7�
9.7�
5.7�
10.5�
30.1�
53.7�
9.0�
14.5�
12.6�
63.9�
16.8�
24.8�
30.7�
21.8�
5.9

76.5�
18.1�
42.1�
7.2�
0.9�
1.6�
21.6�
87.6�
39.2�
62.3�
32.7�
1.9�
6.3�
7.6�
86.4�
19.6�
52.0�
12.1�
0.6�
2.3�
8.6�
4.7�
34.1�
6.1�
51.9�
20.6�
62.1�
17.4�
33.1�
44.5�
20.4�
2.0�
17.1�
29.4�
43.8�
9.7�
3.5�
7.6�
30.2�
58.7�
7.8�
11.1�
9.8�
71.3�
11.4�
18.9�
33.3�
29.3�
7.0

4．ぜんぜんそうでない�

1．とてもそう�
2．ややそう�
3．あまりそうでない�

7．ぜんぜん使わない�

4．先生に�
5．バイトの客に�
6．初対面のおとなに�

1．友だちに�
2．先輩に�
3．親に�

7．ぜんぜん使わない�

4．先生に�
5．バイトの客に�
6．初対面のおとなに�

1．友だちに�
2．先輩に�
3．親に�

7．ぜんぜん使わない�

4．先生に�
5．バイトの客に�
6．初対面のおとなに�

1．友だちに�
2．先輩に�
3．親に�

7．ぜんぜん使わない�

4．先生に�
5．バイトの客に�
6．初対面のおとなに�

1．友だちに�
2．先輩に�
3．親に�

4．ぜんぜんそうでない�

1．とてもそう�
2．ややそう�
3．あまりそうでない�

5．喪中だった�

4．ぜんぜんそうでない�

1．とてもそう�
2．ややそう�
3．あまりそうでない�

4．ぜんぜんそうでない�

1．とてもそう�
2．ややそう�
3．あまりそうでない�

4．ぜんぜんそうでない�

1．とてもそう�
2．ややそう�
3．あまりそうでない�

● 資料２　基礎集計表
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�
女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�

⁄1



⁄2



⁄3



ふ
だ
ん
し
て
い
る
こ
と
や
考
え
て
い
る
こ
と
に
一
番
あ
て
は
ま
る
も
の
�

次
の
よ
う
な
と
き
、
ど
の
よ
う
な
手
段
を
使
う
か
�

高
校
に
入
っ
て
か
ら
最
も
�

印
象
に
残
っ
て
い
る
言
葉
�

マ
ン
ガ
を
描
�

く
の
が
好
き
�本
や
雑
誌
を
読
�

む
の
が
好
き
�

マ
ン
ガ
を
読
�

む
の
が
好
き
� 日
本
語
は
す
�

て
き
な
言
葉
�

だ
と
思
う
�

ど
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
聞
い
�

た
り
読
ん
だ
り
し
た
か
�

親
し
い
友
だ
ち
を
遊
び
に
�

誘
う
�

あ
ま
り
親
し
く
な
い
友
だ
�

ち
を
遊
び
に
誘
う
�

好
き
な
人
に
告
白
す
る
�

5.2�
11.3�
18.9�
63.5�
52.8�
33.2�
9.1�
3.8�
62.0�
27.4�
6.5�
3.2�
28.2�
43.4�
22.6�
4.9�
4.4�
6.3�
16.6�
3.2�
8.9�
4.1�
6.3�
9.1�
3.3�
34.8�
0.5�
15.5�
15.8�
0.6�
29.8�
0.7�
0.7�
18.3�
15.2�
8.6�
9.4�
1.3�
36.8�
1.0�
5.6�
70.6�
0.7�
7.1�
3.0�
2.9�
6.0�
0.2�
4.1

4.3�
10.0�
19.8�
65.9�
46.0�
37.5�
11.5�
4.9�
61.5�
29.5�
6.0�
3.1�
28.7�
41.4�
23.4�
6.5�
6.5�
12.5�
21.1�
6.3�
14.2�
7.9�
11.6�
12.8�
7.2�
33.5�
0.9�
21.3�
17.3�
0.6�
24.6�
0.8�
1.1�
20.0�
20.4�
12.5�
9.8�
0.6�
29.3�
0.3�
7.1�
75.5�
0.6�
8.6�
3.3�
1.9�
5.5�
0.3�
4.4

6.3�
12.9�
18.3�
62.5�
60.8�
29.6�
7.0�
2.7�
63.6�
25.9�
7.1�
3.4�
28.2�
46.2�
22.3�
3.3�
7.8�
7.5�
32.5�
3.9�
14.6�
5.1�
8.7�
16.5�
3.4�
37.2�
0.1�
10.1�
14.9�
0.6�
35.8�
0.7�
0.4�
18.2�
11.2�
5.5�
9.9�
2.0�
47.0�
1.7�
4.6�
74.0�
0.9�
6.4�
3.1�
4.4�
7.2�
0.2�
3.8

5.2�
11.1�
20.0�
63.7�
54.4�
31.8�
9.7�
4.1�
64.3�
26.8�
6.1�
2.8�
27.9�
44.4�
23.3�
4.5�
7.4�
10.2�
28.1�
4.2�
11.4�
7.2�
9.7�
15.8�
6.0�
32.4�
0.7�
14.7�
16.6�
0.7�
33.6�
0.4�
0.9�
18.4�
15.5�
9.2�
10.3�
1.0�
40.0�
1.0�
4.6�
72.8�
0.9�
7.4�
3.2�
3.3�
8.5�
0.5�
3.3

5.4�
11.8�
18.1�
64.7�
52.4�
35.3�
8.8�
3.5�
60.6�
28.5�
7.0�
3.8�
29.1�
43.2�
22.4�
5.4�
6.8�
10.0�
25.2�
6.1�
17.5�
5.8�
10.7�
13.3�
4.6�
38.4�
0.3�
16.8�
15.6�
0.5�
26.7�
1.1�
0.6�
19.8�
16.1�
8.7�
9.3�
1.6�
36.4�
0.9�
7.1�
76.8�
0.6�
7.6�
3.2�
2.9�
4.0�
0.0�
4.8

5.9�
12.1�
21.0�
61.0�
53.3�
33.5�
9.7�
3.5�
62.6�
27.5�
6.5�
3.5�
33.6�
42.5�
19.0�
4.8�
9.4�
6.5�
30.2�
6.8�
12.8�
5.7�
8.1�
14.8�
5.7�
35.3�
0.6�
12.7�
13.3�
0.9�
35.6�
0.8�
0.8�
19.1�
13.8�
7.8�
8.9�
1.4�
42.2�
1.1�
5.7�
78.8�
0.5�
5.3�
2.6�
3.2�
5.3�
0.2�
4.3

4.7�
10.9�
17.2�
67.3�
53.5�
33.5�
8.8�
4.1�
62.5�
27.8�
6.6�
3.1�
23.5�
45.0�
26.5�
5.0�
5.2�
13.1�
23.7�
3.7�
15.7�
7.2�
12.0�
14.4�
5.0�
35.4�
0.4�
18.6�
18.8�
0.3�
25.0�
0.7�
0.7�
19.1�
17.7�
10.1�
10.7�
1.2�
34.3�
0.9�
5.9�
71.0�
1.1�
9.6�
3.8�
3.1�
7.3�
0.3�
3.8

4．ぜんぜんそうでない�

1．とてもそう�
2．ややそう�
3．あまりそうでない�

4．ぜんぜんそうでない�

1．とてもそう�
2．ややそう�
3．あまりそうでない�

4．ぜんぜんそうでない�

1．とてもそう�
2．ややそう�
3．あまりそうでない�

4．ぜんぜんそうでない�

1．とてもそう�
2．ややそう�
3．あまりそうでない�

1．親から�
2．先生から�
3．友だち・恋人から�
4．その他の人から�
5．本や雑誌から�
6．マンガから�
7．テレビ・映画などから�
8．歌詞から�
9．その他から�
1．直接会って話す�
2．友だちに頼む�
3．PHSや携帯電話で話す�
4．家の電話で話す�
5．手紙を書く�
6．PHSや携帯電話でメールを送る�
7．パソコンでメールを送る�
8．その他�
1．直接会って話す�
2．友だちに頼む�
3．PHSや携帯電話で話す�
4．家の電話で話す�
5．手紙を書く�
6．PHSや携帯電話でメールを送る�
7．パソコンでメールを送る�
8．その他�
1．直接会って話す�
2．友だちに頼む�
3．PHSや携帯電話で話す�
4．家の電話で話す�
5．手紙を書く�
6．PHSや携帯電話でメールを送る�
7．パソコンでメールを送る�
8．その他�

● 資料２　基礎集計表
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

1．短歌は5・7・5・7・7、俳句は5・7・5であると思う�
2．若山牧水という歌人を聞いたことがある�
3．短歌、俳句は古い、というイメージがある�
4．短歌、俳句は難しい、というイメージがある�
5．今年の正月に百人一首をした�
6．親や親戚で短歌や俳句をつくっている人がいる�
7．先生に短歌や俳句に熱心な人がいた�
8．この1年間、授業以外で短歌、俳句を読んだことがある�
9．短歌、俳句をつくったことがある�
A．やは肌のあつき血潮にふれも見でさびしからずや道を説く君�
B．生き物をかなしと言いてこのわれに寄りかかるなよ　君は男だ�
A．昼食に誘いしだけであるものを友達つれて女現わる�
B．終バスにふたりは眠る紫の〈降ります〉ランプに取り囲まれて�
A．せまい日本そんなに急いでどこへ行く�
B．せまい日本そんなに急いでどこへ行くのだ�
A．麦わら帽子のへこみ思い出の一つのようでそのままにしておく�
B．思い出の一つのようでそのままにしておく麦わら帽子のへこみ�

62.6
2.5
9.2
4.9
0.9
16.5
0.6
2.8
47.3
0.8
2.2
33.1
4.7
1.7
2.2
8.0
82.3
51.0
61.8
63.6
15.2
6.8
24.2
26.0
35.8
56.0
44.0
32.5
67.5
82.1
17.9
44.1
55.9

53.1
1.4
7.9
6.4
6.3
19.2
0.7
2.1
41.6
0.4
1.6
34.0
7.0
1.1
2.1
7.2
80.8
55.3
61.3
65.9
17.2
7.7
24.9
27.2
41.9
55.0
40.3
26.3
68.9
81.7
13.9
37.1
58.4

女　子�
46.8
0.5
7.1
8.3
12.0
23.0
0.8
1.7
40.4
0.0
1.2
38.4
10.0
0.6
2.2
7.2
79.2
59.5
60.8
68.2
19.1
8.5
25.6
28.4
48.0
59.4
40.6
22.6
77.4
88.8
11.2
33.6
66.4

１　年�
53.4
1.6
8.7
8.2
5.4
20.4
0.7
1.5
45.6
0.3
2.0
35.1
6.9
1.4
2.0
6.8
84.4
45.8
63.2
69.7
23.8
7.8
23.1
26.4
40.0
54.9
45.1
27.0
73.0
86.5
13.5
37.5
62.5

２　年�
56.0
1.3
7.5
4.9
7.7
19.1
0.6
3.0
41.9
0.5
1.4
36.4
7.9
1.0
2.4
8.5
77.0
65.1
59.4
62.0
10.2
7.5
26.8
28.0
43.9
60.6
39.4
28.2
71.8
84.4
15.6
40.2
59.8

東　京�
55.4
1.4
6.0
6.3
7.5
20.1
0.5
2.9
42.1
0.5
1.4
35.0
8.5
0.9
2.8
8.7
79.0
62.6
59.1
65.1
30.0
8.6
28.1
25.7
44.6
57.6
42.4
27.5
72.5
84.2
15.8
38.9
61.1

秋　田�
53.8
1.5
10.2
6.9
5.6
19.5
0.9
1.5
45.5
0.3
2.0
36.5
6.3
1.4
1.5
6.6
82.5
48.1
63.5
66.7
4.5
6.7
21.8
28.7
39.3
57.8
42.2
27.7
72.3
86.6
13.4
38.8
61.2

⁄3



⁄4



⁄5



⁄6



次
の
よ
う
な
と
き
、
ど
の
よ
う
な
手
段
を
使
う
か
�

短
歌
、
俳
句
に
つ
い
て
�

A
か
B
の
好
き
な
方
の
歌
や
文
は
�

あ
て
は
ま
る
も
の
�

1

2

3

4

ケ
ン
カ
し
た
友
だ
ち
�

と
仲
直
り
す
る
�

平
日
、
1
日
に
テ
レ
ビ
を
�

何
分
く
ら
い
見
て
る
か
�

平
日
、
テ
レ
ビ
を
ど
の
�

時
間
帯
に
よ
く
見
る
か
�

1．直接会って話す�
2．友だちに頼む�
3．PHSや携帯電話で話す�
4．家の電話で話す�
5．手紙を書く�
6．PHSや携帯電話でメールを送る�
7．パソコンでメールを送る�
8．その他�

親
戚
の
お
じ
さ
ん
�

に
進
路
に
つ
い
て
�

相
談
す
る
�

1．直接会って話す�
2．友だちに頼む�
3．PHSや携帯電話で話す�
4．家の電話で話す�
5．手紙を書く�
6．PHSや携帯電話でメールを送る�
7．パソコンでメールを送る�
8．その他�

1．見ない（0分）�
2．0～30分�
3．30～60分�
4．60～90分�
5．90～120分�
6．120～150分�
7．150～180分�
8．180～210分�
9．210～240分�
10．240分以上�
1．見ない�
2．午後5～7時�
3．7～9時�
4．9～11時�
5．11～0時�
6．0時以降�
7．早朝�

1.6
3.0
9.6
18.1
21.0
15.0
10.5
9.0
4.0
8.1
1.5
3.3
41.2
41.5
4.8
1.5
1.1

1.3
2.7
11.0
16.5
18.6
15.8
11.4
7.4
5.1
8.6
1.1
3.9
39.8
42.4
3.2
1.0
1.3

0.9
2.5
12.7
15.4
16.8
17.2
12.7
6.0
6.3
9.4
0.8
4.7
40.4
45.3
1.7
0.6
1.7

0.9
2.3
11.7
16.3
20.2
18.2
10.4
6.9
5.0
8.2
0.7
3.5
44.5
42.6
2.8
1.0
1.2

1.7
3.2
10.6
17.3
17.5
14.0
12.9
8.1
5.4
9.4
1.5
4.5
36.8
44.3
3.7
1.1
1.5

1.5
3.9
12.0
19.2
17.4
16.2
10.4
6.7
4.4
8.3
1.5
5.2
43.3
39.0
3.0
1.1
1.5

1.0
1.6
10.4
14.4
20.3
16.0
12.8
8.3
5.9
9.2
0.7
2.8
38.3
47.8
3.4
1.0
1.2

8．まんべんなく見る� 5.04.9 5.0 3.5 6.5 5.3 4.6
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質問項目�
男　子�

性　別�
全　体�

学　年　別� 地　域　別�

1．よく見る�
2．まあ見る�
3．少しは見る�
4．ほとんど見ない�
1．よく見る�
2．まあ見る�
3．少しは見る�
4．ほとんど見ない�
1．よく見る�
2．まあ見る�
3．少しは見る�
4．ほとんど見ない�
1．かなり見る�
2．見る方�
3．どちらともいえない�
4．見ない方�
5．まったく見ない�

女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�

⁄7



⁄8



次
の
よ
う
な
テ
レ
ビ
番
組
を
ど
の
く
ら
い
見
て
い
る
か
�

次
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
ど
の
く
ら
い
見
て
い
る
か
�

音
楽
番
組
�

お
天
気
を
含
む
�

ニ
ュ
ー
ス
番
組
�

ク
イ
ズ
・
バ
ラ
�

エ
テ
ィ
ー
番
組
�

ス
ポ
ー
ツ
中
継
や
ス
�

ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
�

映
画
・
ド
ラ
マ
・
�

ア
ニ
メ
番
組
�

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
�

1．よく見る�
2．まあ見る�
3．少しは見る�
4．ほとんど見ない�
1．よく見る�
2．まあ見る�
3．少しは見る�
4．ほとんど見ない�

教
養
・
生
活
・
�

情
報
番
組
や
コ
�

マ
ー
シ
ャ
ル
�

自
分
が
住
む
県
内
・
�

都
内
の
お
天
気
を
�

含
む
ニ
ュ
ー
ス
�

世
界
各
国
の
お
�

天
気
を
含
む
�

ニ
ュ
ー
ス
�

国
内
で
人
気
の
あ
る
�

ス
ポ
ー
ツ
中
継
や
ス
�

ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
�

自
分
が
住
む
県
内
・
都
内
�

以
外
の
日
本
国
内
の
お
天
�

気
を
含
む
ニ
ュ
ー
ス
�

1．よく見る�
2．まあ見る�
3．少しは見る�
4．ほとんど見ない�
1．よく見る�
2．まあ見る�
3．少しは見る�
4．ほとんど見ない�

1．かなり見る�
2．見る方�
3．どちらともいえない�
4．見ない方�
5．まったく見ない�
1．かなり見る�
2．見る方�
3．どちらともいえない�
4．見ない方�
5．まったく見ない�
1．かなり見る�
2．見る方�
3．どちらともいえない�
4．見ない方�
5．まったく見ない�

32.3�
35.3�
24.5�
4.9�
7.8�
23.6�
38.8�
26.3�
55.1�
28.4�
10.1�
4.1�
32.9�
35.9�
19.3�
9.1�
46.6�
30.8�
13.2�
6.9�
18.0�
23.3�
29.0�
26.8�
12.8�
25.1�
36.4�
22.7�
23.1�
44.4�
18.6�
7.7�
3.8�
13.3�
31.8�
27.8�
17.1�
7.7�
4.6�
9.7�
22.5�
30.1�
30.6�
17.0�
27.7�
21.1�
18.7�
13.0

32.2�
36.1�
26.4�
5.3�
8.3�
21.1�
41.2�
29.4�
50.9�
31.7�
11.6�
5.7�
36.2�
35.3�
18.3�
10.2�
39.8�
33.6�
17.4�
9.1�
28.7�
30.3�
25.5�
15.5�
12.5�
23.0�
38.4�
26.2�
23.2�
45.2�
18.1�
8.0�
5.6�
14.9�
33.7�
24.8�
17.1�
9.5�
6.1�
10.7�
21.6�
29.2�
32.4�
25.5�
36.1�
18.3�
11.3�
8.8

34.3�
36.6�
24.2�
4.9�
7.9�
27.7�
39.2�
25.2�
61.9�
26.4�
9.0�
2.7�
31.5�
38.6�
21.4�
8.5�
55.7�
29.6�
9.7�
5.0�
8.4�
17.7�
34.2�
39.7�
13.9�
28.8�
36.7�
20.6�
24.2�
45.8�
20.1�
7.9�
2.1�
12.3�
31.5�
32.1�
17.9�
6.4�
3.5�
9.1�
24.6�
32.5�
30.4�
9.4�
20.7�
25.0�
27.0�
17.9

33.0�
35.4�
26.5�
5.2�
7.5�
22.5�
41.4�
28.6�
58.1�
27.6�
10.6�
3.7�
35.9�
37.5�
18.2�
8.4�
48.5�
33.0�
12.7�
5.8�
17.5�
23.7�
29.9�
29.0�
12.1�
24.8�
38.9�
24.2�
23.8�
44.4�
19.1�
8.5�
4.1�
12.5�
30.0�
29.3�
20.0�
8.1�
4.7�
8.2�
24.0�
31.5�
31.5�
16.7�
28.5�
20.7�
20.8�
13.3

33.5�
37.4�
24.0�
5.0�
8.8�
26.5�
38.9�
25.9�
54.6�
30.6�
10.0�
4.8�
31.7�
36.3�
21.7�
10.3�
47.0�
30.1�
14.4�
8.4�
19.7�
24.4�
29.8�
26.1�
14.4�
27.1�
36.0�
22.5�
23.5�
46.6�
19.0�
7.3�
3.6�
14.7�
35.2�
27.5�
14.8�
7.7�
4.8�
11.6�
22.2�
30.1�
31.2�
18.2�
28.2�
22.7�
17.4�
13.4

37.2�
38.6�
20.3�
3.8�
8.5�
27.6�
37.0�
26.9�
51.2�
31.9�
10.8�
6.1�
30.0�
35.9�
22.3�
11.8�
43.0�
32.6�
15.6�
8.7�
16.1�
23.6�
27.0�
33.3�
12.0�
24.0�
39.1�
24.9�
27.4�
47.6�
15.4�
5.5�
4.1�
16.2�
32.1�
25.0�
17.6�
9.2�
4.1�
7.8�
22.9�
30.8�
34.4�
17.1�
25.5�
20.7�
19.2�
17.5

29.4�
34.2�
30.1�
6.3�
7.7�
21.3�
43.3�
27.7�
61.5�
26.3�
9.9�
2.4�
37.6�
37.9�
17.5�
6.9�
52.5�
30.6�
11.5�
5.4�
20.9�
24.4�
32.7�
22.0�
14.4�
27.7�
36.0�
21.9�
20.0�
43.4�
22.7�
10.3�
3.6�
11.0�
33.1�
31.7�
17.4�
6.7�
5.4�
12.0�
23.4�
30.8�
28.4�
17.8�
31.2�
22.6�
19.1�
9.3

● 資料２　基礎集計表
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質問項目�
男　子�

性　別�
全　体�

学　年　別� 地　域　別�

B．ニュースの中身は明るい話題が多い�
A．番組を見て自分の意見を言いたくなる�
B．番組を見て自分の意見を言いたくなることはない�
A．番組の情報量は多い�
B．番組の情報量は少ない�
A．番組を見るとためになる�
B．番組を見るとためにならない�
A．番組の情報は信用できる�
B．番組の情報は信用できない�
A．番組は集中して見ている�
B．番組は何かしながら見ている�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�

女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�

⁄9



¤0



ニ

ュ

ー

ス

番

組

に

つ

い

て

の

意

見

�

テ
レ
ビ
番
組
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
�

⁄8



次
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
を
�

ど
の
く
ら
い
見
て
い
る
か
�

7

1

2

3

4

5

6

8

10
�

9

11
�

1．かなり見る�
2．見る方�
3．どちらともいえない�
4．見ない方�
5．まったく見ない�
A．番組で流れるニュースはフィクションだ�
B．番組で流れるニュースは真実だ�
A．内容はどの番組を見ても同じだ�

青
少
年
の
凶
悪
な
�

事
件
を
扱
っ
た
番
�

組
が
多
す
ぎ
る
�

暴
力
的
な
映
像
�

は
、
放
送
し
な
�

い
方
が
よ
い
�

世
界
の
話
題
は
�

欧
米
が
大
半
で
�

あ
る
�

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
�

を
見
る
と
日
本
選
手
�

の
結
果
が
気
に
な
る
�

事
件
の
番
組
を
�

見
る
と
被
害
者
�

が
心
配
に
な
る
�

海
外
の
事
故
を
見
る
と
�

日
本
人
が
巻
き
込
ま
れ
�

て
い
な
い
か
気
に
な
る
�

世
界
各
国
の
ス
ポ
ー
�

ツ
中
継
や
ス
ポ
ー
ツ
�

ニ
ュ
ー
ス
�

B．内容はそれぞれ番組によって違う�
A．放送時間は長い�
B．放送時間は短い�
A．番組を見ていてよくわかる�
B．番組を見ていてわからない�
A．番組はつまらない�
B．番組はおもしろい�
A．ニュースの中身は暗い話題が多い�

3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�

10.1�
20.9�
25.4�
22.6�
18.9�
15.4�
80.6�
53.7�
42.6�
59.8�
35.1�
70.1�
25.8�
39.5�
56.2�
85.9�
9.1�
66.1�
29.8�
64.6�
31.2�
86.4�
9.4�
63.2�
31.8�
21.0�
75.5�
27.9�
46.0�
20.0�
3.9�
21.5�
53.4�
18.9�
4.0�
9.4�
26.9�
47.4�
13.9�
7.8�
32.4�
42.1�
15.3�
13.4�
36.8�
41.0�
5.9�
43.0�
36.6�
12.4�
5.5

17.1�
29.4�
25.4�
15.2�
12.9�
19.9�
80.1�
50.5�
49.5�
61.3�
38.7�
75.7�
24.3�
40.4�
59.6�
87.5�
12.5�
66.6�
33.4�
68.0�
32.0�
86.1�
13.9�
65.7�
34.3�
23.7�
76.3�
33.2�
41.4�
19.4�
6.0�
19.8�
51.0�
22.7�
6.5�
8.9�
25.0�
46.3�
19.8�
8.4�
27.1�
43.5�
21.1�
16.0�
38.0�
38.5�
7.5�
47.1�
34.2�
11.9�
6.8

3.5�
13.3�
26.4�
31.1�
25.7�
12.2�
87.8�
61.2�
38.8�
64.9�
35.1�
70.4�
29.6�
42.2�
57.8�
93.3�
6.7�
71.2�
28.8�
66.9�
33.1�
94.3�
5.7�
67.3�
32.7�
19.8�
80.2�
23.9�
52.7�
21.5�
2.0�
24.2�
58.3�
15.9�
1.7�
10.3�
30.2�
50.9�
8.6�
7.6�
39.3�
42.8�
10.3�
11.6�
37.9�
46.0�
4.6�
41.1�
41.0�
13.5�
4.4

9.4�
20.9�
25.3�
24.6�
19.9�
15.0�
85.0�
55.6�
44.4�
63.0�
37.0�
74.4�
25.6�
41.8�
58.2�
90.6�
9.4�
68.7�
31.3�
67.8�
32.2�
89.8�
10.2�
68.1�
31.9�
22.1�
77.9�
29.2�
45.2�
21.1�
4.6�
22.4�
52.6�
21.1�
4.0�
10.2�
29.0�
48.4�
12.3�
8.3�
33.1�
43.9�
14.6�
13.5�
37.1�
43.0�
6.4�
43.1�
37.2�
13.9�
5.8

11.3�
21.9�
26.5�
21.6�
18.7�
17.1�
82.9�
56.0�
44.0�
63.1�
36.9�
71.8�
28.2�
40.8�
59.2�
90.2�
9.8�
69.1�
30.9�
67.0�
33.0�
90.6�
9.4�
64.9�
35.1�
21.5�
78.5�
27.9�
48.9�
19.8�
3.4�
21.6�
56.8�
17.4�
4.2�
9.0�
26.1�
48.8�
16.2�
7.7�
33.2�
42.3�
16.8�
14.1�
38.8�
41.3�
5.7�
45.1�
38.0�
11.4�
5.4

9.0�
21.0�
23.2�
22.7�
24.1�
18.1�
81.9�
56.1�
43.9�
59.8�
40.2�
77.0�
23.0�
36.5�
63.5�
90.7�
9.3�
70.5�
29.5�
64.6�
35.4�
91.6�
8.4�
67.2�
32.8�
23.2�
76.8�
31.2�
46.9�
17.4�
4.6�
22.6�
55.5�
17.3�
4.6�
9.8�
26.0�
50.7�
13.6�
6.4�
32.0�
44.5�
17.1�
12.8�
37.6�
43.4�
6.1�
41.0�
39.6�
13.4�
5.9

11.6�
21.7�
28.6�
23.5�
14.6�
14.1�
85.9�
55.5�
44.5�
66.2�
33.8�
69.3�
30.7�
46.0�
54.0�
90.1�
9.9�
67.3�
32.7�
70.2�
29.8�
88.8�
11.2�
65.9�
34.1�
20.3�
79.7�
26.0�
47.2�
23.4�
3.4�
21.4�
53.8�
21.2�
3.6�
9.4�
29.2�
46.6�
14.8�
9.6�
34.3�
41.8�
14.4�
14.8�
38.3�
41.0�
6.0�
47.1�
35.6�
12.0�
5.3
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質問項目�
男　子�

性　別�
全　体�

学　年　別� 地　域　別�

1．とても関心がある�
2．やや関心がある�
3．あまり関心がない�
4．まったく関心がない�
1．とても関心がある�
2．やや関心がある�
3．あまり関心がない�
4．まったく関心がない�
1．とても関心がある�
2．やや関心がある�
3．あまり関心がない�
4．まったく関心がない�
1．よく言われる�
2．ときどき言われる�
3．あまり言われない�
4．まったく言われない�
1．よく言われる�

女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�

¤1



¤2



¤3



ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
関
心
が
あ
る
か
�

次
の
人
か
ら
「
ニ
ュ
ー
ス
を
見
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
る
か
�

¤0



テ
レ
ビ
番
組
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
�

ど
う
思
う
か
�

1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とてもそう思う�
2．ややそう思う�
3．あまりそう思わない�
4．まったくそう思わない�
1．とても関心がある�
2．やや関心がある�
3．あまり関心がない�
4．まったく関心がない�
1．とても関心がある�
2．やや関心がある�
3．あまり関心がない�
4．まったく関心がない�

2．ときどき言われる�
3．あまり言われない�
4．まったく言われない�
1．よく言われる�
2．ときどき言われる�
3．あまり言われない�
4．まったく言われない�
1．よく言われる�
2．ときどき言われる�
3．あまり言われない�
4．まったく言われない�
1．よく言われる�
2．ときどき言われる�
3．あまり言われない�
4．まったく言われない�
1．している�
2．していない�

24.7�
36.8�
26.7�
9.3�
17.5�
35.2�
32.8�
12.1�
8.2�
36.4�
43.0�
9.7�
15.0�
38.3�
35.8�
8.1�
11.3�
34.7�
38.2�
12.9�
10.5�
34.5�
37.5�
14.9�
2.7�
6.3�
23.1�
65.2�
11.8�
17.8�
27.0�
40.0�
9.6�
21.1�
29.6�
36.7�
7.1�
19.6�
30.0�
40.2�
9.8�
23.1�
28.9�
35.2�
1.3�
4.4�
21.5�
69.6�
54.0�
42.1

25.5�
36.6�
26.4�
11.6�
20.9�
32.2�
31.1�
15.8�
10.0�
37.7�
40.4�
11.9�
12.1�
38.1�
39.4�
10.4�
10.9�
29.0�
42.1�
18.0�
12.2�
32.3�
37.0�
18.6�
3.0�
6.3�
23.1�
67.6�
10.7�
18.2�
25.7�
45.4�
8.4�
20.1�
29.1�
42.5�
7.5�
18.4�
28.8�
45.3�
9.3�
22.6�
27.0�
41.2�
2.0�
4.9�
21.2�
71.9�
56.6�
43.4

25.2�
38.9�
28.4�
7.4�
14.9�
40.0�
36.2�
9.0�
6.8�
37.1�
47.9�
8.1�
18.8�
40.7�
34.2�
6.2�
12.5�
42.5�
36.5�
8.5�
9.3�
38.6�
40.1�
12.0�
2.6�
6.7�
24.3�
66.4�
13.7�
18.6�
30.2�
37.5�
11.4�
23.4�
32.0�
33.2�
7.1�
22.0�
33.1�
37.7�
10.9�
25.0�
32.6�
31.5�
0.6�
4.3�
23.3�
71.9�
55.8�
44.2

25.0�
36.3�
29.5�
9.2�
17.6�
35.5�
34.8�
12.1�
8.2�
36.7�
44.1�
11.0�
15.2�
36.0�
40.3�
8.6�
12.5�
33.0�
41.3�
13.2�
10.8�
35.2�
38.9�
15.1�
3.0�
7.7�
25.4�
63.9�
12.0�
20.0�
28.2�
39.8�
9.1�
21.7�
33.5�
35.7�
8.5�
18.6�
33.2�
39.6�
14.0�
26.3�
27.2�
32.4�
1.2�
4.6�
21.0�
73.1�
56.0�
44.0

25.7�
39.3�
25.2�
9.9�
18.2�
36.6�
32.5�
12.7�
8.7�
38.2�
44.2�
9.0�
15.8�
43.0�
33.2�
8.0�
10.8�
38.5�
37.3�
13.3�
10.7�
35.7�
38.2�
15.5�
2.6�
5.3�
21.9�
70.2�
12.4�
16.8�
27.6�
43.2�
10.7�
21.7�
27.5�
40.1�
6.1�
21.9�
28.6�
43.4�
6.1�
21.1�
32.5�
40.4�
1.4�
4.5�
23.5�
70.6�
56.4�
43.6

25.0�
36.6�
27.6�
10.7�
15.0�
36.2�
34.4�
14.5�
9.2�
37.3�
44.5�
9.0�
17.3�
41.4�
33.8�
7.5�
10.1�
35.3�
40.5�
14.1�
6.1�
35.6�
42.3�
16.0�
2.3�
6.7�
24.1�
66.9�
9.6�
16.3�
27.0�
47.1�
8.9�
19.9�
29.1�
42.0�
4.9�
11.9�
33.8�
49.3�
12.4�
24.1�
26.4�
37.1�
1.1�
4.5�
23.2�
71.2�
48.5�
51.5

25.6�
38.8�
27.1�
8.4�
20.8�
35.9�
32.9�
10.3�
7.7�
37.5�
43.8�
11.0�
13.7�
37.4�
39.8�
9.2�
13.2�
36.1�
38.2�
12.5�
15.3�
35.3�
34.8�
14.6�
3.3�
6.3�
23.3�
67.1�
14.8�
20.4�
28.9�
35.9�
10.8�
23.5�
31.9�
33.7�
9.7�
28.4�
28.1�
33.7�
7.8�
23.5�
33.1�
35.5�
1.5�
4.7�
21.3�
72.5�
63.9�
36.1

ス
ポ
ー
ツ
中
継
を
見
�

れ
ば
、
試
合
を
観
に
�

行
か
な
く
て
も
よ
い
� ス
ポ
ー
ツ
中
継
の
迫
力
�

は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
�

っ
て
決
ま
る
�

キ
ャ
ス
タ
ー
の
�

話
し
方
や
言
葉
�

づ
か
い
�

キ
ャ
ス
タ
ー
の
�

見
た
目
や
フ
ァ
�

ッ
シ
ョ
ン
�

B
S
・
C
�

S
・
C
A
�

T
V
な
ど
�

へ
の
加
入
�

キ
ャ
ス
タ
ー
の
�

コ
メ
ン
ト
�

キ
ャ
ス
タ
ー
の
�

人
気
や
知
名
度
�自
分
も
キ
ャ
ス
タ
ー
�

に
な
れ
る
か
ど
う
か
�

お
父
さ
ん
�
お
母
さ
ん
�
担
任
の
先
生
�社
会
科
の
先
生
�学
校
の
友
だ
ち
�
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質問項目�

�

全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�

1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
�

3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�

� 女　子�� １　年�� ２　年�� 東　京�� 秋　田��
14.6�
17.0�
10.9�
10.6�
10.4�
12.6�
29.5�
40.1�
20.3�
6.6�
5.8�
37.5�
44.4�
8.5�
6.8�
22.4�
48.7�
18.1�
10.5�
28.7�
36.7�
20.8�
4.9�
14.7�
44.1�
30.6�
4.1�
15.2�
34.8�
42.1�
16.7�
46.4�
22.8�
10.6�
32.5�
48.1�
11.4�
4.6�
31.4�
37.7�
20.4�
7.1�
13.3�
33.6�
35.4�
14.4�
26.9�
44.9�
19.1�
5.7�
�
�

17.7�
22.4�
14.4�
14.2�
14.4�
16.9�
34.9�
39.2�
19.0�
6.9�
8.0�
40.3�
42.8�
8.9�
8.5�
26.9�
46.9�
17.7�
15.4�
34.3�
32.7�
17.6�
7.4�
17.4�
46.5�
28.7�
5.5�
16.9�
37.8�
39.8�
17.6�
47.5�
21.7�
13.2�
36.1�
43.8�
12.1�
8.0�
33.4�
35.9�
21.2�
9.5�
13.8�
32.8�
37.7�
15.8�
26.3�
45.5�
20.8�
7.4�
�
�
�

20.6�
22.4�
14.3�
13.7�
12.9�
16.2�
26.2�
43.8�
23.1�
6.8�
4.1�
37.6�
49.5�
8.7�
5.7�
19.8�
54.5�
20.1�
6.2�
25.2�
43.2�
25.4�
3.0�
13.7�
47.0�
36.3�
2.9�
14.7�
34.7�
47.8�
16.9�
48.7�
25.2�
8.9�
31.1�
55.7�
11.5�
1.7�
31.6�
42.0�
21.1�
5.3�
13.7�
36.7�
35.7�
14.0�
29.3�
47.4�
18.7�
4.6�
�
�
�

14.6�
23.0�
11.5�
15.0�
15.8�
20.2�
35.5�
41.4�
18.3�
4.8�
5.9�
38.5�
46.8�
8.8�
5.1�
23.2�
51.1�
20.5�
9.6�
30.6�
38.1�
21.6�
5.6�
14.2�
46.9�
33.3�
4.8�
16.2�
37.6�
41.4�
17.0�
47.8�
24.9�
10.3�
34.9�
50.1�
10.8�
4.2�
32.8�
39.3�
20.7�
7.2�
10.3�
35.8�
37.8�
16.0�
26.7�
48.0�
18.8�
6.5�
�

23.7�
21.8�
17.1�
12.9�
11.6�
12.9�
25.3�
41.7�
24.0�
9.0�
6.2�
39.4�
45.5�
8.9�
9.1�
23.4�
50.3�
17.2�
12.1�
28.8�
37.8�
21.4�
4.9�
17.0�
46.6�
31.5�
3.6�
15.4�
34.7�
46.3�
17.5�
48.4�
22.3�
11.8�
32.2�
49.5�
12.9�
5.4�
32.1�
38.7�
21.6�
7.6�
17.2�
33.6�
35.5�
13.6�
29.0�
44.8�
20.8�
5.4�
�
�
�

15.4�
23.9�
13.1�
15.8�
14.3�
17.6�
30.9�
40.3�
21.5�
7.2�
5.9�
36.4�
48.0�
9.7�
7.0�
23.3�
51.2�
18.6�
11.2�
29.8�
38.2�
20.9�
6.2�
16.0�
48.2�
29.6�
4.5�
18.6�
38.2�
38.8�
17.2�
51.7�
22.5�
8.6�
27.8�
52.9�
13.5�
5.8�
30.7�
39.9�
21.5�
7.8�
12.0�
36.7�
36.0�
15.3�
21.9�
47.9�
21.6�
8.6�
�

22.5�
21.1�
15.4�
12.3�
13.1�
15.6�
30.2�
42.7�
20.6�
6.5�
6.2�
41.5�
44.4�
7.9�
7.1�
23.4�
50.3�
19.1�
10.5�
29.7�
37.7�
22.1�
4.3�
15.1�
45.4�
35.2�
4.0�
13.0�
34.3�
48.8�
17.3�
44.5�
24.8�
13.4�
39.4�
46.7�
10.2�
3.8�
34.2�
38.0�
20.8�
7.0�
15.5�
32.9�
37.3�
14.4�
33.7�
45.1�
17.9�
3.3�
�

�

¤5



¤4



友

だ

ち

の

つ

き

あ

い

方

�

¤6



日
頃
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ど
の
程
度
あ
る
か
�

友
だ
ち
の
人
数
�

1．10人未満�
2．10人以上20人未満�
3．20人以上30人未満�
4．30人以上50人未満�
5．50人以上100人未満�
6．100人以上�
1．とてもそう�
2．どちらかといえばそう�
3．どちらかといえばそうではない�
4．まったくそうではない�

�

友
だ
ち
の
数
�

は
多
い
方
が
�

よ
い
�

�

友
だ
ち
関
係
�

は
深
入
り
し
�

な
い
方
だ
�

ど
こ
に
何
を
し
�

に
行
く
か
で
友
�

だ
ち
を
選
ぶ
�

友
だ
ち
と
J
ー
�

P
O
P
や
洋
楽
�

の
話
を
す
る
�

1
人
で
い
る
�

時
間
の
方
が
�

大
切
�

�

悩
み
ご
と
は
あ
�

ま
り
友
だ
ち
に
�

話
さ
な
い
方
�

��

友
だ
ち
同
士
は
�

お
互
い
に
知
り
�

合
い
で
は
な
い
� フ

ル
ネ
ー
ム
が
わ
�

か
ら
な
い
友
だ
ち
�

が
結
構
い
る
�

����

友
だ
ち
と
C
�

D
な
ど
の
貸
�

し
借
り
�

�

友
だ
ち
と
テ
レ
ビ
�

の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
�

の
話
を
す
る
�

友
だ
ち
と
テ
レ
ビ
�

の
ク
イ
ズ
番
組
な
�

ど
の
話
を
す
る
�

��
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．本棚0～3段くらい（60冊未満）�
2．本箱1本くらい（100冊くらい）�
3．本箱2本くらい（200冊くらい）�
4．本箱3本くらい（300冊くらい）�
5．本箱4本くらい（400冊以上）�

2．専門・専修学校卒業�
3．短大・高専卒業�
4．大学・大学院卒業�
5．その他�
6．わからない�
1．中学・高校卒業�
2．専門・専修学校卒業�
3．短大・高専卒業�
4．大学・大学院卒業�
5．その他�
6．わからない�
1．運動部に入っている�
2．文芸系の部に入っている�
3．マンガ系の部に入っている�
4．放送、ディベート系の部に入っている�
5．その他の文化部に入っている�
6．以前入っていたが、今は入っていない�
7．入ったことがない�
8．その他�
1．している�
2．以前したことがあるが、今はしていない�
3．したことがない�

1．中学・高校卒業�

女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�
�4.6�

20.1�
44.1�
27.4�
51.7�
36.7�
6.9�
1.3�
6.0�
32.8�
50.0�
7.6�
6.8�
36.0�
38.5�
14.9�
39.5�
39.3�
13.7�
3.7�
27.1�
37.0�
21.0�
11.3�
46.9�
21.1�
12.4�
7.4�
8.0�
38.6�
5.9�
3.4�
38.1�
0.7�
9.1�
42.8�
10.4�
15.5�
17.8�
0.6�
8.8�
43.4�
11.6�
0.6�
1.6�
8.3�
18.9�
8.7�
1.5�
14.9�
30.0�
50.4

5.4�
22.8�
43.0�
28.8�
42.3�
45.8�
9.4�
2.5�
7.1�
34.2�
50.6�
8.2�
6.6�
33.7�
40.7�
19.0�
35.1�
45.5�
14.9�
4.5�
24.4�
39.8�
23.3�
12.4�
47.5�
23.1�
12.5�
7.4�
9.5�
39.1�
7.1�
3.9�
38.5�
0.6�
10.8�
45.1�
8.3�
14.0�
19.4�
0.6�
12.5�
56.0�
7.3�
0.3�
0.9�
4.3�
20.3�
9.6�
1.3�
12.4�
27.7�
59.9

4.1�
19.0�
48.7�
28.2�
64.6�
30.3�
4.9�
0.2�
5.3�
33.9�
53.2�
7.6�
7.5�
41.1�
39.4�
12.0�
47.0�
36.2�
13.6�
3.2�
31.8�
37.0�
20.2�
11.0�
50.4�
20.9�
13.4�
8.1�
7.2�
41.5�
5.2�
3.2�
41.0�
0.9�
8.1�
44.1�
13.3�
18.4�
17.6�
0.6�
6.0�
36.0�
17.1�
0.9�
2.5�
13.2�
19.5�
8.8�
2.0�
18.8�
35.2�
46.0

3.9�
17.0�
49.5�
29.6�
53.0�
38.3�
7.7�
1.1�
5.3�
34.2�
53.1�
7.4�
7.7�
39.3�
39.1�
13.9�
42.6�
40.5�
13.4�
3.5�
30.0�
37.7�
22.5�
9.8�
49.7�
22.3�
12.3�
7.8�
7.9�
37.4�
5.8�
4.4�
40.1�
1.2�
11.1�
42.1�
11.1�
16.4�
19.1�
0.9�
10.5�
49.0�
10.6�
0.6�
2.3�
9.4�
19.1�
7.2�
1.7�
15.7�
22.4�
61.9

5.6�
24.9�
42.1�
27.4�
54.1�
37.8�
6.5�
1.6�
7.1�
33.8�
50.7�
8.4�
6.4�
35.6�
41.0�
17.1�
39.5�
41.2�
15.1�
4.2�
26.2�
39.1�
21.1�
13.6�
48.2�
21.7�
13.5�
7.8�
8.8�
43.3�
6.5�
2.6�
39.4�
0.3�
7.8�
47.2�
10.6�
16.0�
17.9�
0.3�
7.9�
42.7�
13.9�
0.6�
1.1�
8.2�
20.8�
11.2�
1.6�
15.6�
40.9�
43.6�
�

4.9�
22.1�
45.7�
27.3�
53.1�
38.7�
6.3�
1.8�
6.5�
33.2�
52.0�
8.3�
7.1�
36.5�
39.4�
17.1�
39.8�
42.7�
13.1�
4.5�
25.7�
40.4�
20.9�
13.1�
40.8�
21.8�
17.5�
9.5�
10.3�
21.8�
7.0�
2.8�
57.7�
0.8�
10.0�
29.8�
11.3�
21.5�
27.6�
0.6�
9.3�
47.8�
13.4�
0.8�
0.0�
7.9�
19.3�
8.7�
2.0�
26.9�
33.1�
39.9�
�

4.6�
19.7�
46.0�
29.7�
54.0�
37.4�
7.9�
0.8�
5.9�
34.8�
51.8�
7.4�
7.0�
38.4�
40.7�
13.9�
42.4�
39.0�
15.4�
3.2�
30.6�
36.4�
22.7�
10.4�
57.1�
22.1�
8.3�
6.0�
6.5�
58.7�
5.4�
4.3�
22.1�
0.8�
8.9�
59.3�
10.4�
11.0�
9.5�
0.6�
9.2�
43.9�
11.1�
0.5�
3.4�
9.7�
20.6�
9.7�
1.2�
4.3�
29.8�
65.8�
�

¤6



¤7



¤8



¤9



‹0



日
頃
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ど
の
程
度
あ
る
か
�

友
だ
ち
と
テ
レ
ビ
�

で
見
た
海
外
情
報
�

の
話
を
す
る
�

1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�
3．あまりない�
4．まったくない�
1．よくある�
2．ときどきある�

�

友
だ
ち
と
話
�

を
し
て
い
て
�

夢
中
に
な
る
�

と
り
あ
え
�

ず
友
だ
ち
�

に
な
る
�

親
し
く
な
い
人
で
�

も
ど
う
思
っ
て
い
�

る
か
気
に
な
る
�

�

お
母
さ
ん
�

親
し
い
人
が
ど
�

う
思
っ
て
い
る
�

の
か
気
に
な
る
�

�

友
だ
ち
と
い
て
も
�

自
分
の
や
り
た
い
�

こ
と
を
優
先
�

��

あ
な
た
以
外
の
本
棚
に（
雑
�

誌
・
マ
ン
ガ
以
外
）本
が
ど
�

の
く
ら
い
あ
る
か

�

�

お
父
さ
ん
�

部
活
動
へ
の
参
加
�

ア
ル
バ
イ
�

ト
経
験
�

両
親
の
最
終
学
歴
�
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質問項目� 全　体�
男　子�

性　別� 学　年　別� 地　域　別�

6．選択していない�
1．上�
2．中の上�
3．中�
4．中の下�
5．下�
6．選択していない�
1．上�
2．中の上�
3．中�
4．中の下�
5．下�
6．選択していない�
1．上�
2．中の上�
3．中�
4．中の下�
5．下�
1．現在、自分が住む県内・都内�
2．現在、自分が住んでいない大都市部�
3．現在、自分が住んでいない大都市部でないところ�
4．日本以外の国�
5．どこでもかまわない�

女　子�１　年�２　年�東　京�秋　田�
21.3�
43.0�
3.2�
15.4�
17.1�
5.0�
12.2�
22.6�
8.2�
3.9�
42.8�
5.5�
16.9�
38.0�
21.8�
11.8�
0.4�
4.8�
14.8�
32.2�
20.9�
15.4�
6.1�
5.3�
20.5�
33.9�
18.7�
15.9�
32.9�
20.6�
12.7�
10.5�
18.4�
�
�

22.5�
42.5�
3.7�
15.3�
15.9�
3.6�
11.8�
22.3�
9.2�
6.4�
46.7�
5.8�
16.1�
35.8�
25.0�
16.4�
0.8�
5.0�
12.5�
30.3�
23.4�
21.5�
7.4�
5.9�
23.0�
33.8�
19.7�
17.7�
35.0�
22.9�
11.8�
7.8�
22.6�
�
�

20.1�
43.4�
2.7�
15.5�
18.2�
7.0�
13.9�
25.5�
8.0�
1.9�
43.7�
5.8�
19.7�
44.6�
21.2�
8.6�
0.2�
5.2�
18.9�
38.1�
20.9�
11.3�
5.6�
5.3�
20.5�
38.1�
20.0�
16.1�
34.2�
20.5�
15.0�
14.1�
16.2�
�
�
�

25.0�
43.1�
2.7�
13.5�
15.6�
5.7�
16.1�
26.9�
10.9�
6.0�
34.4�
5.9�
19.1�
40.2�
21.7�
12.9�
0.2�
6.5�
18.3�
38.0�
21.2�
16.0�
0.0�
6.5�
20.8�
35.0�
20.8�
16.9�
34.6�
23.0�
15.0�
8.4�
19.0�
�
�

17.5�
42.8�
3.7�
17.3�
18.6�
4.9�
9.5�
20.8�
6.3�
2.2�
56.3�
5.7�
16.7�
40.3�
24.5�
12.1�
0.8�
3.6�
13.1�
30.3�
23.1�
16.7�
13.1�
4.7�
22.7�
36.9�
18.9�
16.9�
34.5�
20.4�
11.8�
13.6�
19.7�
�
�

20.6�
35.2�
3.7�
14.6�
25.9�
5.3�
12.9�
20.1�
6.7�
3.1�
51.9�
6.1�
22.2�
41.2�
19.5�
10.8�
0.3�
6.3�
18.8�
35.2�
19.4�
13.4�
7.0�
5.1�
24.8�
39.2�
17.5�
13.4�
46.2�
8.5�
15.0�
13.3�
16.9�
�
�

22.1�
50.6�
2.7�
16.2�
8.4�
5.3�
12.8�
27.7�
10.6�
5.1�
38.5�
5.5�
13.6�
39.3�
26.8�
14.2�
0.6�
3.9�
12.7�
33.2�
24.9�
19.3�
6.0�
6.1�
18.6�
32.7�
22.2�
20.3�
22.9�
34.8�
11.8�
8.7�
21.8�
�
�

‹2



‹1



‹3



成

績

（

ク

ラ

ス

の

中

で

）

�

お
小
遣
い
�

1．5000円未満�
2．5000円以上7500円未満�
3．7500円以上10000円未満�
4．10000円以上15000円未満�
5．15000円以上�
1．上�
2．中の上�
3．中�
4．中の下�
5．下�

�音
楽
�

�現
代
国
語
�

�
全
教
科
の
平
均
�

�

古
典
�

10
年
後
、
ど
�

こ
で
暮
ら
し
�

た
い
か
�

● 資料２　基礎集計表
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